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1沿 革

本研究所は,昭 和27年4刀1日 発足 したのであるが,そ の前身であり母胎となった

ものは,昭 和5年 に創設された帝国美術院附属美術研究所である。

この美術研究所は,大 正13年7刀,故 帝国美術院長子爵黒田清輝の遺言により美術

奨励事業のために出掲 した資金で遺言執行人が選択決定 した事業である。すなわち遺

一一 行人代表伯爵樺山愛輔は
,故 予凪の遺志にしたがってこの資金で行なうべき事業

の選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野伯爵は帝国美術院長福原錬二郎および束京美

術学校長正木直彦とはかって諸方面の意見を徴 し,ま たわが国美術上の必要に照らし

て次の事業を行なうこととした。

(1)美 術に関する基磯的調査研究機関として美術研究所を設けること。

② 黒 田子爵の作品を陳列 して同子爵の功績を記念すること。

(3)前 二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立のうえは一切これを政府に寄附すること。

昭和元年12月 この事業を遂行するため委員会が設置され,東 京美術学校長正木直彦

が委員長に就任 し,美 術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田子爵

作品陳列について東京美術学校教授久米桂一郎,同 岡田三郎助,同 和田英作,同 藤

島武二および大給近清,建 築造営について東京美術学校教授岡田信一郎,会 計事務

について遺言執行人打田伝吉を各委員として事務を分掌進行させた。

昭和2年2刀 美術研究所準備事業を開始 した。

同年10月 東京市上野公園内に鉄筋コンクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積1,192m2

の建物1棟 を起工 した。

同3年9月 前記の建物が竣功 したので,美 術研究所開設のため必要な備品,図 占,

写真等の研究資料を設備 し,ま た館内に黒田子爵記念室を設け,同 子爵の作品を陳

列した。

同4年5刀 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物,設 備,研 究資料等一切の外に金15

万 円をそえて帝国XvFl院 長 に寄附を願い出た。
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同5年6月asn勅 令第125号 により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せられた。

同年10月17口 美術研究所朋所式を挙行 した。

同7年1刀 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術研究」を創

刊した。

同年4刀18口 株式会祉朝 日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う5

ケ年閥毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄附 したいとの申出があった。

同年5刀asn帝rid';術 院 はこの巾出を受理 した。

明治大正美術史絹纂委員会規程を設け,美 術研究所は明治大11.?1術史の編纂に関す

る那務を行なうことになった。

1司9年10刀18日 毎年10刀18口 を開所紀念口と定めた。

同10年1刀28【1鉄 筋コンクリー ト造,2階 述.延 而積129m2の 嘗庫が竣功 した。

1司年4月 「II本美衛年鑑」の編纂鵬務を開始 した。

同年6刀1rl勅 令第148号 により萸術研究所官制が公布された。

研究資料閲覧規程を制定 し,閲 覧群務を朋始 した。

i・ll2年6刀24「1勅 令算;281号 により美術研究所官制rl5改正の件が公布され,従 来の

帝咽美術院に附置されていたのt文 部大臣の直帖に改められた。

同年11刀29日.,術 研究所艮職務規秘,r術 研究所11`務分 掌規程が制定された。

同13年2刀X211木 造.平 オ{廼,延 面積97m2の 写真室1棟 が竣功 した。

同19年8月1・1」 無・糊1の 作品,な らび1,写 真原版を束,1徽 ・q獺111小 宮村谷間家

倉庫1こ疎15日した、、

同20年5刀28(1!z術 研兜所の図轡・賭資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎閉 した。

同年7刀 ～8刀 酒田市本間倉庫に疎朋した図書資料を爆撃の危険を避けるため,さ

らに酒田市外牧曽根村松沢世喜雄家倉庫.観 音寺村村上家倉庫,大 沢村後藤作之丞

家愈庫にそれぞれ分散疎朋 した。

同21年3刀29口 酒田li∫疎 開中の図書,賭 資料等の東京向け発送を終了した。

1翻綴 藻響鼎 離餐讐叢灘 奪よ糠 論 、
2

●

■

o

1 __一 一 一__ __一 一___一____一 一



■

1沿 革

びに写真原版の引揚げを完了した。

同22年5月3日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定 された。美術研

究所は同館の附属美術研究所 となった。

同24年 本年度から科学研究費により光学的方法による美術品の鑑識に関する研究が

開始された。

同25年8月29日 文化財保護法の制定に伴い,美 術研究所は文化財保護委員会の附属

機関となった。

同26年1/J310美 術研究所組織娩程(昭 和26年 文化財保護委員会規則第5号)が 定

められ第一研究部,第 二研究部,資 料部,庶 務室が置かれた。(昭 和25年8月29日

か ら適用)

同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年 文化財保護委 員会 規則第4

号)が 定め られ,美 術部,芸 能部,保 存科学部,庶 務室の3部1室 が置かれ,美 術

研究所組織規程が廃止された。

同年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学か

ら借用 し,研 究を開始 した。

同28年4月26日 保存科学部研究室は,国 立博物館保存修理課保存技術研究室として

昭和22年 発足以来,東 京国立博物館地階の1室 に置かれていたが,同 館構内の倉庫

132m2を 改造のうえ移転 した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和29年 文化財保護

委員会規則第1号),東 京国立文化財研究所となった。

同32年3月28日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8ma

の保存科学部の薬品庫が竣功 した。

同年11月30日 従来の2階 建書庫のうえに更に1階 を増築3階 建 とし,増 築分延面積

71m2が 竣功した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規程(文 化財保護委員会告示第14号)が

定められ,こ の年度から受託研究が開始された。

同36年9月16日 東 京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和36年 文化財

保護委員会規則第1号),従 来 の庶務室は庶務課となった。

同37年3月31日 東 京国立博物館構内に保存科学部庁舎として,鉄 筋 コンクリー ト造
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2階 建 延面積662m2の 建物1棟 が竣功 した。

同年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和37年 文化財保

護委員会規則第1号),新 たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた。

なお,昭 和5年 創設当初は所長は置かれず,前 記のとおり東京美術学校長正木直彦

が黄術研究所主箏となり,次 いで同6年11月25日 同校教授矢代幸雄が主事となった。

こえて同10年6月1口 美術研究所の官制が公布せられて同口東京美術学校長和田英作

が所1胡 嚇 取扱となり,同11年6月22日 初めて矢代幸雄が"∫任所長となった。以後同

17年6刀29日 田中豊蔵(所 長事務取扱から同22年8刀16旧 所長に),同23年5月11日

福 山敏男(所 長代理),同24年8刀31日 松木栄一,同27年4刀1日 矢代幸雄(所 長事

務代理),同28年11月1日 田中一松らが所長となり,昭 和40年4刀1口 からは関野克

.がそのあとをついで,今 口にいたっている。
の
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皿 機 構 と 規 模

1機 構

束京国立文化財研究所は,葺 果と3部 より成り,庶 務課は,庶 務 ・会計の2係 に分

かれ,部 は研究の便宜上,こ れを美術 ・芸能 ・保存科学の3部 に分け,各 部には室が

置かれている。

「 庶 務 係一庶 務 課一
1一会 計 係

一第 一 研 究 室

_美 術 部_L第 二 研 究 室

L資 料 室

所 長一
1一演 劇 研 究 室

一芸 能 部一「音楽舞踊研究室

一郷土芸能研究室

一化 学 研 究 室

1一物 理 研 究 室
一保存科学部一

E脇蹴
関 係 法 規

文化財保護法(昭 和25年5月30日 法律第214号)抜 すい

(附属機関)

第20条 委員会の附属機関として,文 化財専門審議会,国 立博物館及び国立文化財

研究所を置 く。

(国立文化財研究所)

第23条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表
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,

を行 う。

2国 立文化財研究所の名称及び位置は,左 の通 りとする。

名 称 位 置

東京国立文化財研究所 東 京 都

奈良国立文化財研究所 奈 良 市

3国 立文化財研究所には,支 所を置 くことができる。

4国 立文化財研究所及びその支所の内部組繊は,委 員会規則で定める。

(従前の国立博物館)

圖ナ貝IJ第124条 略

2こ の法律に1.kく東京国立文化財研究所は,従 前の国立博物鯨附置の美術研究所

の所掌 した調査研究と同一の ものについては,「 災術研究所」の名称を用いるこ

とができる。

東京国立文化財研究所組職規穆(昭 和27年3月2511文 化財保護委員会規則第4号)

(沿革)昭 和29年6月2911文 化財保護婆員会娩則第1号 改11:

昭和36年9月15日 文化財保護委員会規則第1号 改jE

昭和37年6月2211文 化財保護委員会規瑚第1号 改」1:

昭和38x1=41110f1文化財保護委員会規則第3号 改il:

(來京国立文化財研究所の組織)

第1条 東京国立文化財研究所の所掌事務を分掌させるため,庶 務課及び次の三部

LLく 。

美術部

芸能部

保存科学部

(庶務傑の所掌塵務)

第2条 庶務、阻においては,次 の'1嚇 をつかさどる。

一 別に文化財保護委員会から委任を受けた範囲における職員の人事に 関 す る こ

と。

二 公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

6
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皿 機 構 と 規 模

三 経費及び収入の予算,決 算その他会計に関すること。

四 行政財産及び物品の管理に関すること。

五 職員の福利厚生に関すること。

六 前各号に掲げるもののほか,他 の所掌に属 しない事務を処理すること。

(美術部の三室及び所掌班務)

第3条 美術部に,美 術部の所掌事務を分掌させるため,第 一研究室,第 二研究室

及び資料室の三室を置く。

2第 一研究室においては,わ が国の上代,中lli・及び近世の美術並びに東洋美術の

調査研究並びにその結果の公表に関する事務をつかさどる。

3第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術の調査研

究並びにその結果の公表に関する事務のほか,黒 田記念室に関する事務をつかさ

どる。

4資 料室においては,美 術研究資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表及び閲覧並

びに美術研究資料に関する写真の作成及びその原板の保管並びにエックス線写真,

赤外線写真,紫 外線写真その他の特殊写真による美術の研究に関する事務をつか

さどる。

(芸能部の三室及び所掌事務)

第4条 芸能部に,芸 能部の所掌事務を分掌 させるため,演 劇研究室,音 楽舞踊研

究室及び郷土芸能研究室の三室を置 く。

2演 劇研究室たおいては,演 劇及びその保存に関する調査研究並びにその結果の

公表に関する事務をつかさどる。

3音 楽舞踊研究室においては,音 楽及び舞踊並びにその保存に関する調査研究並

びにその結果の公表に関する事務をつかさどる。

4郷 土芸能研究室においては,郷 土芸能及びその保存に関する調査研究並びにそ

の結果の公表に関する事務をつかさどる。

(保存科学部の四室及び所掌事務)

第5条 保存科学部に,保 存科学部の所掌事務を分掌させ るため,化 学研究室,物

理研究室,生 物研究室及び修理技術研究室の四室を置 く。

2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的及び分折的調査研

7



究並びにその結果の公表に関する事務をつかさどる。

3物 理研究室においては,文 化財及びその保存に関する物理学的調査研究並びに

その結果の公表に関する事務をつかさどる。

4生 物研究室においては,文 化財及びその保存に関する生物学的調査研究並びに

その結果の公表に関する事務をつかさどる。

5修 理技術研究室においては,文 化財の修理に関する科学的,技 術的調査研究及

びその結果の公表に関する'1`務をつかさどる。

(所 長)

第6条 束京囚立文化財研究所に所長を置 くf,

2所 長 は,所 務を総理する。

附 則

1こ の規則は,昭 和27年4月1日 から施,・iJ'する。

2美 究研究所組織焼程(昭 和26年 文化財保護委員会規則節5号)は,廃 止する。

附 則(昭 和29年6刀29rl文 化財保護委員会規則卵1号)

この規則は,昭 和29年7刀1fJか ら施i1'する。

附 則(昭 和36年9刀15日 文 化財保護委員会脱則第1号)

この規則は,昭 和36年9刀16「!か ら施行する。

附 則(昭 和37年6刀22日 文 化財保穫蚕員会規則第1}ナ)

この規則は,昭 和37年7月1日 から施行する。

附 則(昭 和38年4刀10日 文 化財保護委員会規則第3号)

この規則は,公 布のflか ら施行し,昭 和38年4月1日 から適用する。

6
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2土 地 ・建 物

●

東京都台東区上野公園12番53号 の建物を木館とし,同13番9号 の廼物2棟 をそれぞ

れ保存科学部庁舎 ・芸能部庁舎として使用 している。

本館は,昭 和3年9月 に竣工 した旧美術研究所の建物で,所 長室,庶 務課の事務室,

美術部の各研究室及び黒田記念室等となっている。なお,木 館敷地内には書庫,写 真

室及び車庫の3棟 が附設されている。

8



●

9

∬ 機 構 と 規 模

保存科学部庁舎は,昭 和37年3刀 に建てられ,す べて同部の各研究室,実 験室及び

ア トリエとなっている。

芸能部庁舎は,東 京国立博物館の建物を一時借用 しているものである。

本館,保 存科学部庁舎及び芸能部庁舎の敷地および建物の面積は,次 のとおりであ

る。

建物の名称 脚 延副 構

木 館 庁 舎1

本 館1

書 庫

写 真 室

車 庫

保存科学部庁舎

芸 能 部 庁 舎

計

m`

「

468

68

118

27

347

132

1,160

造

1.

り
臼

3

mz

r,19z

2Q5

118

27

672

132

2,396

{
鉄筋 コンク リー ト造
地下1階,地 上2階
鉄筋 コン クリー ト造
{地上3階
木造,平 家建

{
木造 モル タル塗,平
家建
鉄筋 コンク リー ト造
{地上2階
木造,平 家建

備 考

渡廊下を含む

渡廊下を合む

薬品庫を含む

東京国立博物
{館から借用

敷 地

m'

1,547

東京国立博物

}館か ら借用
1,547

3予 算

歳出予算額

●

年 度

費 目

昭 和33年 度

昭 和34年 度

昭 和35年 度

昭 和36年 度

liで{不037左 蒋 度

昭 和38年 度

昭 和39年 度

H召X1140年 度

人 件 費

千 円
16,583

18,063

21,814

26,536

30,407

34,474

39,904

44,515

事 業 費

千 円
6,029

6,767

7,911

10,730

12,437

12,954

14,920

17,786

合 計

千 円

22,612

24,830

29,725

37,266

42,844

47,428

54,824

62,301

9



本 館

(地 階)

●

、ゴ]

1¥¥ ＼

井

庫

→冊蹴

研

究

冗{

倉

曜
闇 一

研

究

一一

研

究

」く⊥ 犠⊥ 判

二

1

事
',

脩 竪

裏

d讐
梅

n層

研

究

'tii
.

ト 、,

1:
'{{

一

冒
.樽 駈一象

]``・

㌧冒

噂

　1く

ΩP灘P叡3階

`よ2階1'―IJI二

o

o

(2階)

10
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皿 機 構 と規 模

芸 能 部 庁 舎

保存科学部庁舎
●

●

旨

(1 階)

o

ら

。1比コ

化r一研究室

算貰

暗嵐

前室

j:Ff

u=

培養杢

無 團蜜

学

室.験

化

実

.

出物研究寅

冊.HD

物理暗童

一
冒

ア1・ リエ

物理研究寛

(2 階)

注 各庁舎の縮尺不同

11



科学研究費補助金交付決定額

・ 種別 機関研究 各個研剰 船 研究

年度 ・ 件数i金 額 件数1金 額1件数 金 額

1昭 和33年 度

　

昭 和34年 度i

昭 和35年 度

昭 和36年 度1

昭 和37年 度I

n'{和38年度

1`で{和i39イ言こ度

H召不tl40{ド度

-
▲

2

1

千

r
,

千噛

2
i

1,5503

2,88011

1,6003

2

4

1,5004

舌劉 釦
2101

i

3201

ioo11

300111

2001

3901

3691

考島1件

75。1

?001

75011

1,000

1,100

1
1,200

1
1,080

」 一

試験研究

蔽
千円

機 関 研 究

浄瑠璃の音楽的理法0)研 究(35)

―司(36)

基礎資料の蒐集整理にノ1蔓く占文化財の実1;lll白研究(36)

同(37)

明治以降ll木 束洋聯ll史 学の允達に関する研究(40)

各 個 研 究

中インド仏跡の実地踏査に.kる 仏教文化史的研究(33)

未課 刻歌舞伎脚本の研究(33)

同(34)

歌Yn伎 舞踊古曲の復元に関する研究(34)

明治以降官設展覧会の研究(35)

考 古学的遺品の保存に関する研究(35)

近畿地方に残存する風流踊とその歌誌の研究(35)

同(36)

両界曼茶羅図の研究(37)

大谷探検隊収集の西域美術品の凋査研究(37)

歌舞伎画証資料の研究(37)

12

?00

900

研究成果 合
刊 行 費

件数 金 額 件数 金
卜

¶1

存

1

千 円
360

400

俺!・澱

3196

　

3,z7a

4,630'
i

52,90Q,ll
1,70a4

51,59°'

6
12,949

千 円浦

【1」政 雄1,550

同900

田 中 一 松1,980

―司1,600

"竃 「111≡1,500

修

雄

作

郎

吉

雄

修

夫

雄

次

政

銀

謙

友

治

宣

政

Ⅲ

山

部

元

崎

隅

田

谷

山

高

浦

同

戸

限

岩

三

同

高

熊

浦

100

84

110

100

120

110

90

100

80

110

110

・

6



・

1
診

■

日本古典芸能の単元構成の研究(38)

慶長以前の鋳物師の研究(38)

¥/安初期彫刻の研究(39)

古筆手鑑の研究(39)

狩 野元信の研究(39)

小 町踊 りとその歌謡の研究(39)

官設展覧会の編年史的研究(40)

神将形1`x_1:として二天彫像について一尊像別分類に

ょ_,.,1、彫亥ljo)τりfグ己(40)

上杉神社蔵服飾類の調査研究(40)

平安時代漆芸技法の研究(40)

総 合 研 究

日本美術における宋元明の影響(33)

同(34)

12世 紀 を中心とする日本美術の諸相の検討一日本美

術史における転換期の研究(35)

同(36)

藤原 時代に於ける古典様式成立の研究(37)

同(38)

東洋美術における仏教説話の表現形式に関する総合

的研究(39)

同(40)

試 験 研 究

文化財建造物の精密修理に伴う科学的処置(35)

同(36)

研究成果刊行費

醍醐寺五重塔の壁画(33)

平 安時代世俗画の研究(38)

II機 構 と 規 模

雄

朗

健

子

雄

雄

郎

型

三

萬

三

悦

惟

治

畏

道

田

野

村

隅

横

立

久

田

辻

三

岡

子

子

克

和

栄

寿

川

実

里

猪

田

中

中田

同

松

治

松

卓

一

東

中

同

同

伊

田

田高

同

関 野

同

修

克

高 田 修

秋 山 光 和

100

100

110

100

60

120

99

99

99

72

750

750

700

750

1,000

1,100

1,200

1,080

?00

900

⑤ひ

oo

O
O

4

13
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L

皿 職 員

1定 員

文部省定員規則(昭 和36年6月6日 文部省令第14号)抜 すい

(沿革)昭 和40年3月31H文 部省全第16号 〔第5次 改正〕

国家行政組織法(昭 和23年 法 律第120号)第22条 の2の 規定に甚づ き,文 部省定員

規則を次のように定める。

文部省定員規則

文部省の各内部部局,客 所轄機関(文 部省設置法(昭 和24年 法律第146号)第14条

ac掲 げ る国立学校以外の各機関をいう。)及 び各附属機関の定員は,次 のとおりとす

る。

外 局

_区 一一 一_J}L星 一剰 備 考

文化財畷 舩 附属機関 「 鰍 文で蹴 所49人

附 則 略

昭和335=度 以降の職種別予算定員は次のとおりである。

年 度

区 分

一 般 職

γ`吏

事 務 官

技 腐

雇 員

事 務 雇 員

妓 術 雇 員

傭 人

自動車運転手

守 衛

33年 度

人

36

26

3

23

9

1

8

1

1

34年 度

人

36

26

3

23

9

1

8

1

1

35年 度

人
7

4
耶

4

0

ウ
■

M

M

M

の乙

-
凸

-
凸

36年 度

人
43

38

8

30

3

つ
》

2

1

1
凸

備 考

1,昭 和35年 度保存科学

部1名 増

2.昭 和36年 度定員6名

増は守衛1名,常 勤職

員か らの定員振替1名

及び臨時筆生か らの定

員振替4名 で ある。

14
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皿 職 員

・

レ

言 分 錠 馴37年 劇38年 度1 備 考

職

e

官

官

民

員

⇔

衛

手

職

官

員

転

職

務

務

術

職

輔

究

術

般

政

政

動

卵

技

肇

技

守

自

技

技

行

行

研

49

15

8

2

1

4

2

1

1

32

31

1

49

is

8

2

1

4

2

1

1

32

31

1

昭和37年度定員6名 増は臨時筆生からの定

員振替3名 及び保存科学部修理技術研究室の

増設に伴なう研究職3名 の増である。

■

琶誇一事墜.39鞭 「隷14・ 年劇 備 考

一 般 職

行 政 職H

事 務 職 員

技 術 職 員

行 政 職(⇒

守 衛

自動車運転手

研 究 職

所 長

部長等研究員

室長等研究員

研 究 員

研究補助員

49

15

9

6

2

1

1

32

i

4

7

19

1

　
　
の

　

　

　

　
　
　

の

　

　　

　

　

　

　

　

ぬ

∵

鵡

究
難
究
鰍

課

課

係

専

一

技

所

部

室

研

研

行

行

研

一 49

15

1

1

2

2

9

2

2

32

1

4

7

19

1

昭和39年 度か ら研究

職の職名が具体的Y'変

更 され,更 に昭和40年

度か ら全面的に職名が

統一 された。

15



r

●

●

　令
日

1

1

1

16

16

1

1

17

16

1

16

1

28

30

16

27

1

1

1

15

1

15

1

1

18

萄

月

4

4

ε

a

a

a

4

乳

L

4

乳

n

a

軌

ε

tC

C
i

c0

N

翫

C

N

O

eN

eN

明

発
年

姐

軋

軋

箆

鎗

軋

餓

%

鉱

鈍

鍬

飢

肌

肌

訟

鉱

⑳

舘

姐

⑳

蹴

凪

訟

軋

9

　

く

朗年

克

郎

郎

一

子

薫

ま

治

也

一

子

修

湿

孝

子

子

男

佑

和

郎

郎

代

満

郎

咲

職

幻

振

・娠

た

空

傳

友

悦

和

次

禎

光

罷

千

鉄

千

v

野

島

川

田

木

田

谷

江

釜

村

田

田

上

沢

村

川

田

山

村

本

里

川

氏v

関

野

膏

羽

松

友

高

藤

大

木

角

高

川

柳

Ⅲ

猪

宮

戸

秋

岡

中

関

坂

陰

中

員

(職 名)

所 長

謙 長

課 長 補 佐

係 長

(官 名)

文 部技 官

文部事務官

〃

_
　

.-
y

..y

l

r

～

務

務

警

用

係

〃

〃

〃

職

分)

課

係

2現

務

〃

〃

務

収

庶

庶

文部下1∫務官

〃

 

係

〃

計

〃

会

〃〃

事

部

室

務 員

長

長

文 部技 官

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

美;rl宮{二

第 一 研 究 室

N

〃

〃

〃

〃

非常勤研究員

室 長文 部技 官

〃

第 二 研 究 室

〃

長室

〃

〃

〃

〃室

〃

〃

〃

料資

蛉



・

し

○

区く

資

美

芸

料

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

4
f
　
甲

ヒ
ヒ
ム月

分)

7
、
・4

部

部

演 劇 研 究 室

〃

〃

音楽舞踊研究室

〃

〃

郷土芸能研究室

//

〃

保 存 科 学 部

化 学 研 究 室

〃

〃

〃

物}研 究 室

〃

〃

(官 名)

文 部 技官

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

文 部技 官

文 部技 官

〃

文 部 技官

〃

(職 名)

(写 真)

〃

〃

主任研究官

部長事務取扱

室 長

事 務 員

非常勤研究員

室 長

非常勤研究員

文 部 技官 室 長(兼)

〃

文部 技 官

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

非常勤研究員

部長事務取扱

室 長

室
.
く⊥

皿 職 員

キ

子

エ

雄

緩

之

次

正

良

健

克

雄

子

夫

雄

子

雄

雄

雄

郎

克

吉

理

治

夫

三

子

郎

㊧

ア

栄

ミ

惟

正

弘

和

昌

政

茂

瑞

鯉

道

成

政

治

奪

友

義

清

武

健

敏

陸

低

野

実

雄

上

口

木

川

蛛

野

野

山

嶋

本

道

藤

辺

山

隅

井

野

崎

木

口

介

石

城

川

上

田

永

辻

江

関

橋

市

野

久

関

浦

前

宮

横

佐

岸

浦

三

仲

関

岩

江

樋

門

登

見

石

(発 令年 月 日)

17.11.3

23.3.31

23.9.3

37.6.1

38.5.1

42.2.1

21.6.15

30.7.1

36.10.1

20.5.31

40.4.1

27.10.1

39.7.1

41.5.1

28.3.16

30.5.16

27.10.1

32.7.16

27.10.1

41.5.1

32.4.1

27.10.1

27.4.1

37.11.1

32.5.1

27.10.1

29.9.1

32.4.15

17



(区 分)(官

生 物 研 究 室

〃

修理技術研究室

〃

〃

3旧 職 口

(退職,転 任時の官職)

美 術 部 長

美術部第二研究室文部技官

美術部第一研究室披剤こ∫員

所 艮 事務 代P1!

美 術部資料室文部技官

庶 務 室 雑 仕

〃

美術部資料室伎術員

美術部第一研究室文部技官

:芸能部艮(併 任)

美術部第二研究室技術員

萸術部文部技官(併 任)

芙 術 部 長

庶窃室庶務係長

美術部資料室文部技官

庶務課庶務係長

庶務1深文部事務官

18

齢 磁6繍1獅 勅 官

名)(職 名)(氏 名)

文部 技官 室長事務取扱 関 野 克

非常動研究員 江 本 義 数

文部 技官 室 長 立 田 三 朗

〃 巾 巫 寿 克

〃 茂 木 曙

本 閉ふ 次

貝(昭 和25年8刀 ～昭 肩142年2月)

松

河

鈴

矢

持

古

賭

山

大

加

池
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Ⅳ 調 査 研 究

ユ 美 術 部

,A研 究 題 目

・

題14のつぎの揺弧内の敦字は年度を,共 は装岡研究■口Q示 す。

高 田 修(焚 術部長)

〔1〕 インド・東南アジア焚術史の研究

(11イ ン ド古代・中世焚術の調査研兜(共)

a)仏 教 及び ヒンドゥー教遺跡の実地調査(33)

b)イ ン ド石窟寺院の調査研究

(2)仏 像起源に関する研究(35～40)

(3)イ ン ド古代仏教美術の研究

a)ガ ングーラ美術の研究(35～39)

b)マ トゥラー仏の様式的編年に関する研究(38～40)

14)ヒ ン ドゥー教美術の研究(37～38)

(5}來 南アジア焚術の調査研究

a)タ イ ・カンボジャ遺跡の;凋査(33)

b)タ イ仏教美術の研究(36～37)

c)ア ン コールの建築及び彫刻に関する研究(訓 ～40)

(11〕 仏教図像学の研究

{1}両 界曼茶羅図の図像学的研究

a)醍 醐寺五重塔壁画両界図の調査研究(33～34,共)

b)法 界寺阿弥陀堂柱絵の調査研究(33～34,共)

¶
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c)東 寺の両界図に関する研究(33～36,共)

d)台 密 の両界図に関する研究(37～38)

e)高 雄曼茶羅の調査研究(39～40,共)

(2)密 教 図像に関する基礎的研究

〔皿〕 仏教説話図の表現形式に関する研究

(1)イ ン ド古代における仏教説話図の研究(38^-40)

(2)日 木 の大乗関係脱話図に関する研究(38～40)

IV調 査 研 究

9

φ

田 沢 坦(前 美術部長,昭 和37年4月15日 退職)

〔1〕 日本彫刻史並びに工芸史の研究

第 一 研 究 室

秋 山 光 和(第 一研究室長)

〔1〕 日本古代 ・中世絵画史の研究

(1}世 俗画に関する研究

a)奈 良時代の絵画遺品,特 に正倉院絵画における山水 ・人物表現の研究

b)平 安時代初期(.9世 紀～10世紀前半)に おける日本的世俗画の形成に関す

る文献的研究

c)当 麻曼奈羅厨子柱絵 ・柱根巻金具浮彫の山水表現の調査と研究

d)古 代 ・中阯の落書にあらわれた人物表現の調査と研究

e)平 等院鳳鳳堂扉絵中の山水 ・人物表現の研究

f)旧 法隆寺絵殿聖徳太子絵伝の調査研究

g)旧 東寺山水屏風の調査研究

h)桂 万葉 ・三十六人集等平安時代書蹟の下絵に関する調査と研究

i)源 氏物語絵巻に関する調査と研究

j)信 貴山縁起絵巻に関する調査と研究

k)病 草紙に関する調査と研究

1)神 謹寺山水屏風の調査研究
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i

m)白 描源氏物語絵の調査研究

n)隆 房卿艶詞絵の調査研究

o)春 日権現験記絵巻の調査研究

p)光 忍上人絵伝の調査研究

q)日 本における絵解きの伝存形態に関する調査と研究

r)古 代における作画機構と画師に関する文献的研究

② 仏教絵画に関する研究

a)神 護寺両界曼茶羅の燗査と研究

b)金 剛峯寺蔵釈迦浬薬図の調査研究

C)東 寺十二天,五 大尊絵像の調査研究

d)高 野山阿弥陀聖衆来迎図の調査研究

e)法 革経見返絵および法華経変相の調査研究

(3)壁 画 と延築装飾画の調査研究

a)当 麻曼茶羅厨子柱絵,板 絵の細査研究

b)岡 寺如意輪観音光背絵の隅査研究

c)室 生寺金室壁画,板 光背絵の;凋査研究

d)平 等院鳳風常堕扉醐の測査研究

e)浄 瑠璃与三煎塔壁画 ・扉絵,延 築装飾画の調査研究

f)法 界 与阿弥陀堂壁1山i,柱絵の澗査研究

9)石 山 与多霊塔柱絵の調査研究

〔皿〕 中央アジア ・敦楚議絵画の研究

(1)敦 煽絵醐の綱年と様式技法に関する研究

a)石 窟壁Illliの編年的研究

b)ペ リオ,ス タイン将来の敦熾絵画遺品の調査と研究

c)敦 塩資料による唐代変文と絵解きに関する爽証的研兜(特 に牢度叉闘聖変

の問題を中心に)

② 中央アジア絵画に関する研究

a)ミ ーラン第3,第5古 趾堕画の研究

b)コ ータン地方出土絵画遺品の系統と年代に関する研究
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IV調 査 研 究

c)ク チヤ地方出土絵画遺品に関する研究

〔皿〕 美術品の光学的鑑識法 と美術史学への応用に関する研究

(i)日 本絵画における顔料の種類と性質,そ の年代的変化に関する研究

伊 東 卓 治(前 第一一研究室長,昭 和38年3月31日 退職)

〔1〕 和漢轡道史の研究

(1}日 木書道史の研究

a)平 安 ・鎌倉 ・室町 ・江戸書道史

b)料 紙(唐 紙と色紙)の 調査

c)仮 名文字の成立について

d)初 期仮名書道の成立について

② 中国書道史の研究

a)宋 元的書道の日本書道に及ぽせる影響について

熊 谷 宣 夫(元 第一研究室長,昭 和37年3月31日 退職)

〔工〕 東洋美術史の研究

(1)西 域美術史研究

a)大 谷探検隊収集の西域美術品の調査研究

b)西 域美術品の様式史研究

② 朝鮮美術史研究

〔皿〕 日本美術史の研究

(1}室 町時代の絵画

川 上 漣

〔1〕 中国絵画史の研究

(1)宋 元明清画家の作品および伝紀資料の蒐集整理(共)

(2}上 野有竹斎 コレクション中国画の郡査研究(39～40,共)

③ 中国画論の史的研究
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久 野 健

(工〕 日本古代中世彫刻史の研究

(1)平 安彫刻史の研究

a)延 暦,弘 仁彫刻の成立に関する研究

b)平 安時代在銘像の調査(36～3g)

c)神 像 の起源に関する研究(36～40)

② 地方彫刻の研究

a)C1木 彫刻における地域性と時代性(37^-38)

b)中 尊寺を中心とする來北彫刻史の研究(35～37)

c)立 木仏の調査研究(35～36)

d)関 東彫刻史の研究(33～39)

③ 中 世彫刻史の研究

a)運 慶様式の成立1ζ関する研究(37～40)

b)大 仏師.:円 の研究(39-・40)

〔皿〕 光学的方法による古彫刻の研究

(1}古 代金銅像の鋳造法に関する研究

a)飛 鳥,白 鳳 天平彫刻の内ll構 造と技法の研究

b)古 代金銅像の鑑3哉に関する研究

柳 沢 孝

〔1〕 口本古代中1縣会両史の研究

(1)仏 教絵画に関する研究

a)奈 良時代の遺品,特 に正倉院収蔵の仏教絵両に関する研究

b)密 教絵画の図像学的並びに様式技法に関する実証的研究

c)仏 教説話図の胴査研究

d)白 描図像の編年的研究

(2)壁 画,板 絵,建 築装飾に関する研究

9

●

田 村 悦 子
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〔1〕 日本書道史の研究

(1)平 安末鎌倉初における書道変遷の研究

a)西 行(円 位)の 筆蹟の研究(33～36)

b)藤 原俊成の箪蹟の研究(33～39)

c)俊 成ra千 載和歌集日野切の蒐集調査(37～40)

一藤原俊成筆蹟研究の一端として一

(2)古 筆丁鑑に関す る調査研究(39～)

a)古 筆 丁鑑所収古筆切,絵 巻詞遡断簡の調査推Hll

③ 絵巻物断簡の調査整理(37～)

Ⅳ 調 査 研 究

-
ρ

-

猪 川 和 子

〔1〕 日本彫刻史の研究

(1)藤 原時代彫刻の調査研究

a)10世 紀を中心とする仏像彫刻の研究

b)藤 原時代在銘彫刻の研究

② 地方彫刻の調査研究

a)関 東地方彫刻の調査研究

b)東 北 ・中部地方彫刻の調査研究

③ 尊像別による日本彫刻の研究

,

●

L

宮 次 男

〔1〕 日本古代 ・中世絵画史の研究

(1　 絵巻物の研究

a)社 寺縁起 ・高僧伝絵の製作事情に関する研究(39～)

b)室 町時代絵巻の編年的研究(40～)

c)現 存遺品の基礎的調査研究

d)絵 巻画中の障屏画の研究(40～)

② 経意絵の調査研究

a)法 華経絵の調査研究(36～)

循



b)往 生 要集絵の調査研究(38～)

③ 中世絵画における宋元画の影響についての研究

戸 田 績 佑(昭 和37年6月1日 就職)

(工〕 中国画,水 墨画の研究

(1)南 北朝を中心 とす る中世墨画の研究

a)白 描禅刀様羅漢の口本に於ける系言普について

b)南 北朝に於ける禅僧の墨戯と中国の墨戯の関係

② 五代 ・北宋絵(11.11史の研究

a)北 宋初期の花鳥画二大様式対立の意味(そ の政治的背景)

b)北 宋末期の偲竹流行(湖 州竹派の成立)の 意味(そ の政治的背景)

c)北 宋末上大夫画界に於ける李公麟と米荊の位置

d)思 竹の流行より墨花の盛行に向う推移について

(3)中 国南宗画と1!木 近IL文 人画の関係

a)明 末絵画の技巧 ・材質爪視の新傾向について

b)清 朝絵画と色彩

c)日 木近匿文人画にみられる中国南宗両のIII摸的作例について

d)i1ノ ドに渡来 した中国両人(江 戸期)の 伝紀奥成

1

→

1

第 二 研 究 室

隈 元 謙次郎(第 二研究窺長)

て1〕n木 近世及び近代絵画の研究

(1)桃 山江戸期,明 治初期洋画家の作ll"、調査研究(33～35)

a)浅 井忠,五 姓田義松,高 柵由一,司 馬江漢等の作品研究

〔2)明 治中期の洋画家の作品調査研究(35^-40)

a)藤 島武二,青 木繁,和 田英作,黒 田清輝,山 本芳翠等の作品研究

く皿〕 近代に於ける美術行政 ・教育尿の調査研究

(it岡 倉天心,フ ェノロサの伝記資料,著 作の蒐集,研 究(37～40)

26
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IV調 査 研 究

② 正木直彦,黒 田清輝(行 政,教 育家として)の 伝記資料,著 作の蒐集,研 究

[

岡 畏三郎(主 任研究官)

〔工〕 明治以降絵画史研究

(1)江 戸 時代以降に於ける風俗画の流派的研究

a)浮 世絵版画とその影響について(33～35)

② 現 代U本 美術における環境の基礎的研究について

(3}19世 紀以降束西美術交流に関する研究

a)日 本洋画に及ぼせる西洋美術の影響(38～39)

(4)明 治末 ・大正初期における新絵画運動について

a)草 土社,日 本美術院,二 科会,そ の他(38～)

⑤ 明治以降版画史研究

(6}浮 世 絵版画と近代絵画との結びつきについて

?

●

中 村 伝三郎

〔1〕 日本近代彫塑史の研究

(1}大 正 ・昭和前期における彫塑界の概況

a)同 期の彫塑団体を主とする動静(33～36)

② 明治 ・大正期における主要彫塑家の調査研究

a)木 彫家の系列一竹内久一,高 村光雲,山 崎朝雲,米 原雲海,等

b)塑 造 家の系列一新海竹太郎,荻 原守衛,高 村光太郎,中 原悌二郎,等

(3)日 本近代彫刻思想の展開(37～)

〔皿〕 現代 日本美術界の調査研究

(1)現 代彫刻を主とする美術界の動向に関する調査研究

〔皿〕 江戸時代以降に於ける絵画の流派的研究

(1}円 山 ・四条派研究(33～35)

関 千 代

〔1〕 近代日本絵画の調査研究
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(1)明 治大正日本画の調査研究

a)近 代風俗画の研究

b)明 治末大正期にかけての日本画の研究

c)京 都画派の研究

② 現代日木美術の調査研究

a)現 代口本画の動向に関する研究

坂 本 満(昭 和33年10刀1日 就 職)

〔1〕 西 洋近1睦美 術 史

(1)16世 紀 マ ニ エ リス ム

a)1}・ ッス,ブ リa一 ゲ ル と ネ ー デ ル ラ ン トの マ ニ エ リス ム(36～37)

b)イ ク リア と フ ラ ンス の マ ニ エ リス ム137～39)

c)マ ニ エ リス ム と11本 初 期洋 風llliiの関 係(35,39～40)

(2)17世 紀 バ ロ ック

a)カ ラヴ フ・ッ ジオ(35～36)

b)ス ペ イ ン絵Illli(グ レコ,ベ ラスケ ス,バ ルデ ス ・レアル)(35,39)

c)ノ 《ロ ッ ク建 築(37～39)

(3〕 フ ラ ン シス コ ・ゴヤ と同 時 代 の画 媒 た ち

a)ゴ ヤ の版 両 と晩 年 の 絵 画(34～38)

b)18世 紀 ス ペ イ ンの 啓 蒙 思 潮(39)

c)ダ ヴ ィ ッ ドと フ ラ ンス新 古 典 主 義(38)

d)ブ レイ クと フzス リ(37^-39)

(4}版 画 史

a)丹 波 コ レク シsン 棚 査(39^・)

〔皿 〕 日本近 代 美術 史

(1)明 治 以 前 の 洋風 画

a)司 馬 江漢 と 田善(40)

② 現 代 美 術(34～)
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資 料 室

中 川 千 咲(資 料室長)

〔1〕 東洋陶磁史の研究

(1}明 初及び江戸初期の陶磁意匠に関する研究

a)古 九谷,古 伊万里の文様研究

b)仁 澗淘の意匠についての研究(35^・37)

c)明 初陶磁の意匠研究(36～38)

② 近代陶芸の研究

a)明 治 ・大正陶芸作家の研究

し皿〕 近世工芸意匠の研究

(1》 桃山 ・江戸初期の漆芸意匠に関する研究

上 野 ア キ

〔1〕 東洋美術史の研究

(1)西 域美術史研究

a)ト ルファン地方出土品の研究

b)大 谷探検隊将来品の研究

② 中国美術史研究

a)敦 煙画研究

b)唐 代美術研究

〔皿〕 文様史の研究

IV調 査 研 究

田 実 栄 子

〔1〕 染織工芸史の研究

(1)近 世初期染織品の研究

a)上 杉神社蔵,伝 上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類の調査研究(35～)

b)上 杉神社所蔵以外近世初期服飾類の調査研究
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c)所 謂名物裂等を中心とする第二次外来染織品についての調査研究

Q2)小 袖の研究

a)小 袖における形態変遷の調査研究

b)小 袖における模様の様式並びに技法・技術の変遷進展に関する調査研究

c)小 袖における地質の調査研究

個 現代における伝統的染織工芸品並びに伝統的染織技法 ・技術の調査研究

て4)上代裂の研究

a)主 として束京国立博物館保管の正倉院裂を研究対象に第一次外来染織品

についての調査研究

辻 惟 雄(昭 和37年6月1日 就職)

1〔1〕 口本絵画史研究

(1)日 木風俗画の研究

a)近 世初期風俗画の研究

b)浮 世絵の研究

C)近 世以前の風俗画研究

ta　 陳屏画の研究

a)桃 山時代陣rr画 の研究

b)近 世以前の陳扉画研究

個 口木画家の研究

a)桃 山 ・江戸時代画塞の研究

b)室 町時代画家の研究

'{4)絵 画史における口中関係の研究

a)江 戸時代文人画における中国絵画の影響

b)桃 山時代絵画における中国絵画の影響

`(5)洋 風 画の研究

a)第1次 洋風画の研究

b)第2次 洋風画の研究

切

●

●

」



●

○

江 上 綴(昭 和38年5月1日 就職)

〔1〕 平安時代料紙装飾の絵画史的研究

(1)経 典類の料紙に施された絵画装飾の研究

② 和歌,漢 詩などの料紙に施された絵画装飾の研究

ご1[〕 日木古代,中 世の庭園の文献を主とした研究

B調 査 研 究 活 動

Ⅳ 調 査 研 究

1;㌔月,場 所,内 容の履〔序に.k'1,kl己 に共!lil調査 昔等を付載。猛弧内の氏 名;よ所外 渚。場

所 の記入の ないのは研究所内で行われた もの。

高 田 修(美 術部長)

33・5京 都 醍 醐 寺 五重塔壁画の調査 ・撮影

33・5奈 良 霊 山 寺 薬師三尊像板光背 ・三重塔壁画の調査

33・8京 都 醍 醐 寺 五重塔壁画の調査

33・8天 理市 永久寺旧蹟及び永久寺関係資料の調査

33.11
^-343蟻 脇 録 ㌶ 仏教美術及びヒンド・嘆 術の謹

34・6奈 良 当 麻 寺 曼奈羅堂厨子柱絵等の調査

34・11滋 賀 石 山 寺 多宝塔柱絵の調査

35・5京 都国立博物館 日本説話画の調査

36・5京 都 教王護国寺 十二天 ・五大尊の調査

36・5京 都 法金剛 院 十一面観音像厨子扉絵の調査

37・3京 都 浄瑠璃 寺 三重塔壁画の調査

38・5京 都 醍 醐 寺 仏画の調査

38・12東 京国立博物館 イン ド古代美術品の調査 ・撮影

39・10京 都国立博物館 神護寺両界曼奈羅の調査 ・撮影

39・10京 都 神 護 寺 神護寺文書の調査

柳沢

久野,柳 沢

上野,柳 沢,宮

柳沢

共 同

秋 山,柳 沢

秋 山,柳 沢

柳沢,宮

秋 山,柳 沢,宮

柳沢

秋 山,上 野,柳 沢

田中,柳 沢

秋 山,柳 沢,宮

柳沢
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第 一 研 究 室

秋 山 光

一33・6鍔 諫 醸 舳

パ リ 国立図書蝕

33・7ロ ン ドン
～8英 国博物鮎

33・1・ ペル7iy-vム 嫡 蝕

ローマ ・ナポ リそ34・1
の他

昌ユーデリー34・3 国立博物飢

34・3ア ジ ャ ン タ ー

34・6奈 良 岡 畜・

34。6奈 良 当 麻 寺

34・11滋 賀 石 山 毎

35・5京 都 国 立 博 物 敏

35・5梱 北

35・5中 国 洛 隅

35・10京 都 大 学

35・10京 都 教工護国 与

35・10京 都 平 等 院

35・10大 阪 朝 日新 聞社

35・10京 都 御 所

36・5京 都 教王護国=r

36・5兵 庫 藪 本 氏

36.1°
Nly高 野 嶋 宝 蝕

36・11和 歌 山 道 成 瀞

3?・3京 都 醐 鞘
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=郭励論説

叫 網灘 鰍 罐 三朧1期 凍の朕 術品
洛陽漢漿壁画,竜 門石窟等の」'd:t'r.・{最影

大阪女子大木源氏物'7i.II{1絵詞の澗査と撮影

食堂千r観 音納入桧扇擾絵の調査 ・1Jf究・撮
影

鳳凧堂扉絵の測査と1最影

上野精一氏蔵法'1、1経冊子の澗査と撮影

御物春口Ali現験記の調査

十二天 ・r.大尊絵像の研究 ・調査 ・撮影

伝法成寺扉絵の調査 ・撮影

聖衆来迎図および浬架図の研究 ・澗査 ・撮影

道成寺縁起絵解きの調査

三重塔壁画 ・扉絵および装飾文様の調査と撮
影

中

中

沢

Ⅲ

旧

初

り
　
沢
雄
柳

一
,
崎
m
山
高
く

沢柳既高

伊 東,田 村

宮

高 田曾柳沢,宮

柳 沢,宮

柳沢

高 田,柳 沢,宮
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3?・3京 細 立 博 物 館

37・3奈 良 蹴 博 物 館

37・4京 都 金 胎 寺

3?・4京 都 海 住 峙

3?・4搬 興 福 寺

37・4大 阪 孝 恩 寺

37・8官 山 本 法 寺

37・8京 都 松 尾 寺

37・8京 都 国 立 博 物 館

37・8京 都 醍 醐 寺

37・8静 嘉 堂

37・10京 都 国 立 博 物 館

37・10京 都 法 界 寺

37・10京 都 御 所

37・10兵 庫 某 氏

37・11京 都 法 界 寺

37・12埼 玉 慈 光 寺

38・2

38・3奈 良

38・3大 阪 細 見 氏

38・7大 和 文 華 館

38・7奈 良 興 福 寺

38・7徳 川 美 術 館

38・7奈 良 法 隆 寺

38・11

39・8京 都 法 界 寺

京都 浄瑠 璃寺

N調 査 研 究

神護寺山水屏風の調査と撮影

清涼院厨子絵の調査と扱影 柳沢

多宝塔内部装飾画の調査と撮影 柳沢(山崎一雄)

五重塔内陣装飾画の調査 柳沢

三重塔内部装飾画の調査 柳沢

板絵の調査と撮影 柳沢

法華経曼茶羅とその絵解きの凋査 ・撮影 柳沢

星曼茶羅(終 南山曼茶緬)箏 の調査と撮影 柳沢(山崎一雄)

旧東寺山水屏風の調査と扱影

山水屏風白描善女竜王図等の調査と撮影 柳沢

法華経変冊子絵の調査と撮影 高田,柳沢,宮

東寺華婁の調査 と撮影 柳沢,宮

阿弥陀堂壁画 ・柱絵の調査と撮影 柳沢

桂万葉集下絵 ・絵師草紙等の調査と撮影 柳沢,宮

真言八祖行状図の調査 柳沢

阿弥陀堂壁画 ・建築装飾の調査と撮影 高田,柳沢

法華一品経(慈 光寺経)の 調査と撮影 柳沢,宮

東京芸大蔵吉祥天厨子絵の調査と撮影

永久寺旧趾の調査 田中,柳沢

光忍上人絵伝等の調査 ・撮影 田中,柳沢

白描絵入源氏物語(浮 舟)の 調査,撮 影

北円堂壁面装飾画の調査 柳沢

白描絵入源氏物語(浮 舟・靖蛉)の 調査 ・撮影

法隆寺東院絵殿の太子絵伝現状の調査 ・撮影

久保氏所蔵絵挫類(伊 勢物屠絵巻 ・十王経等)の
調査 ・研究 ・撮影

阿弥陀堂壁画と延築構造との澗査

三重塔壁画と建築構造との調査

柳沢.宮

柳沢,(伊 藤延

男,太 田博太邸)

柳沢,(伊 藤延
男,福 山敏男)
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38・10京 都 国 立 博 物 館

39・11五 島 美 術 館

40・3パ リ ギメ美 術館

40・3パ リ 国立図書館

40・4東 京 国 立博 物 館

40・5京 都 仁 和 寺

40・5大 阪 藤 田美術fi's

4・・5雑 立蘇 物諸

40・6和 歌山 慈 尊 院

40・6高 野 山 霊 宝 鮎

40・6五 条市 栄 山 寺

40・10大 阪 四 天 王 寺

40・10高 松市 松 平 氏

40・10香 川 道 隆 瀞

40・12五 条市 栄 山 寺

雌神護寺蔵両界曼茶羅
(高尾曼茶羅)の調査・撮影

源氏物語絵巻関係資料の調査

ペリオ蒐集敦煙画の調査 ・撮影

敦煙変文関係史料および敦煙画の調査研究

玄弊三蔵行脚図(東 京国立博物館 ・山本連郎氏
蔵本)の細査

宝相華蒔絵宝珠箱附属彩絵四天王像調査 ・撮
影

額装本華厳五十五箇所絵・浄土五祖絵伝 ・阿字菱
の調査・撮影

束大瀞蔵額装木華厳五十五箇所絵の調査・撮
影
弥勒仏および台座蓮弁彩色並びに落轡の調査
・撮影

金剛峯寺蔵紺紙金宇法華一品経見返絵の調査
・撮影

八角堂装飾画の闘査・撮影

扇而法"1貿経の調査・撮影

紫紙彩絵法㌍経見返絵の鯛査・撮影

昆曼斜磁図の調査・撮影

八角堂装飾画の」゚'d・撮影

高 田,柳 沢,宮

柳沢

田中,柳 沢,宮

柳沢,(西 川新
次)

柳沢

柳沢

柳沢,宮

柳沢

柳沢

柳沢,(山 崎一・
雄)

a

,凶
「

伊 東 卓 治(前 第 ・研究電」もill仰38年3刀31i腿 職)

御物古筆切 ・消息類の凋査(御 物和漢朗隊集,

33・1・京 都 御 所 鍛 騨 駄 鋳轟窃灘 醗麟 灘 田村
び)消息)

33・10京 都 高 山 寺 同専蔵聖教冊子唐紙資*こ}の調査 田村

33・10京 都 光 悦 寺 同寺蔵本阿弥光悦書状調査及び写真撮影

33・1・京都里見忠三郎氏 聡 蔵辮 嘘需 融 及び写顛 影(書状・ ・村

同館祓光悦及び関係資料調査ならびに写真撮33・10熱海 美 術 館 田村
影

34・10京 都 高 山 寺 同寺蔵聖教冊子唐紙資料の調査及び写真撮影 田村

34・1・東大寺図舳 講 灘 瀞 謡 孟溜欝 影㈱ 脚 蝋 田村

34・1・正 倉 院 鑑 文宇資欄 査及び写真撮影(正餓 輔 院 ・村

34… 京大 図 舗 雛 野 資料緬 及び写顛 影備 地糖 田村

35・10京 大 図 書 館 京都大学蔵兵範記調査及び写真撮影 田村

34
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35・10京 都 教王護国寺

35・10京 都 高 山 寺

37・4陽 明 文 庫

37・4天 理 図 書 館

37・4京 都 国 立博 物 館

IV調 査 研 究

同寺蔵檜扇調査及び写真撮影 田村

同寺蔵聖教冊子唐紙資料の調査及び写真撮影 囚村

同文庫蔵人車記,和 漢抄,大 手鑑等の調査及 国村
び写真撮影

同館蔵中右記(九条家本)調査

藤田美術館法相宗秘事絵詞調査

●

P

り

川 上

33・10泉 ノく津 市

34・10神 戸 市

34・10倉 敷 市

34・10西 宮 市

35・5 台 湾
^-6

35・11亀 岡 市

35・12高 槻市

36.10

37・10京 都御 所

38・8京 都 市

38・10西 宮 市

38・11大 阪 市

39・3京 都 市

39・7

40・9

脛

京都国立博物館

京都国立博物館

東 福 寺 普門 院
京都国立博物館

正木孝之氏所蔵中国画,室 町時代絵画調査

武藤金太氏所蔵中国画調査

大原総一郎氏所蔵中国画,口 本南画調査

藤井徳義氏所蔵中国画,室 町時代絵画調査

故宮博物院及び台中,台 北両市個人所蔵中国
画調査

深海徽氏所蔵中国画調査

橋本末吉氏所蔵中国画調査

妙智院所蔵策彦周良将来中国書画調査

御物中国画調査

藤井有隣館所蔵中国画調査

雨宮実氏所蔵中国画調査

藪本荘五郎氏所蔵中国画調査

東海庵所蔵中国画調査

有竹斎中国画調査

東福寺,同 寺塔頭所蔵中国画及び室町時代絵
画,京 都国立博物館寄托中国画の調査・撮影

(米沢嘉圃,鈴
木敬)

宮

(米沢嘉圃,鈴
木敬)

田中

戸田,(米 沢嘉
圃,鈴 木敬)

戸田,(鈴 木敬)

(鈴 木敬)

戸田

戸田,(米 沢嘉
圃,鈴 木 敬)

宮,辻,戸 田,(田
中一松,鈴 木敬〉

久 野 健

33・5奈 良 霊 山 寺

33・5籍 香川・鶴

33・9奈 良,京 都

調の仏諸S蔵所寺同めじはを像尊三

高

・
,
査
寺
調
戸
の

井

等

県

陀

島
弥
徳

阿
,寺
像
宝
王
大
明
県

動
媛
不
愛

寺

,

憲

寺

師
影

弘
口

薬
撮

県
大

尊

・

寺
調
麻
を
当
像,背
来
光
如
板
陀
の
弥
等
阿
像
寺
王
成
明
円
動,不
糞如
童
師
神
薬

,

寺
背

川
県
影
明
光

本
査

香
知
撮

南
板
査

高田,福 山,猪
川

猪川,(佐 藤 昭
夫)

35



33・・2藤..術 館他 醐 灘 藩 明王像欄 西の蒐鯨 所蔵の

法華寺十一面観音像,東 大寺地蔵菩薩像等の34・2奈良
調査

阿弥陀三尊像及び不動明王,毘 沙門天像の調34・4神奈川 浄 楽 寺 査
・撮影

34・5神 奈川 満 願 寺 地蔵菩薩像等の調査

34・6神 奈川 来迎寺他 盤 碧專盤 触寺 来塒 浄光嚇 をはじ

34・・千葉r)院 他 轟 麗 撫 劉 寺 石堂寺,正覚院 福

糾・9群 馬 賂 寺他 灘 盤 谷輔 嚇 栄禅寺 光嚇 物

34・・ 三重 朝田寺他 云薇 纒 寺,四天王寺,神齢 慈鵬 等

奈良 ・金剛山寺,曹 凹院,妙 円炉,大 安寺,34・10奈良 金剛山寺他
観心寺の貞観仏の舗査

34・1・茨城 小塒 他 轍 雀盤 石塚薬雌 ・岩徳 楽法寺

3… 鯛 善光庵他 徽 灘 の一i-一一iG観撒 曜 楠 地

細 棘 賄 寺他 翻 塑 魏 式釈迦・百欄 弥如嫌 鶴

3・・3京都 ・u:;継 朧 杢羅 九休阿弥陀及び塔の薬師嫌

35・催 京瓠兵庫籔 騨;δ);舗 鎌 纈 礁

35・4愛 知 高 讃 寺 同寺のナタ彫像の測企

H5・6臨 山形 襯 あ懸 寺,恵 嚇,山 形'胱 寺・熊野

神奈川 ・保福寺,朝 口観膏堂,巾 沼藁師堂の35・7神奈川 保福寺他
調査

35・7千 葉 松 尾 寺他 千葉 。松尾寺,報 恩瀞,東 浪見寺等の調査

氷見市史編集の協力を依頼され1411.iliの千手寺35・8氷見 市 附 近 上
田寺等の湖査

35・8神 奈川桜観音堂他 錫 朧 の桜観静 ・西嚇 善光寺式三融

35・8栃 木 中 禅 寺他 日光中禅寺,大 谷石仏等の調査 ・撮影

35・9茨 域 不 動 院他 茨城 ・不動院,刀 山寺,円 福寺等の仏像凋査

35・10奈 良 法 隆 寺 法隆寺大宝蔵殿,西 円堂の地蔵像rの 鯛査

35・10東 京 塩舟観音堂 同堂の諸像調査

35・11神 奈川 長:谷寺他 神奈川弘明寺,畏 谷寺,宝 生寺等の仏像調査

(松 原 三郎),猪 川

猪川,(水 野敬
三郎)

熊 谷,猪 川

猪川

(佐 藤 昭夫,水
野 敬三郎),猪 川

猪 川,(佐 藤 昭
夫)

猪 川,(佐 藤昭
夫,永 井佃一)

(佐 藤昭夫,水
野敬三郎),猪 川

(佐藤昭夫),猪川

猪川

猪川

猪川

猪川,(佐 藤昭
夫)

猪川.(佐 糠昭
夫)

猪 川,(佐 藤昭
夫)

猪 川.(佐 藤昭
夫)

猪川,(佐 藤昭夫)

猪川,(佐 藤昭
夫)

猪川

■
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G

Ⅳ 調 査

栃木 ・栃窟薬師堂,専 称寺,松 倉山観音堂等35・12栃木 薬 師 堂他
の仏像調査

35・12千 葉 観 音 寺他 千葉 ・観音寺,加 持堂石仏,隆 台寺等の調査

36・2茨 城 薬王院他 馨搬 継 不動,艶 院 栩 員区踪 鱒

36・3栃 木 清 滝 寺他 栃木 ・浩滝寺,佐 貫石仏,医 王寺等の調査

36・4千 葉 荘 厳 寺他 千葉 ・荘厳寺及び常燈寺の仏像J3査

36・4滋 賀 石 山 寺他 滋貿 ・石山寺,保 福寺,渡 岸寺等の仏像調査

北海道 ・天融寺,大 福寺,鰹 光寺等の賭像調36・5北海道 天融Jl}仙
査

36・6神 奈川 東学寺他 誹織 灘 饗 松xX'rf」f松 晦 一郎氏

36・6大 島 薬 師 堂他 東京大島元町薬師堂その他の諸像の調査

36・・岩手 輔 寺他 誉諺:憲慧輔 嶽 馨藩 土沢山撒

36・8東 京 竜 泉 寺他 八王子 ・竜泉寺,興 慶寺の仏像調査

36・8群 馬 妙義神 社 同社の諸像の調査

36・8千 葉 笠 森 寺他 千葉 ・笠森寺の諸像,橘 禅寺の諸像調査

36・9茨 城 西 光 院他 茨城 ・西光院,浄 真寺等の諸像調査

36・9福 島 弘 安 寺他 会津 ・弘安寺,勝 福寺,法 幡寺等の諸像調査

36・9賜 石川 撫 智講 光嚇 石川 豊゚財院等の諸

36・10埼 玉 養 寿 院他 川越市養寿院及びその附近の仏像調査

36・12東 京 豪 徳 寺他 世 田谷区豪徳寺,大 田区安養寺の仏像調査

37・1広 島 不 動 院他 広島 ・不動院 福王寺,西 国寺等の仏像調査

37・・静岡 智瀞 畷 岡 智゚游 願成就院 蓮台講 の仏㈱

37・・京都 鰯 寺他 踏 尋甥 灘 箋阿弥陀,瀕 金゚鵬

37・・ 京都 峯定 軸 灘 峯瀧 大阪'り購 藤井寺の諸仏

37・・ 奈暴川阿弥陀堂他 鶴 払灘 湯川阿弥離 大塒 玉峯寺

37・ ・ 栃木矢板鯖 勤 栃木 ・欠臓7描rl」 満赫 の仏欄 査

37・6福 島 保榊 他 難 虚保騎 禅長糟 善鱒 の繍 査

37・7・ 長野 福 王 寺仙 長野 ・福王寺,真 光寺の賭像調査

研 究

猪 川,(佐 藤昭夫
)

猪 川,(佐 藤昭
夫)

猪 川,(佐 藤昭
夫)

猪川,(佐 藤昭夫)

猪川,(佐 藤昭
夫)

猪川

猪川

猪川

猪 川,(佐 藤昭
夫)

田沢,猪 川

猪川,(永 井信
一)

(佐 藤昭夫),
猪川

(佐 藤昭夫),
猪川

猪川

猪川

猪川,(水 野敬
三郎)

猪川

猪川

秋山,上野,柳沢(浄
瑠璃寺のみ)

猪川

猪川,(水 野敬
三郎)

猪川

猪川
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3?・8

37・8

3?・9

37.10

37.11

37.12

37.12

千葉 清 澄 寺

岩手 毛 越 寺他

新潟 円 福 寺他

京都 成 願 寺他

滋賀 常 善;y:仙

埼玉 如意観音堂

京都 法 界 ・¥他

38・3愛 知 法 住 、1,を仙

38・3静 岡 願 成 就 院

鎚1・4神 奈川 浄 梨 寺

38・4千 葉 永 典 寺

38・4愛 知 長 栄 瀞 他

38・5東 京 大 観 音 常

38・6頑 仏 土J」㌃他

38・7長 野 長 福 、II}仙

38・8岳 取・蝋 鰍

38・10埼 玉 善 寵 寺

38・11鍵 歌山,京 都・奈

39・4京 都1滋 賀

39・71'c野 清 水.'y他

39・11東 京 小 藁 氏

39。11群 馬山王鹿 寺趾 伯

39・12静 岡 西 琳 寺

40・2東 京 堀 口 氏

40・3神 奈川 法 輪 寺

40・3滋 賀 福 好 寺f'!

40・3大 阪 勝 軍 尋

38

同寺の善光寺式釈迦三尊の脇侍像の調査

岩手 ・毛越寺,願 成寺,西 光寺等の諸像調査

新潟 ・円福寺,小 千谷昆沙門堂等の諸像調査

京都 ・成願寺,中 道寺,奈 良 ・秋篠寺の仏像
調査

滋賀 ・常善寺,専 念寺,真 迎寺の諸像調査

同堂の応保銘の如意輪観音像の調査

京都 ・法界寺,成 就院,教 王護国寺の賭像調
査

愛知 ・法住寺,竜 照院,和 歌山 ・大泰寺の賭
像調査

同院潴像のX線 撮影

同寺の不動明王像のX線 撮影

茂原市永興寺の清涼寺式釈迦の澗査

愛知 ・長栄寺,岐 阜 ・新艮谷専,蓮 準峯寺の仏像
調査

同堂の鉄造菩薩像頭部の澗査

三重 ・仏土寺,善 教守の阿弥陀像の調査

長野 ・長福寺,安 楽守,大 法寺,藤 尾観膏党
の仏像細査

鳥取 ・長楽寺,観 音寺,大 目守,兵 庫 ・迷身寺
,高 野lll竜光院踏像調査

同寺の仏像調査

和歌山 ・大寮寺,勝 楽寺,s,;都 ・廿露寺,大
宮神社,奈 良 ・本長谷寺の賭像調査

京都 ・週照寺,滋 賀 ・石,鳴寺,善 明瀞の賭像
澗査

艮野 ・清水寺,埴 科 ・清水寺の躍像調査

同氏所蔵の菩薩半助1像の説査

群掲 ・山王廃寺趾外出土の塑像頭部等の調査

伊豆西琳寺の石造弥勒像の調査

同氏所蔵の善円作地蔵菩薩像の調査

小田原 ・法輪寺薬師三尊像の調査

滋賀 ・長命寺,福 寿寺,浄 厳寺等の仏像調査

同寺の半珈思惟像の調査

猪川

猪川

猪川

(水野敬三郎),
猪川

猪川

(佐藤昭夫,水
野敬三郎),猪川

登石,猪 川

石川,猪 川

猪川

(佐藤昭夫,水
野敬三郎),猪川

(佐藤昭夫),
猪川

(佐藤昭夫,水野敬
三郎)

猪 川,(永 井信
一)

猪 川

(水野敬 三郎,
佐藤 昭夫),猪 川

猪川

猪川,(永 井信
一)

(永 井信 一),猪川

猪川

(水野敬三郎)
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40・6熱 海 美 術 館

40・6和 歌 山 慈 尊 院

40・7新 潟 医 王 寺

40・9神 奈川 松 Ⅲ 氏

40・10東 東 小西人 閑堂

40・10静 岡 摩 阿 邪,、}

40・11徳 島 雲 辺 一浄

41・2神 奈川 岩 井 氏

柳 沢 孝

33・5京 都 醍 醐 寺

33・5奈 良 霊 山 寺

33・8京 都 醍 醐 寺

33・8奈 良 当 麻 寺

33・8天 理 市

33・10京 都 醍 醐 寺

33・11京 都 教王護国寺

33・11京 都 菊 池 氏

33・11京 都 醍 醐 寺

34・1京 都 醍 醐 寺

34・5

34・6奈 良 岡 寺

34・6奈 良 当 麻 寺

34・6天 理 市

34・11滋 賀 石 山 寺

34・11京 都 富 岡 氏

35・1

35・4京 都 海 住 山 寺

IV調

同館所蔵の小金銅仏及び木彫の調査・扱影

同院弥勒仏像の調査・撮影

高田市医王寺如来坐像の謂査

小田原市松田福一郎氏所蔵の仏像調査

同所所蔵の金銅仏及び塘仏の調査

同寺の不動明王像の澗査

同寺の毘沙門天像等の鯛査扱影

横浜市岩井氏所蔵の彫刻調査

五重塔壁画の調査撮影

本尊薬師三尊像板光背並びに三重塔壁画調査

五重塔壁画の調査

板光背関係の調査

永久寺旧蹟並びに永久寺関係資料の調査

五重塔壁画の調査

真言七祖像の調査撮影

白描真言七祖像の調査撮影

五重塔壁画の調査撮影

五重塔壁画の調査撮影

白描両界曼奈羅の調査

如意輪観音像の光背板絵と両部大経感得図の
調査

曼茉羅堂厨子柱絵並びに板光背類の調査

永久寺関係の調査

多宝塔柱絵の調査撮影

為恭筆真言八祖行状図の調査撮影

一字金輪曼蒙羅の調査撮影

五重塔内陣装飾画の調査

査 研 究

猪川,(水 野敬
三郎)

猪川

猪川

(佐 藤昭夫),
猪川

猛川

高 田

高 田,久 野

高 田,上 野,宮
([i崎 一雄)

高 田,上 野,宮
(山 崎一・雄)

高 田

宮

川上,宮

高 田,上 野,宮

高 田

秋 山

高 田,秋 山,
(山 崎一雄)

高田,秋 山

高田,上 野,宮
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1

35・4京 都 知 恩 院 法然上人絵巻の調査撮影

35・5京 都国立博物館 日本説話画の調査

35・8官 山 本 法 寺 法華経曼茶羅図の調査撮影

35・10京 都 御 所 北斗曼茶羅の調査撮影

35・11細 見氏蔵ji't院 旧蔵十二天図調査撮影

36・3奈 良 当 麻 寺 当麻曼砦羅の調査

36・5京 都 教王護国寺 十二天 ・五大尊像の調査撮影

36・5k阪 蔽 本 氏 法成寺扉絵の凋査搬影

36・5京 都 法 金剛 院 厨子那絵の調査扱影

36・7岩 手 中 尊 苛 金色常柱絵並びに宝塔曼撰羅の凋査搬影

36・7山 形 上 杉神 社 紺綾金銀氾両界曼 峯羅図の洲査撮影

繭山氏 ・細見氏所蔵瞥買菩薩像二作品の調査36・9
撮影

36・10高 野 山霊霊 蛇 仏況繋 ・聖衆来迎図の、凋査撮影

36・11大 阪 村 山 氏 仏画の謝査

36・11奈 良 法 陥 専 仏画の澗査

36・11奈 良 東 大,¥四 聖御影のJ.3査

37・3京 都 浄 瑠璃 芋 三重塔壁画,扉 絵並びに装飾文様の凋査撮影

37・3奈 良国立博物館 清凍院1一 絵の闘査

37・5京 都 金 胎 瀞 多宝塔板絵の謝査

37・5京 都 海 住 山 苛 五重塔板絵の調査

37・5奈 良 興 福 炉 三重塔板絵の調査

37・5大 阪 孝 恩 芋 板絵の調査撮影

37・8富 山 本 法 専 法華経曼i'羅 の調査

37・8京 都 松 尾 寺 終南山曼於羅の㎜査撮影

37・8京 都 醍 醐 守 白描図像の調査

37・8静 嘉 堂 法華経変相の調査撮影

37・10京 都 法 界 寺 阿弥陀堂壁画の調査撮影

37・10兵AK某 氏 真言八祖行状図の調査撮影

37… 大阪市立美触 妻山輌 界曼欄 並びに高山報 灘 筒の調

宮

高田P宮

(梅津次郎)

員
査
委
調
護
の
保
局
財
務
加

化
礒
参

文
会
に

宮蒔秋

宮

敏山佃

臥

田
　

高

秋

高
男

宮臨

野

上

上

秋山

(鈴木進)

高田,秋 山,一ヒ野

秋山

秋山P(山 崎一
雄)

秋山

秋山

秋山

秋山

秋山

秋山

○
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永久寺関係資料調査

法華経の調査撮影

東京芸術大学蔵吉祥天厨子調査撮影

永久寺旧蹟の調査

永久寺旧蔵の石彫不動明王の調査

仏画の調査

北円党内陣装飾画の調査

影

高山寺転法輪筒に関する資料調査

不動明王二童子像の調査掘影

金銅転法縦 の調査撮影 筒

久保氏所蔵絵Yfi物類 の調査撮影

久保氏,藪 本氏,山 岡氏所蔵の仏画,
像 の調査

細見氏墨描転法輪筒の調査

三重塔壁画と建築構造の調査

阿弥陀堂壁画と建築構造の調査

板絵の調査

神護寺両界,,..3'-4-G...の調査撮影

神護寺文書の調査撮影

組田氏蔵亮恵上人画像の調査撮影

仏伝図,法 華経見返 し絵の調査撮影

法華経見返し絵の調査撮影

金字法華経見返し絵調査撮影

Ⅳ 調 査 研 究

高山寺転法輪筒,大 山寺両界曼J?羅の調査撮

白描図

宝相華蒔絵宝珠箱附属彩絵四天王像調査撮影

額装本華厳五十五箇所絵調査撮影

額装本華厳五十五箇所絵調査撮影

東大寺蔵額装本華厳五十五箇所絵a査 撮影

弥勒仏及び台座蓮弁彩色並びに落書調査撮影

秋山,宮

秋山

田中,秋 山

(毛 利久)

田中,高 田,秋 山

秋山

秋山,宮

田中

秋山,(太 田博
太郎,伊 藤延男)

秋山,(伊 藤延
男)

秋山

高田,秋 山,宮

高田

宮,江 上

宮,江 上

官

秋山,江 上

(田 中一松),秋
山,宮

(田lll一松),秋
山,k

(田 中一松),秋
山,宮

(西 川瑚次).秋
山
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…6高 野山監 館 鍵 峯寺蔵紺紙金字法華一品観 返し繍 査

40・6五 条市 栄 山 寺 八角堂装飾画調査撮影

40・7京 都 醍 醐 寺 白描図像の調査

40・10大 阪 四天王寺 扇面法華経調査撮影

40・10高 松 松 平 氏 法華経紫紙彩絵見返 し絵調査撮影

40・10香 川 道 隆 寺 星曼茶羅図調査掘影

田 村 悦 子

33・10京 都 御 所

33・10京 都 高11」 寺

33.10

33.10

33.10

京都 光 悦 守

東都
里見忠三郎氏

簡 海 美 術 館

34・10東 都 高 山 寺

34・10東 大 守 図 書 蛇

34・10il: 倉 院

34・10fi(ノ く 図 書 剣ζ

35・10)1(大 図 書 館

35●10♪1(翻 ～ 教E護 国 ぐ瞬

35・10》 技都 高1⊥ 覧 ぐ爵

35・10藤 田 奨 術 館

女房(?)奉 書,少 納AIDS#書)

35… 京都上鴎 一郎氏 鶉 麟 鷺 欝1髄 ならびに囎 影(国

35・10大 阪 弘 川 寺 西行関係調査

36・1・梅 沢彦太 郎氏 縢 蔚 類の髄(醐 滴 野切・関戸朗

同館蔵古筆類の 調査(継 色緩,寸 松庵色緩,関36・10五島 美 術 館
戸古今,高 野切,俊 頼古今等)

36・10田 中 親 美氏 同氏蔵古筆類,写 経類(無 量寿経)調 査

42

禦霧潔錫護懲繍 議函徽騰羅秀棄
集,安 宅切一題,本 阿弥切,大 江切及び西行為家等
の消息)

同寺蔵聖教冊子唐紙資料の柵査

同寺蔵木阿弥光悦轡状鯛査及び写真撮影

同氏蔵光悦関係資料調査及び写真撮影(書 状,
色紙,謡 本,短 冊等)

同館蔵光悦及び関係資料凋査 ・写真撮影

同寺蔵聖教田}子唐紙資*31の澗 査及び写真扱影

仮名文字資料調在及びTrr.掘 影(同 館蔵法肇義
疏紙背 三性咽義記,百 法顕薗抄算)

仮 名文字資料調在及び写真 撮 影(iL・倉院東南
院文書)

仮名文字資料澗査及びコ∫真 撮 影(蘇 悉地鶏羅
経略疏等)

京都大学蔵兵範記澗査及び写真撮影

―司寺蔵桧扇澗査及び写真撮影

同寺蔵聖教冊子唐紙資料の凋査及び写真撮影

西行及び関係資料調査ならびに写真撮影(金

聾瀦醜野懸離壽隻畢鵠馨音蓋建朧

秋山

秋山

醍佐和隆研)

秋 山,宮

秋山

秋lh

伊東

伊東

伊東

伊東

伊東

伊東

伊東

伊東

伊東

伊東

伊東

o



○

36・10前 田 育 徳 会

36・10東 京 圃 立 博 物 館

37・4陽 明 文 庫

37・4天 理 図 書 蝕

37・4天 理 図 嘗 館

37・4京 都国 立博 物 蛇

37・4前 田 青 徳 会

38・10京 都 御 所

39・6

39・9藤 田 美 術 館

39・9白 鶴 美 術 館

39・9熱 海 美 術 館

39・10東 京 国 立 博 物 館

39・11

40・5東 京 酒井宇吉氏

40・8京 都国 立 博 物 館

40・9前 田 育 徳 会

40・10五 島 美 術 館

IV調 査 研 究

同会蔵古筆類 の調査(南 都大仏再造願文,十 五
番歌合,手 鑑 「野べのみどり」等)

古筆の調査(大 倉喜七郎氏蔵古今集序一巻)写 真
撮影

同文庫蔵人車記,和 漢抄,大 手鑑等の調査及
び写真撮影

同館蔵俊成 ・西行関係資料及び古筆類調査(千載和歌集
写本応永版・文明版,俊 成昭和切其の他

,伝 寂蓮西行聞書,伝 鴨長明色葉集等)

同館蔵中右記(九 条家本)調 査

藤田美術館蔵法相秘事絵詞調査

同会蔵男食三郎絵嗣模本鯛査

土古箪類調査
(御物手鑑,屏 風士代等)

五島美術館蔵手鑑 「豪戦」「筆陣」「古筆集」
「染紙帖」調査

同館蔵手鑑 「野草芳」調査写真撮影

同館蔵手鑑 「白鶴帖」調査写真撮影

同館蔵国宝手鑑 「翰墨城」調査写真撮影

酒井忠博氏蔵国宝手鑑 「見ぬ世の友」写真撮
影調査

陽明文庫蔵国宝手鑑 「大手鑑」 上 下 二 帖,
「古筆鑑」,「予楽院写手鑑」調査

同氏蔵古筆手鑑類調査

同館保管国宝手鑑 「藻塩草」及び古筆類調査

重文貞元華厳経,重 文九条兼実仏舎利奉納願
文,国 宝宝積経要品,重 文定家筆源氏物語花
散里 ・柏木2帖,伝 二条為家筆源氏物語10帖
等調査

同館蔵古筆類調査

伊東

伊東

伊東

(伊東卓治,桃
裕行)

●

■

猪 川 和 子

33・5奈 良 霊 山 寺

33・5四 国

33・9京 都 六波羅 密寺

33・12藤 田 美 術 館 他

34・2奈 良 法 華 寺 他

34・4神 奈川 浄 楽 寺

薬師三尊像他の調査撮影

四県の諸仏の調査撤影

十一面観音像の調査撮影

中国の仏像の胴査扱影

法華寺本尊,来 大寺阿弥陀像他の調査撮影

阿弥陀三尊他の調査撮影

高田,福 山,久 野

久野,(佐 藤昭夫)

久野,(松 原三
郎)

久野,(水 野 敬
三郎)

熊谷,久 野
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34・5 神 奈川
^・6

34・7千 葉

34・9群 馬

34・9三 重

34・10茨 城

35・2

35・3

35・3

35・4

35・6

35・6
～7

35・7

35・8

35・8

35・9

35・10

35・12

36・2

36・3

36・4

36・4

36・5

36・6

36・6

36・7

36・8

44

静岡

東京,神 奈川

京都

福島

神京川,千 葉

富山

神察川

栃木

茨城

束京

栃木,千 葉

茨城

栃木

千葉

滋賀

北海道

神奈川

東京

岩手,秋 田

群馬,千 葉

浄珊璃 寺

滋賀,京 都,広 島

三浦,鎌 倉の諸像の調査撮影

蓮蔵院他の諸像の調査撮影

長谷寺他の諸像の調査撮影

朝田寺他の諸像の調査撮影

小松寺他の諸像の調査撮影

南禅寺他賭像の鯛査撮影

百草園,T'1福 専諮像の細査撮影

九休阿弥陀他諸像の鯛査撮影

園城寺他諸像の調査撮影
勝常寺他lfTJ像のJ'J査撮影

神奈川 ・保福専他,千 葉・報恩寺他諮像の調
査撮影

:(i・'J°仙諸像σ)湖査撮影

箱根興福院他諸像のr鵠U査撮影

中禅jf,人 谷石仏他緒像の1凋丘搬影

不動院他諸像のJ'J査撮影

塩船観11-1.II('像の〔凋査搬影

栃r〕{薬師常他,千 葉観 ゴr存他潴像の調査撮影

薬is院 他潴像の凋査1最影

清滝寺他諸像の調査撮影

荘厳寺他iif.llA:の調 査撮影

石山専他;渚像の調査撮影

天融寺他諮像,主 として円聖像の調査撮影

束学寺他賭像の細査撮影

大島藁師堂賭像の調査撮影

中尊寺,秋 田観音堂他賭像の調査撮影

妙義神社,千 葉笠森寺他賭像の稠査撮影

久野,(佐 藤昭夫
,水野敬三郎)

久野,(佐 藤昭
夫)

久野,(佐 藤昭
夫,永 井信一)

久野,(佐 藤昭
夫,水 野敬三郎)

久野,(佐 藤昭夫)

久野,(田 枝幹
宏)

久野

久野

久野,(佐 藤昭
失)

久野,(佐III?昭
夫)

久野,(佐 藤昭
夫)

久野,(佐 簾昭
人)

久野,(佐 藤昭夫
)

久野,(佐 藤昭
人)

久野,(佐 藤昭

火)

久野,(佐 藤昭
夫)

久野,(佐 藤昭
夫)

久野,(佐 藤昭
夫)

久野,(田 枝幹宏
)

久野.(佐 藤昭
火)

久野,(佐 藤 昭

夫)

田沢,久 野

久野,(佐 藤 昭夫
,永 井信一)

1■
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36・9茨 城,福 島

36・10埼 玉

36・12東 京

37・1広 島

37・3静 岡

37・3京 都

37●45量 〔者1;,

37・6栃 木,福 島

37・8婦 手

37・10京 都

37・11滋 賀

37・12埼 玉

37・12京 都

38・1東 京

38・3奈 良

38・3愛 知

38・3静 岡

38・4神 奈 川

38・4千 葉

38・4愛 知

38・5東 京

38・7神 奈 川

鳥 取,38。8

山

38・10埼 玉

38.11 良

39・4大 阪,京 都

39・4滋 賀

浄瑠 璃寺

奈良,大 阪

兵庫,和 歌

和歌 山,京 都,奈

39・4長 野

Ⅳ 調

茨城西光院,福 島弘安寺他請像の調査撮影

餐寿院他諸像の調査撮影

豪徳寺他諸像の調査撮影

不動院,西 国寺他の諸像調査扱影

智満寺他の諸像調査撮影

木尊等澗査撮影

峯定寺,大 阪明王寺,奈 良大沢寺他の諸像調査撮影

矢板観音堂,福 晶保福寺他の諸像調査撮影

毛越寺他の諸像調査撮影

成願寺,中 道寺他の諸像調査撮影

常善寺,専 念寺他の諸像調査撮影

如意観音堂諸像の調査撮影

法界寺他諸像の調査撮影

加住御嶽神社諸像の調査撮影

南明寺の諸像調査撮影

法住寺他諸像調査撮影

願成就院諸像の調査撮影(X線)

浄楽寺諸像の調査撮影(X線)

永興寺諸像の調査撮影

長栄寺他諸像の調査撮影

大観音堂諸像の調査撮影

東光院他諸寺の調査撮影

長楽寺他諸像の調査撮影

善空寺諸像の調査撮影

大泰寺他諸像の調査撮影

観心寺他諸像の調査撮影

石馬寺他諸像の調査撮影

清水寺他諸像の調査撮影

査 研 究

久野,(佐 藤昭
夫)

久野,(佐 旗昭
夫)

久野,(水 野敬
三郎),・ 、

久野

久野,(田 枝幹
宏)

秋山,久 野

久野,(水 野敬
慌郎)

久野,(佐 顧昭夫
)

久野

久野

久野

久野,(水 野敬
三郎)

久野

(佐藤昭夫臥水
野敬三郎)

久野,(佐 藤昭
夫,水野敬三郎》

登石,久 野

久野,石 川

久野

灸豫野縫 鶴

灸1}・(佐醐

久 野,(永 井信
一)

久 野

久野,(佐 藤昭
夫,水 野敬三郎》

久野,(佐 顧昭
夫・水町敬 享郎シ

久野,(永 井信
一)
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39・10兵 庫,大 阪

39・11東 京

39・11奈 良,京 都

40・2東 京

40・6静 岡,和 歌 山

・40・11徳 島 雲 辺

大国寺他諸像の調査撮影

浅草寺他諸像の調査撮影

東大寺他諸像の調査撮影

堀口氏地蔵他諸像の調査撮影

熱海美術館,慈 尊院諸像の調査撮影

寺 同寺毘沙門天像他賭像の調査撮影

富 次 男

99・8京 都 醍 醐 寺

33・8奈 良 当 麻 寺

33・10京 都 醍 醐 寺

33・11京 都 教王護国 寺

33・11京 都 醍 醐 守

34・5藤 田 奨 術 館

34・10京 都 御 所

35・4京 都 海 住 山 寺

35・4京 都 知 恩 院

35・10大 阪 朝1!新 聞社

35・11京 都 亀 岡

36・5京 都 教王謹国寺

36・7岩 手 中 尊'-i'

36。10京 都 御 所

S?・1奈 良 国 立 博 物 館

S7・1京 都 国立 博 物 餌

s7・9静 岡 本 興 寺

京都国立博物館,奈37
・11良 国立博物館,大 阪

市立美術館

S7・12埼 玉 慈 光 寺

38・5九 州 地 方

38・5広 島 厳 島 神 社

46

五皿塔堕画の踊査

板光背の調査

五重塔壁画の珊査

真言七祖像の調査

五重塔壁画の㎜査

紫式部日記絵櫓の細査

絵巻物の細査

五皿塔壁画の鯛査

法然上人絵伝の珊査

上野氏蔵法華経冊子の調査

深海氏蔵中国画,Cl木 文人画の凋査

五大尊・十二天画像の測査

金色堂柱絵及び十界宝塔曼.,.:;・・羅調査

春日梅現験記絵のiitl

鮫山神社蔵法華経の細査

長福寺蔵金光明経の調査

法華経の鯛査

各館寄託中の法華経及び中尊寺経の鋼査

法華経の調査

九州における豪古襲来絵7r1模本の調査及び元
窟遺蹟の踏査

法華経の調査

高 田,(山 萌一
雄),上 野.柳 沢

柳沢

秋山

川上

高田,秋 山,柳 沢

.t:野,柳 沢

秋lh,柳 沢

4

●



w

38・5大 阪 往生要集絵巻(個 人蔵)の 調査

38・10京 都 御 所 蒙古襲来絵詞の調査

38・11久 保氏蔵絵巻物の調査

39・3金 沢市 宝集寺蔵高野大師行状絵の探索

36・3雑 匿辮 雛

39・3池 田市 寿 命 寺

39・5京 都 西本 願寺 慕帰絵 ・善信上人絵伝の調査

39・7白 鶴 焚 術 館 高野大師行状絵の調査

39・7高 野 山霊 宝館 地蔵院本高野大師行状絵の調査

39・10京 都国立博物館 高雄曼祭羅の調査

40・3熱 海 美 術 館 仏伝図及び法華経の調査

40・3静 岡 本興寺,妙立寺 法華曼茶羅及び法華経の調査

40・4静 岡 本 門 寺 法華経の調査

40・5大 阪市立美術館 延暦寺蔵法華経三種の調査
イ云

40・5藤 田 美 術 館 華厳五十五所絵 ・浄土五祖糸解)調 査

40・5奮3東 寒撃国立博物 華厳五十五所絵の調査

40・9笛 翌博蕩審寺・京都 明兆画の調査

40・10大 阪 四天 王寺 扇面法華経の調査

40・11広 島 厳島 神社 紺紙金泥法華経七種の調査

40・11山 口 赤間神 宮 平家物語絵の調査

41・3栃 木 東照宮,輪王寺 徳川家康画像,東 照宮縁起の調査

本,安 楽寿院本)

行基菩薩伝縁起絵准の調査

Ⅳ 調 査 研 究

寄託中の弘法大師絵伝の調査(東 寺本,延 暦寺

秋山,柳 沢

(源 豊宗,谷 信
一)

高 田,秋 山.柳 沢

柳 沢,江 上

柳沢,江 上

柳 沢

秋 山,柳 沢,江 上

(田 中一松),秋
山,柳 沢,江 上

(田 中一松),秋
山,柳 沢,江 上

(田 中一松,米沢
嘉圃,鈴 木敬)
川上,戸 田

秋山,上 野,柳 沢

● 戸 田 績 佑(昭 和37年6月1日 就職)

37・8静 嘉 堂 嵩纒 所蔵中国画及び゜木中世瀬 ・近世南

37・8京 都 智 積 院 長谷川派襖絵調査及び同寺所蔵中国画調査

37・10根 津 美 術 飽 瀟湘八景展出陳作品の調査及び撮影

38・6藤 田 美 術 館 同館所蔵禅刀様羅漢図調査撮影

.38・8高 槻市 橋木末古氏所蔵中国画調査撮影

四中,川 上,辻

(米沢嘉 圃,山根 有
三),辻

川上

川上

(鈴 木敬)
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正木孝之氏所蔵中国画及び日本中世漢画調査38・8泉大津市
撮影

38・8藤 井 有 鄭 館 同館所蔵中国画の調査撮影

38・11神 戸市 雨宮実氏所蔵中国画の調査撮影

39・2神 奈川県撫 術館 饗鷺 コレクシ・ン中国絵畷 出陳儒 の調

3g・31i(都 妙心寺東海庵 同院所蔵陳子和作花鳥図他中国画調査

39・7京 都国立博物館 旧上野有竹斎 クレクション中国絵画のJ.3

39・7根 津 美 術 館 同館所蔵仏画,羅 漢画の澗査

39・8東 京 平木氏所蔵中国絵画のlm11.,撮 影

39・10京 都国立何物館 高雄riJ'羅 の調査,扱 影

39・10大 阪市.V術 館 水愚画展の出陳作品の調査

39・10芦 屋市 山田氏所蔵陳堺画の調査

40・1東 京 高 島 屋 障肝囮展の出陳作品の凋査及び撮影

40・9京 都 東 福 寺 東禰寺所蔵中国画及び室町絵画の測査,撮 影

4・・9京細 立肋 館 瀦 膿 魏 所蔵及麟 の中凧 駒

(鈴木敬)

(米 沢嘉圃,鈴
木敬),川 上

川上,(鈴 木敬)

川上

川」二

(来 沢嘉圃,鈴
木敬),川 上

1日81r,(占沢忠)

(船 そく敬)

高lu,秋 山

田中

川中,(白 畑 よ

ヒ).辻

u

,!lL,三 上,7「f

川f:,辻,宮

r

」

第 二 研 究 室

隈 元 謙次郎(第 二研究蜜長)

34・3神肺 芦肺 灘 編 隔 白嵩奎難 腿 撮琵鮮 風 翻 淋

34・12愛 知 県知 多町

35・2東 京都

35・3京 都市,神 戸市

36・2鎌 倉市

36・5東 京都

36・2東 京都

36・4東 京都

48

高野時次氏訪問,浅 井忠作品約60点,そ の他
高橋由一等作品調査撮影

団便能氏訪問,五 姓田義松の油絵 ・写生帖,国 沢新九郎
,'百 武兼行等油絵調査

京都市加藤源兵衛氏訪問,浅 井忠作品調査,
撮 影。神戸市美術館訪問,高 橋由一,司 馬江
漢,田 善,ワ ーグマン,ビ ゴー作品隅査撮影

翻II努翻謄禦 麟編耀 初期洋
藪本氏肪間,近 世初期及び江戸期,明 治初期
洋画調査,一 部搬影

毎 日新聞主催 「黒田清輝名作展」企画参加,作
品調査扱影

朝日新聞主催 「和田英作展」企画参加,作 品
調査

関,坂 本

坂本

4

9

一



●

36・10東 京 都

37・1神 奈 川県大磯町

37・8鎌 倉市

37・10東 京都

37・ 東京都

38・1東 京都

38。3」4{}三(雀 訂～

38・9京 都市

38・9京 都市

38・9京 都市

Ⅳ 調 査 研 究

毎 口新聞主催 「藤島武二展」企画参加,作 品
調査,撮 影

安田靱彦氏訪間,岡 介天心につき淡話聴取

神奈川県立近代美術館 「万鉄 κ郎展」作品調
査,撮 影

東京竣術大学,朝Cl新 聞共催 「生誕百年記念
岡倉天心展」企画参加,陳 列資料調査,撮 影

この年岡倉天心資料収集のため,岡 倉古志郎

清水氏,山 良哲次氏等を訪問

浅草寺訪問,川 辺御循,尾 形刀耕,山 岡米華
等の作品凋査

津田肖楓氏訪1"J明 治末京都凶壇につき淡話

聴取

加藤源兵衛氏訪問,浅 井忠作品再調査

黒田重太郎,中 井宗太郎,小 野竹喬氏訪問,
浅井忠並びに明治末京都画壇につき談話聴取

秦テルオ作品11点 調査,撮 影

38・9福 井,京 都,奈 良 岡倉 天 心 資 料 収 集

38・11茨 城 県大 津

38・11東 京 都

38・11京 都市

39・5

39・5鎌 倉 市

39・9

39・9京 都市

39・10鎌 倉市

40・2東 京都

40・3秋 田市,湯 沢市

40・6長 尾 一 平 氏

40・7宮 内 庁

…1・ ブ リヂス ト美術館

40・11京 都 市 美 術 館

五浦研究所訪問,天 心遺蹟調査
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山本芳翠作品10点 調査,撮 影

ブリヂス トン美術館,口 本 経 済新 聞社主催
「黒田清輝展」作品調査,搬 影

「京都洋画発達史展」調査,撮 影

関

関

関

坂本

関

関

関,坂 本
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41・2「 黒田清輝日記」発刊の為編集に着手

41・3国 立近代美術館 岸田劉生作品調査

岡

33・ 東 京

34・3大 阪,神 戸

35・3山 形

36・3大 阪,京 都

37・8鎌 倉 市

37・11大 阪

38・2茨 城

38・6東 京

38・11京 都 市

39・1鎌 倉 市

40・1鎌 倉 市

40.4^・

41・3

41.2
^-3

^41.3

畏三郎(主任研究官)

東京国立博物館所蔵初期浮世絵版画の調査

東 京,京 都,大 阪

中 村 伝 三郎

35・2京 都,大 阪

36・3京 都,大 阪

38・2大 阪,神 戸

38・10山 口県宇 部市

36・3倉 敷市,京 都,大 阪

40・2京 都

40・2長 野

～40・1東 京都内,近 県

50

大阪及び神戸市立美術館,山 本氏蔵初期版画
の調査

同地所蔵家の明治 ・大正洋画並びに初期版画
の調査

同地美術館所蔵の明治 ・大11三期絵画の一部調
査

神奈川県立近代美術館万鉄'1.郎展の全作品調査

現代関西洋画界及び小山楢電作品調査

P,.tir.x術館所蔵品(近 代黄術)及 び中村鼻の作

品調査

大正期における版lllliヂll品の調査

糀 艘 糊 饗展における作撒 及び'j'
大正初期洋画展に於ける作品の澗査研究

司馬江漢展出品作nuuの隅査研究

草土祉の創立とその絵画運動についての調査
研究

官展の編年史的細査研究。幕末,明 治期版画資料蒐集
調査

現代笈術界の動向調査
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一

F

40・10山 口県宇部市

IV調 査 研 究

代日本彫刻の動向を見極めるため,都 内及び
近県の諸ギャラリーを殆んど毎週観覧調査

宇部市野外彫刻美術館における 「第1回 現代
日本彫刻展」の選定審査委員として出席,並
びに山口県の観覧施設を調査

o

衡

●

関 千 代

34・3芦 屋市,神 戸市

34・9愛 知県知多町

38・3東 京翻;

38・9京 都 市

38・9京 都 市

38・11京 都 市 美 術 館

39・5鎌 倉

39・5日

40・3秋 田県

40・3鎌 倉

40・4
^・41.3

40・3

40.11

40・8

^-41.3

坂

34・9

35・3

as・1z

38・2

s・s

39・3

40・1

近代美術館

本 美 術 院

近代美術館

東京都内並びに近県

宮 内 庁書陵部

剣 持 氏

野 長 瀬 氏

東京都内,神 奈川県

本

愛知県

神戸市

大阪,神 戸,京 都

酒田市

大阪

神戸市,倉 敷市

横浜市

山本(清雄)氏蔵品,神 戸市立美術館蔵初期洋
画作品の調査
高野(時次)氏蔵浅井忠作品調査・撮影

津田(青楓)氏訪問,明 治末京都画壇の事情聴
取

黒田(重太郎)氏,巾 井(宗太郎)氏,小 野(竹
喬)氏 訪問,談 話聴取

秦テルオ作品調査・撮影

国画創作協会回顧作品の調査 ・撮影

高橋由一作品調査・撮影

岡倉天心関係資料の調査

奈良氏他秋田県下収蔵の平福百穂,同 穂庵作
品並びに秋田蘭画の調査

司馬江漢他初期洋画関係の作品調査 ・撮影

現代日本画の諸展調査(日展・院展他)

九鬼隆一等宮内庁関係資料調査

岡倉天心,横 山大観 菱田春草他作品調査

野長瀬晩花遺作調査

現代日本美術関係諸展の調査並びに資料蒐集

満(昭 和33年6月1日 就職)

浅 井忠作品調査

日本版画,洋 画及び初期洋風画調査

日本現代絵画と西洋絵画調査

日本近代美術調査

地方美術団体と作家調査

初期洋風画と近代西洋醐調査

丹波コレクション調査

隈 元,岡,坂 本

隈 元,坂 本

隈 元

陳元

隈元

隈元

隈元

隈元

隈元,坂 本

隈元,坂 本

隈 元,関

隈 元,岡,関
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_1

40・2鎌 倉市

40・3神 戸市,倉 敷市

40・3踏 野 湯沢輌

歎 、1°・3

司馬江漢とその時代展調査

初期洋風画と近代西洋画調査

平野コレクション及び秋田洋風画調査

現代美術の動向調査

隈元,岡,関,
辻

隈元,関

資 料 室

中 川 千 咲(資 料室1Y)

33・10名 古屋地方

34・10金 沢地方

35・11能 登地方

36・11'常 滑 ●イ言楽

.38・5有 田地 方

39・11離 舶 寺・そ

41・2福 岡市

古瀬戸発掘品の澗査1鮫影

古九谷作品の凋査

能登地方における陶磁の細査

常滑にて主として須恵器,信 楽にて中世陶器
の測査

・鞭欄 護 雛朧撚あ漏釜術の継
高台与霊屋厨子,そ の他桃山時代漆芸品の澗
査

同地所在の唐津,占 伊万蝋及び上野窯発掘品
の湖査

●

-

l

l
凶
「
1

上 野 ア キ

33・8京 都,大 阪

33・11名 古 屋

33・11京 都

34・2

35・4京 都

36・7岩 手

37・3京 都

3?・3名 古 屋

37・10奈 良

38.10 東 京
^rll

醍醐 、争蜘llll,当麻 毎板光背調査

橘氏蔵大谷コレクシ:」ン綜合澗査

醒醐 ミf壁画,東 ぴ真言七祖像凋査

木村氏蔵人谷コレクシaン 調査

海住山芋κ承塔壁闘調査

中尊寺柱絵凋査

浄瑠璃寺塔内堕画澗査

橘氏蔵大谷コレクション1凋査

天理参考館大谷 コレクション調査

木村氏蔵人谷コレクション綜合調査

高川,柳 沢,宮

熊谷

柳沢,宮

猟谷

高田,柳 沢,宮

柳沢,?'∫

高田,秋 山,柳
沢,宮

(Ti宜 夫)

ρ

■
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■

●

39・3京 都

39

40

田 実 栄 子

1穐∫ぐ・原都1珂立博物

33
^-35.鋸 棲難 鍬

都 ・川畑 氏等

33・81楠L寺 徳川将軍蜜萬
～36・5∫ 也.σ 醐d口 立博物館

33・4
^-38.3

34・4
^-37.3

仙 台 市,秋 田 県 花34・4

輪

宮城県 栗駒 郡文字村34・8
白石 市

34・8 白石 市
^-10

新潟 県 六 日町 小千谷35・1
地方

35・4能 登 地 方,東 京 国
～36・3立 博 物 館

東京国 立博物館,前

騙 婁畿 谷縢藁
意 匠セ ソター

35・9米 沢 市,東 京 国 立
～ 博 物 館

35・4
^-36.3

36・4 東 京 都 組 田氏
～9

36・3
^-37.3

37・2 東 京 国 立 博 物 館
^-12

37・4八 丈 島

39・8上 野 ・東 照 宮,東
～40・8京 国 立 博 物 館

4° ・4
^-41.3棘 国 端 伽

40.10 奈 良 国 立博 物 館
^-11

N

竜谷大学蔵大谷コレクション文書調査

中国における戦後発掘塞室画資料調査

中国における戦後発掘明器資料調査

調 査 研 究

円山四条派の染織工芸に及ぼした影響の調査
研究

徳川将軍家墓地発釦;品の調査研究

現代美術,と くに工芸関係の調査

藤原三代棺内発見の染織品の調査研究

仙台平,東 北地方の藍型染,紫 根染,茜 染の
現地調査

藍の冷染,紙 布織,紙 布の現地調査

片倉家伝来黒編子小袖,並 びに同小紋胴服の
調査研究

越後上布,小 干谷縮の現地調査

近世都市工芸の伝播一能登地方一の調査にお
いて染織工芸の分野を担当

所謂名物裂の調査研究

上杉神社服飾類の調査研究

明治以降官設展覧会の研究(美術工芸を分担)

小西家旧蔵光琳資料の呉服商雁金屋関係,能
装束関係資料の解読及び註記

日本芸術院史工芸関係調査

「日本服飾美術展」のための調査,陳 列

「黄八丈」並びに 「かっぺた織」の現地調査

上野・束照宮蔵伝徳川家康所用辻ケ花染胴服
並びに紫縮緬陳羽織の調査研究

正介院裂の調査

正倉院裂の調査

(ih辺'f1,1;,鈴

木 尚)

(ICI辺 知 行)

(山 辺 知 行,今

永7i1`一一郎)

隈元

(山根有花)

隈元
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4°.9^-

41・11米 飾

40・11仙 台 市 博物 館

4・・11鷹 甲灘 欝

上杉神社蔵伝上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類
の調査研究(主として胴服,陣羽織,鎧下着)

伝三沢初子服飾類の調査硫究
絵画資料を通しての桃山時代の染織 ・服飾・
風俗の調査

辻 惟 雄(昭 和37年6月1日 就職)

37・8京 都市 智積院障壁画の調査

37・9井 市及びその近 岩佐又賄 関係資料の3i

38・5井 市及びその近 岩佐又兵襯 係資聡}の融

39・10京 都国凱博物蝕 狩野元信作品の稠査

江 上

38・10京 都御 所

39・7大 津 市

39・10京 部 国 立博 物 鮎

39・11κ 島 莫 術館

40・3静 岡

40・5大 阪,益 良

40・9ホ ノル ル

40・12サ ン フ ラ ン シ ス コ

40・12シ ア トル

綴(昭 和38年5月1日 就職)

御物細査(手 鍍など)

明 徳 院 無動寺本 「祇園経山水井野形図」鯛査

高雄曼茶縄調査

源氏物語絵巻関係資料の調査

熱海i術 館,本 典寺など仏教脱晒画調査

藤田美術館,奈 良国立博物館仏教脱話画調査

ホノルル美術館陳列nuu及び所蔵品調査

ブランデージ・コレクションの調査

シア トル美術館陳列品の調査

C主 要 研 究 業 績

戸田,(山 根有三
堤玲子,水 尾博)

旧村

高田,秋 山,初
沢,宮

秋山,柳 沢.宮

柳沢,宮

秋 山,柳 沢,宮

①,藩 衡 ⑦は論 文,⑤ は解説,④ は研究発#.① は講演 ・放送,⑤ は その他等の種 別を示

し,魑 名,発 操場19i(艶 行所,掲 載艶,講 演場所,旅 送簡 聯)・ 発表年 ・月の 廟序 に蹴す 。

,

■

●

田 中 一 松(前 所長,昭 和40年3月31日 退職)

① 目木松画史の展盟

光琳(編)

池大雅作品集(共 編)
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日本経済新聞社

中央公諭美術出版

33・Cr

34・1

35.3



o

i

o

●

日本 ・仏教絵画(世界名画全集18)

②雪村筆四季山水図屏風について

光琳への道程

勝利寺本絵因果経について

与可心交賛文殊像について

俊賀法橋纂真言八祖影について

雲谷派特輯について

隠岐島配流図扉風について

古代絵画の史的展開

古代の絵画

園城寺黄不動尊画像について

宗達をめ ぐる二三の問題一 新出作品の紹介を中心として一

伴大納言絵詞

岡倉天心誕生記念の特輯に当って

長賀作品の一一考察一 胎掲羅制ロ丑迦二童子像の解説に因んで一

明極楚俊賛南里慧居士寿像

中世芸術の形成

建長寺大覚禅師の画像について

徳川美術館収蔵の古画

東福寺蔵明兆筆大浬繋図について

日本画の流れを一瞥 して

原始 ・飛鳥 ・奈良時代の絵画

絵因果経の伝統

雪村r1賛 画像の一考察

村山轟 沙門天画像につ・・て

古代絵川1'説

古代 ・中世の秘画巻

画人心曳をめ ぐる諸問題

鏡常覚円着賛の賭作ll重11をめ ぐって

w調 査 研 究

平凡 祉35・4

美術研究19833・5

口本 経済新聞社,光 琳34・1

国華81034●9

国華81234・11

国華81835●5

国華82035・7

国華82435・11

講談社,日 本美術大系 皿 ・古代絵画35・11

日本 の文化財135・12

国華82736・2

美術研究21536・3

角 川書店,日 本絵 巻物 全集436・4

国華83536・10

美術史4437・3

国華84037・3

角川書店,世 界美 術全集637・4

国華84337・6

東 京中 日新 聞社,徳 川美術 館37・9

国華84937・12

平凡社,家 庭美術館 ・日本38・3

平凡 社,家 庭美術館 ・日本38・3

美術 出版社,鑑 賞美 術38・8

国華85938・10

国華86839・7

月刊文化財1139・8

国文学解釈 と鑑賞29-1239・12

国華87540・2

国華88140・8
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浄土変相と来迎芸術の史的展望一一古代から中世へ

等春画説上

③与可心交賛木筆縄衣文殊像

雪村筆猿猴図

祥啓筆寒山拾得図

古兵宗亘賛普化和尚振鈴図

徳力善雪筆瀟湘八景図巻

雪村筆疏果図

仏 浬 繋 図

熊1'f,客羅

金剛薩堆図

兆捲筆雪景IU水図

羅 漢 図

虎関師錬賛文殊騎獅像

明兆筆五百羅漢図

天隠竜沢賛渡唐天神像

毘沙門天像

石清水八幡宮曼茶羅

陸信忠筆十王図

④ ヨーロッパ巡回目本古)芝術展の旅

伊年草花図屏風

与可心交賛の諸画蹟

隠岐配流図1昇風について

宗達の諸問題

十王図の諸作品

新出の普賢菩薩画像について

送行図について

光琳の百人一首

南曳慧居士像と蓮聖届士像

56

筑摩書房,日 本 文化 史341・

国華88841・

国華81334・12

国華81535・2

国華81635・3

国華81735・4

国華81935・6

目圃華82135・8

国準83436・9

国司郎83636・11

国踏83636・11

桑術史4637・9

r日華85138・2

国遇薩85238●3

国荊85338・4

0劇鵡85638・7

0司華86839●7

国華87339・12

国華87840・5

発術 部研 究会34・5

藁術部研 究会34・7

美術部研究会35・2

美術部研究会36・2

美術部研究会36・7

萸術部研究会36・7

美術部研究会36・9

奨術部研究会36・9

美術部研究会36・12

英術部研究会37・5

O

■

9

●



F
i
I

■

6

,

●

長谷川左近の禅機図屏風

玉澗様の諸作品

渡唐天神論

明清画に対する江戸画壇の動向(う,(⇒

稀観絵巻物展の展示品について

いわゆる蛇足の作品について

狩野内膳とその作品

寄堂と李尭夫

高 田 修(美 術部長)

①醒醐寺五重塔の壁画(編)

パ キスタン古代美術(共 編)

タイ国の美術(編)

イ ンド美術(上 野照夫と共著)

②備 繍 の壁画

インド・東南アジアの建築

地獄と地獄絵

バ ンテアイ ・スレイの女神

醒醐寺五重塔の壁画について

ガ ンダーラ美術における仏像の出現

東寺の両界マンダラ図

観仏 ・観像について

マ ウリヤ時代の神像彫刻

苦行釈迦像について

台密の両界曼i..'s

ヒ ン ドゥー教美術

イ ンドの女神像について

クシャーナ時代マ トゥラー仏の編年的研究

IV調 査 研 究

美術部研究会37・99

美術 部研究会37・10・

芙術部研究会38・7

美術ii.研究会38・101

美術蔀研究会38・11

美術剖:研究会39・3

美術 部研究会40・2

美術 部研究会40・2

吉川 弘文 館

毎 日新 聞社

日本経済新 聞社

日本経済新 聞社

平凡 社,世 界名画全集16

仏教 芸術41

平凡 社,世 界建築 全集4

角川書店,日 本絵巻物全集6

美術研 究207

仏教芸術42

美術研究212

仏教芸術47

国華840

美術研究219

大和文華38

田山方南華 甲記念論文 集

ミ3ジ アム153

国華863

美術研究234

34・3.

36・7

37・7

40・11

34・11

34.12

34.12

35・3・

35・3

35・4

36・2

36.11

37・3

3?・8

37.10

38.10

38.12

39・2

40・3
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ガンダーラの菩薩思惟像

アンコールの美術

バールフットの仏教説話図

③ インドの美術,廼 築

インド仏教美術の隆盛

ブッダの文化圏

パキスタン展について

インドの仏教美術

大いなる遺産インド古代美術

インド古代美術,独 特の官能美

マ トゥラーの彫刻2点

玄焚三蔵とイン ド紀行

④インド仏跡澗査搬告(3回)

ア ンコール遺跡

仏教の地獄と地獄絵

バンテアイ ・スレイ

仏像の起源論をめぐ・)て

スルフ・コタル

イングス文明とガンダーラ美術

タイの美術について

カンボジャの彫刻

西北インドの紀元問題

台密の両界曼 弩で羅

アフガニスタンのlj」r術

インドの彫刻

⑤インドの女性彫刻

インドの仏教史蹟

イン ドの美術

イン ドの風土と美術

58

美術 研究23540・3

仏 教芸術5840・9

美術 研究24241・3

載文堂新光 祉,世 界 史大系634・12

角川書店,図 説世界文化史大 系1435・2

角川書店,図 説世界文化史 大系2635・7

毎日新 聞(東 京,朝 刊)36・3

イン ド古 代英術 展 目録38・10

日本 経済 新聞(タ 刊)38・10

朝11ジ ャー ナル5-4638・11

焚術 研究22939・3

続売新聞(朝 刊)39・3

鮪 部研究会34・5

焚術 部研究会34・7

藁術 部研 究会34・12

美術 部研 究会35。3

1孝〔洋文 庫東洋学 講座35・6

英術 部研究会35・6

藁術 部研究会36・3

萸術 部研究会36・5

藁術部研究会38・5

京 大人文科学研究所38・5

災術 部研 究会38・6

焚術 部研 究会38。9

萸術 部研 究会38・11

東 方学 会国際 東洋学 者会議34・5

東大印哲梵文研究例会34・5

東大東洋文 化研究所34・6

東大 焚術 史啖話会34・7
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Ⅳ 調 査 研 究

仏蹟をたどる(3回)NTV34・7

醍醐寺五重塔の壁画 口本学術振興会35・5

仏伝図の源流 京都国立博物館講座35・5

醍醐寺五重塔の壁画について 東京国立博物館友の会35・6

文 明の起源,イ ングス文明NHK教 育テレビ35・8

文 明の起源,イ ン ド文明NHK教 育テレビ35・8

カルカッタ博物館 ブリヂストン美術蛸講座35・9

パ キスタンの文化KRTラ ジオ36・3

パ キスタンの古代文化 工業倶楽部36・3

仏 像の美術史的展開 駒沢大学36・5

イ ンドの古代美術NHK教 育テレビ36・6

仏 教 美 術 在家仏教夏期講座36・7

イ ン ドの宗教と美術 第一生命ホール38・11

イ ン ドの彫刻 工業倶楽部38・11

イ ン ド美術史の展開 東京国立博物館38・11

イ ン ド古代美術展NHK教 育テレビ38・12

イン ド古代美術 三田芸術学会38・12

イ ン ドの女神像 美術史学会公開講演39・5

イン ド古代美術(2回)ブ リヂストン美術館講座40・1

田 沢 坦(前 美術部長,昭 和37年4月15日 退職)

②薬師寺の絵画 実業之日本社,薬 師寺35・5

鎌倉大仏に関する史料集成稿 美術研究21737・3

大陸文化の影響 角川書店,世 界美術全集637・4

③ 東大寺中性院木造菩薩(弥 勒)像 美術研究21236・2

④古祥天修理について 美術部研究会35・5

⑤ 俊乗坊重源 東京国立博物館友の会36・3

鎌倉大仏に関する史料 研究所開所記念講演会36・11

59
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福 山 敏 男(元 美術部長,昭 和34年4月16日 退職)

①薬師浄(久 野健と共著)

神護 与・高山寺

唐 招 提 寺

②観rl在 王院第三次発掘調査略報

室町時代の建築と服装

江戸時代の建築と服装

ii.1.111:大社 の社殿

111'SII`r刀下門

i't大神宮正殿について

年中行゜1`絵巻の法会の一場面

神護 寺諸堂記の修正

神社建築史における流造 り

③信貴山縁起解脱 ・廼築

東京大学出版会

美術出版社,日 本の寺

美術出版社,日 本の寺

建築史研究26

標準日本史掛図別集5

標準目本史掛図別集6

「寒 尊宜先生還暦記念神道論 文集

ミュージアム90

神光10

一 楽師 寺講堂か法腸 辣金堂 か 一一 大和文華28

仏教芸術37

新娃築34-3

角川 書店,日 本絵 巻物 全集2

⑥ 大 阪 市立 大 学 難 波 宮 趾 研 究 会 編 「難 波,,・;趾の 研 究K書 評)日 本上古 史研究19

33.11

33.10

33.12

33・5

33・6

33・9

33・9

33・9

33・10

33.12

33.12

34・3

33・8

33・7

6

・

第 一・研 究 室

秋 山 光 和(第 一研究窺長)

①源氏物謡絵巻(編,口 本絵巻物全集1)

PeintureJaponaise

平安 時代世俗画の研究

②源氏物藷絵巻の特質

平安時代の 「すみがき」について

地獄草紙 ・餓鬼草紙 ・病草紙の絵画

敦煙における変文と絵画

ミーラン第五古趾回廊北側壁画

長安の唐墓壁画

「隆房卿艶詞絵」をめぐって

6Q

角川書店33・6

スイス ・スキ ラ書房36・12

吉川 弘文館39・3

大和 文華3235・1

英術研 究20835・3

角川 書店,E3本 絵 巻物 全集635・3

藁術研究21135・12

美術研究21236・2

三 彩13536・2

卿
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一 いわゆる「藤波絵草紙の出典とその性格」一

源氏物語の絵画論

日本上代絵画における紫色とその顔料

藤原 文 化

鳥海氏蔵法華経普門品見返し絵について

弥勒下生経変白描紛本と敦焼壁画の製作

平等院鳳風堂の文暦修理銘について

白描絵入源氏物語,浮 舟 ・蛸蛉の巷について

口木芸術の展開

1V調 査 研 究

美術研究21536・3

国文学解説 と鑑賞26-1236・10

美術研究22037・10

岩波講座 日本歴史437・10

美術研究22438・3

西域文 化研究第638・3

美術史4838・3

美 術研究22739・3

人文書院,哲 学大系439・4

FormationduStyleNationaldans1'ArtJaponais(IXe-XIIesiccles),

L'lnformationd'Histoired'ArtParis ,1958

LeRinceaudeVignedans1'ArtJaponaisAncien.

UNESCO・ 東 西 文 化 交 流 シ ンポ ジ ウ ム紀 要Tokyo,1959

LesRouleauxEnlumines(e・maki)auJaponM6di6va1.

France-AsieNo.172Tokyo,1962

や ま と 絵

敦煙画 「虎をつれた行脚僧」をめ ぐる考察

一 ペリオ将来絹絵二遺品の紹介を中心に一

病草紙(不 眠の女)

③ ヨpッ パ巡回日本古美術展の総決算

ル ・コックコレクションの復活

筑摩書 房,日 本文化史340・S

美術研 究238

美術研究239

芸術新潮10-5

芸術新潮10-6

ミーラン第五古趾壁画/コ ータン,バ ラッステ出土壁画

平凡社,世 界名画全集16

樹下美人図の系譜

光の壁(ス テンドグラス)一 抽象芸術の新しい場一

新中国のn1物 館陳列

中国)ミ術の印象

飛鳥 ・白瓜弧時代の絵画

"1時 代の絵画

ミs一 ジ ア ム104
'

美術手帖171

博物館ニ ュー ス159

美 術r帖178

角川,1店,世 界笑術 全集2

角川需店,世 界 美術 全集3

41・2噂

41・3.

34・5

34・6

34.11

34.11

35・4

35・8

35・9

36・2

36・5

61



1平安時代後期美術の概観

平 安時代後期の世俗画

日本人の日本美術への感覚

西域の美術

墳墓装飾の絵画

敦畑千仏洞

NocturalAttackonthePalaceofSanjB

UNESCO,ManthroughhisArt,WarandPeaceParis,1963

L'ArtJaponais-SculptureetPeinture-dans1'Antiquit6etauMoyen・Age.

JardindesArts,No.94Paris,1958

④ ・ 一 ・ 。パ 巡 回 口 木1t術 展 の 旅o,美 術 糊 究 会34・5

コ ー ク ン画 の 賭 相 美 術 史学 会 東 京 支 部大 会34・6

ギ メ ー)芝 術 館 の 東 洋 画 美 術 部研 究 会34・9

ヨ ー ロ ッ パ 所 在 の 中 央 ア ジ ア 美 術 資 料 英術 史 学 会 総 会34・10

LeRinceaudeVignedans1'ArtJaponaisAncien

ユ ネ ス コ'1こ{嶽東 西 文化 交 流 シ ンポ ジ ウム34・11

中国の文化財保存と美術史研究

中国古美術見学

所謂 「藤波絵草紙」の出典とその性格

平安時代の 「紫」

敦焼変文と絵解の問題

浄瑠璃寺の二重塔及び木党の絵画と彫刻

日木古代 ・中世絵画における空㎜構成

絵解きの伝統と現存例一 道成寺と本法寺

ギメー美術館の敦焼画HU

ペリオ将来,敦 焼画中の新資料二種

スペイン紀行

⑤平等院風鳳堂一 その来迎図を中心に一

西域の絵画

62

策術部研究会

美術部研究会

美術部研究会

美術部研究会

弔安文学会・説話文学会合同総会

奨術部研究会

期衙史学会総会シンポジウム

美術部研究会

美術部研究会

美術史学会総会

美術部研究会

東京国立博物館文化講座

鼻1(都国血博物館夏期講座

35・?

35・7

36・1

36.11

36.11

37・4

37・5

38・4

40・4

40・5

40・9

35・3

35・7

亀

■

■



θ

w

●

IV凋 査 研 究

中 国 の 博 物 館 と 文 化 財 保 護 に 就 い て 神 豪 川 県博 物 館 脇会 総 会35・8

中 国 歴 史 博 物 館 と 故 宮 博 物 院 京 都 国 立 博 物 館 友 の 会 講演 会35・10

中 国 の 美 術 館 と 博 物 館 ブ リヂ ス トン美 術 講 座36・10

源 氏 物 語 絵 巻TBSテ レ ビ37・10

鳥 獣 戯 画TBSテ レビ38・1

道 成 寺 縁 起 と わ が 国 に お け る 絵 解 き の 伝 統 五 島 美 術 館 講 座38・4

源 氏 物 語 絵 巻 の 絵 画1砿6美 術 館 講 座39・11

DeuxMilleAnsdans1'ArtJaponaisMaisoncluJapon,Paris19Ci8

RouleauxEnlumin6sduRomandeGenjiMuseeGuimet,Parisl958・6

FormationduStyleNationaldans1'ArtJaponais

UniversitedeParis1958・5

'ISMEO
,Roma1959・2

ProtectionduPatrimoineCulturelauJaponNHK,Overseabroadc.1961・5

LesDernieresTrouvaillesd'Arch6010gieChinolseetleNouveauMus6e

dePekin(1.2).InstitutFranco-Japonais,Tokyo1)1961・11

2)1962・2

TraditionsetCreationsdans1'ArtJaponais.

UniversitedeCopenhagen

Soci6t6desAmisdesArts,RabatetCasablanca.

HistoiredefartJaponaisUniversitedeBarcelone

UniversitedeLisbon

L'ArtauJaponUniversitedoMadrid

RouleauxEnluminesauJaponMedievalIslitutoGiapponesc,Roma

MuseeGuimet,Paris

1965・

1965

1965

1965

1965

1965・

1965・

LesPeinturesNouvellementDecouvertesdanslesTombesde1'Epoque

TangetleursRappo、rtsaveclaPeintureJaponaise

Mus6cGuimet,ParisI9(う5・

MusecRoV;dd'.へrtetd'Ilist`》it(㍉BruxeikslgG5・

ー

ワ
】

り
血

り

一

り
削

り

】

り
】

;{

3

G:3



伊 東 卓

②書 と料紙

f初 層天井板の落書

本阿弥光悦活画下絵歌巻

醍醐寺五重塔発見の仮名

正倉院御物東南院文書紙背仮名消息

宋元展を見て一 漢民族の精神性

書 と料 紙

④光悦について

⑥三十六人歌集一一 国宝西本願寺秘蔵歌集

治(前 第一研 究室長,昭 和38年3月31日 退 職)

角川書店,日 本絵巻物 全集1

吉川弘文館,醍 醐寺五重塔 の壁画

美術研究204

ミュー ジア ム114

藁術研究214

博物鮎 二Sス169

角川書 店,世 界萸術 全集4

美術 部研究会

KRTテ レビ

33・6

34・3

34・5

35・9

36・1

36・6

37・1

34.10

34.10

●

熊 谷1夫(元 第一研究室長,昭 和37年3月31日 退職)

② コオタン将来の金銅仏頭

中国初期金銅仏の二三の資料

太和八年銘丁柱造金銅蓮華手菩薩像考

叩寅銘王延孫造光背考

橘師将来吐魯番出土紀年文書

大谷コレクションの誓願画資料

西域の美術

舟の肖像 雲谷:n)1の 紹介一

壕未銘宝華造金銅三尊仏像
ベゼクリク第20窟寺将来楽人図

シルクロー ドの美術

室町時代の絵画

④T延 孫造の甲寅銘の光背について

Ordek'sNecropolis

ス タイン著書使用のエンブレムについて

⑥西域の美術

黄術研究200

黄術研 究203

焚術研 究208

英術研 究209

焚術研 究213

焚術研 究218

西城 文化研究5

萌春83

奨術研 究209

英術研 究218

シルクロード笑術展目録

平凡祉,家 庭萸術飢・日本

英術部研究会

焚術部研究会

焚術部研究会

名占屋中日

34・3

34・3

35・3

35・3

36・3

37・3

37・3

35・9

35・3

37・3

38・3

38・3

35・2

35・4

36・3

33・4

り

■1
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川 上 浬

②中 国 絵 画

牧渓 ・玉澗 ・梨楷

送源永春還国詩画巻と王謂

FineArts

1962年 の歴史学界(日 本史 ・中世・美術の部)

明清画の資料一 研究と鍍蔵の一側面

マ1鮎'1の秋声賦意図

新羅山人liり切の作品付軸 嚇 潴

口宋文化交流の一側面

中国人の絵画観一 古代の気韻一

③祁 秀佳筆山水図

伝夏珪筆山水図

管道昇筆墨竹図

戴明説筆墨竹図

IfiiHI」 梅図

王=APG'J筆山水図

④道沖賛の一画蹟

故宮博物院調査談

中村氏蔵伝夏珪筆山水図

閨秀の墨竹

送源永春還国詩画巻

送源永春還国詩巻

再び送源永春還国詩画巻について

明清展の絵画

四 王 呉 揮

四 王 呉 揮

新出の王謬筆山水図

華品と離垢集

Ⅳ 調 査 研 究

玉川百科大辞典17

みつゑ675

美術 研究221

RecentTrendsofEastAsianStudiesinJapan

36・5

36・7

36.11

37・3

史学雑WLIZ-538・5

ミュージ アム15038・9

美術 研究23640・3

ミュージ アム17440・3

筑摩 書房,日 本文化史341・1

漢文教室7541・3

国華79433・5

美術研究21336・3

国:華83036・5

美術研究21637・1

美術研究22638・10

美術研究23239・10

美術部研究会35・2

美術部究研会35・6

美術部研究会36・2

美術部研究会36・7

美術部研究会36・9

美術 史学会 総会36・10

美 術部研 究会37・10

美 術部研 究会38・9

美術 部研究 会38・10

東 大東洋文化研究所研究会38・10

芙術 部研究会39・2

美術 部研究会40・6

65
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中国古代の気韻

⑤故宮博物院

牧渓と梁楷

故宮博物院の蔵画の二三について

濡賜と源永春

顧榿之と呉道玄

⑥木年の美術史学界を顧みて(19591の1・・1顧)

故宮博物院を訪れて

ある蒐蔵家

故宮博物院の宋元画

(ii代絵画の理解のために

久 野 健

①法隆寺の彫刻(長 谷川伝次郎と共著)

薬師寺(福 山敏男と共著)

日木の彫刻

仏 像

AGuidetoJapaneseSculpture

神 護 寺

続 口木の彫刻(全6巻,田 枝幹/;とll')

②正花 与菩薩立像

板光背像について

鈷彫と未完成像

法華芋の仏像

浄楽 与の仏像と運慶

:irii古_i,rの彫像

東北ii代 彫刻史論上,下

檀像彫刻の展開

運慶様式の成立上,下
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美術部研究会41・

ブ リヂス トン美術館35・

NHK教 育 テ レビ35・

美術史学会総会35・10

東洋文庫東洋学講座39・6

ブ リヂス トン美術 館40・2

ミ}ジ アム10534・12

萌 春8335・9

博物館二3ス16335・12

博物 館ニュース16736・4

博物館ニ ュース19638・9

中 央 公 論 美 術 出版33・4

1f京 大学 川版 会33・11

1ヤ川 弘 文 館34・9

学 生 社36・11

繭 山 竜 泉 堂38・8

中 央公 論 美 術 出版39・9

美 術 出版 社39・2
^-40.1

国 華80033・11

萸 術 研 究19933・12

焚 術 研 究20334・3

南 都払 教634・6

奨 術 研 究20435・1

国 華81835・5

焚術 研 究210,21135・5,7

仏 教芸 術4335・7

ミュー ジア ム115,11635・10,11

D
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●

貞観木彫の誕生

唐招提i-.f.の彫 刻

薬師専薬師三尊の造立年代について

関東彫刻史からみた円空

行者系の彫刻

立木仏について

中尊寺彫刻とその周辺上,中,下

応保二年銘如意輪観音像

北条政1㌦追福の地蔵菩薩像

寄木造について

古代彫刻論

高知県の古代彫刻

関東古代彫刻史論

関東の近世彫刻

関東の詑彫について

銅製の垂髪をもつ菩薩半':ri像について

誕生仏について

二つの古代銅像一 朝鮮三国仏と白鳳仏一

飛 鳥 仏

大仏師善円とその作品

③面 の 表 情

自 鳳 論 争

飛 鳥 時 代

東京近郊の彫刻

奈良時代の美術

日 本 の 面

白 鳳 時 代

いかるがの生活他

落書か らみた奈良時代の生活

IV調 査 研 究

国華82435・11

近畿 日本叢書,唐 招提寺35・12

日本歴史15436・4

三彩14637・1

ミュージアム13037・1

美術研究21737。3

期 研究222,225,22838・2^-39.3

史　 と美術33338・4

ミュージアム14638。5

国華84338・6

岩波講座,日 本歴 史38・8

仏教芸術5339・2

学生社,関 東彫刻の研究39・10

学生社,関 東彫刻の研究39・10

学生社,関 東彫刻 の研究39・10

美術研 究23440・3

古美術1040・9

史　 と美術35940・11

古 代史講座1240・11

美術 研究24041・3

婦人之友52-533・5

芸術新潮9-833・8

美術手帖14733・9

芸術新潮9-933・9

日本 歴史大辞典34・1

ア トリエ38434・2

日本歴史大辞典34・3

日本ヅ)歴史234・3

日本の歴史3巻 月報34・3

6T
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仏教美術の神秘化

玉虫厨子は密陀絵か

力のこもった美術

・みちのくの仏像

日本史図録1

明王寺聖観音像

迎慶の新資料

菩 薩 坐像

束寺の兜践毘沙門立像

口本史図録2

彫刻作家と造像法

筆のたわむれ

口本史図録3

藤原彫刻の履開

ii国の鎌倉彫刻

朱衣金体の阿弥陀如来像

江戸時代前期の彫刻

d7本の仏像彫刻

天 部立 像

纐成就院蔵制死迦,姶 掲羅童子像の胎内納入物

④浄楽 芋の仏像と運慶

北海道の彫刻

十二世紀に於ける口木美術の動向

立*仏 について

浄瑠璃寺の三jR塔及び本堂の絵画と彫刻

寄木造について

、中尊寺の彫刻

神像の起源

大仏師善円とその作品

68



・

⑤法 隆 寺

日本の彫刻

X線 による古美術品の鑑定

関東の美術

奈良時代の美術

光学的方法による美術品の鑑識

彫刻から見た天平文化

古代の落1`{:

巡 慶

口本の美術一 鎌倉以後の彫刻

関東彫刻について

蛇ぽりの話

科学の時代一 仏像

芸術における口本的展開一 古代彫刻

鎌介地方彫刻について

仏像の鑑定

飛 鳥 仏

白鳳の仏たち

真 贋

日本の美術をたずねて

⑥地方別日本美術史

Ⅳ 調 査 研 究

日本 テ レビ33・4

高知市公民館33・4

NHKテ レビ33・6

根津美術館34・1

NHKテ レビ34・1

ブ リヂス トン美 術館34・7

東 京新 聞文化 講演会34・11

NIIK第1放 送35・2

NHKテ レビ35・5

NHKテ レビ37・10

横須賀博物館38・3

神奈川県立金沢文庫38・10

NHKテ レビ39・2

京都国立博物館39・8

鎌 倉国宝館39・10

NHKテ レビ39・11

毎 日放送40・9

毎 日放送40・10

NHK第2放 放41・1

朝 日放送41・3

EnciclopediaUniversaledell'Arte33・6
(執筆)

o

●

柳 沢 孝

②壁画の図像(高 田修と共同執筆)吉 川弘文館,醍 醐寺五重塔の壁画

壁画の様式と技法(宮 次男と共同執筆)吉 川弘文館,醍 醐寺五重塔の壁画

一字金輪may'図 について一 その図像学的並びに遺品の美術史的考察一

美術研究208

青 蓮院旧蔵の立像十二天図について 国華823

定 智筆善女龍王像をめ ぐる資料 美術史42

34・3

34・3

35・3

35.10

36.12

69



藤原時代普賢菩薩絵像の一遺例 美術研究22037・1

益 田家1日蔵の'u菩 薩絵像について 国華84737・10と

大和永久寺真言堂障子絵を藤田本密教両部大経感得図一 その製作年代と作家一

美術研究22437・9

転法輪筒とその絵画

It"11'i(院伝来の白描金剛界曼茶羅賭尊図像上,下

③平安後期仏画

醍醐 与美術関係文献口録

「古代絵1由i」の図版解説

行基菩薩像

束 与関係美術年表

束 与関係美術文献

平安後期の仏画

紺紙金字法華経及び聞結縄

永久 、i・.1'亮恵上人画像

阿弥陀曼 饗羅図

④青蓮院旧蔵の、ヒ像1・ 二天図

新出の普賢菩疏画像1こついて

浄瑠璃寺の三爪塔装飾画について

再び藤川'1*1'r教両部大季罷感得図について

永久寺と藤Ⅲ本両部ノく経感得図

永久寺伝来亮,山1上人1山i像

契術 研究23139・10

美術研究241,24241・3

美術 出版 祉,日 本美術 全史 上34・12

仏 教芸術4235・3

講 談社,f'1木 奨術 大系335・11

国準83336。8

仏 教芸術4736・11

仏 教芸術4736・11

角川書店,世 界萸術 全集537・1

古美術740・1

焚術研 究23340・z

災術 研究23540・3

美爾 部研究会35・11

美附 部研究会36・g

美槻擁37・4

焚術 部研究会37・5

英術史学会総会37。5

奨術 部研究会39・11

i　

の

田 村 悦 子

②西行の箪蹟資料の検討一 御物本円位仮名消息な蘇9っ て一

藤原俊成自筆r載 和歌集断簡日野切の考察とその集成

蜻蛉日記絵の調書断簡について

③男袋三郎絵詞断簡

④円位(西 行)の 筆蹟について

?0

黄術研究29436・3

焚術研究23340・2

美術研究24141・3

藁術研究22238・2

黄術部研究会35・3

○



・

o

o

猪 川 和 子

②延久元年銘十一一ilu観音像について

三井寺新羅明神像

浄楽寺諸像の胎内納入物と墨害

観世音寺馬頭観音像造顕考追記

吉祥天彫像

大仏師康誉作大口如来像

福岡東長寺千手観音立像

広島福智院の十一面観音像

竜華寺と文裁寺の十一面観音像

地天に支えられた毘沙門天彫像

邪鬼と地天女

土紋装飾のある仏像

関東の清涼寺式釈迦像

鬼 神 雑 考

神将形二天彫像上,下

福井羽賀寺十一面観音像

③解 説

解 説

⑤関東彫刻の名品について

宮 次 男

②壁画の様式と技法(柳 沢孝と共著)

一遍聖絵と円伊

談山神社蔵(1c.;tl'e曼誉羅について丸 中,下

地蔵堂草紙について

井上家旧蔵弘法大師伝絵巻について

蒙古襲来絵詞について

塀り競そ了幸蹄会巻

Ⅳ 調 査 研 究

美術研 究19933・12

国 華80033・11

美術究研20435・1

美術研究20435・1

美術研究21035・9

国華82936・4

大和文化研究3636・4

美術研究・21936・K

広島県文化財二1ス2038・10

美術研究22938・7

日本美術工芸31239・9

学生社,関 東彫刻 の研究39・10

美術研究23740・10

日本美術工芸32241・5

美術研究244,24541・1,3

美術研究24541・3

学生社,関 東彫刻の研究39・10

開隆堂,美 術指導 資倒集40・12

神 田 ・東電 ホール38・2

吉川 弘文館,醍 醐寺五重塔の壁画

美術研究205

英術研究221,222,223

国華851

美術研究232

角川書店,日 本絵 巻物 全集9

角川 書店,日 本絵櫓物rX1:1?

34・3

35・2

37.11
^-38.3

38・2

39.10

39.12

40・?

?1

J



小野雪見御幸絵巻

なよ竹物語絵巻

奥州十二年合戦絵の零巻について

一遍聖絵の錯簡 と御影堂本について

③平安後期の世俗画

山王霊験記

一遍聖絵

上代の壁画

繭最地獄(地 獄草紙のうち)

絵 巻物の進展

弘法人師在唐絵巻

古代中lt1'の秘画巻(田 中一松と)laldf)

玄奨二蔵絵巻

鶴 の 、1'〔紙

鎌倉時代の美術

④12×11・紀絵画にあらわれた山水の表現について

談山神社蔵法華曼蟹羅について

地蔵堂1'1'1:紙について

細画法華経変の2・3の 資料について

井上家旧蔵弘法大師伝絵巻の零巻について

再び弘泌人師伝絵准について

弘法大師伝絵巻の零巷について

鶴 の)'ll二紙

奥州十二年合戦絵%kに ついて

⑤鎌倉時代の絵画

絵巷物の展開

戸 田 積 佑(昭 和3?年6月1日 就職)

②五代 ・北宋の墨竹

72

角川書店,日 本絵巻物 全集1740・

角川書店,日 本絵 巻物 全集1740・

美術 研究23740・10

美術研究24441・

美術出版社,日 本美術 全史 上34・12

国華81735・4

角川書店,日 本m物 全集1035・7

萌春8335・9

美術手帖19136・7

角川書店,i十kfir'術 全集637・4

古美術439・3

国 文学解釈 と鑑 賞29-1239・12

古美術740・1

古萸術840・3

小学館,li本 の美 術40・6

美備部研究会35・12

美術 部研究会37・10

美術 部研究会38・2

ゆ造術 史学会総会38・5

英術 部研究会38・12

萸術部研究会39・4

萸術史学会総会39・5

芙術 部研究 会40・2

葵術 部研究会40・6

κ島美術館40・7

岩手大学40・12

・

・

・

0

9



←

ヒ

凸

9

IV調 査 研 究

智積院障壁画の研究 国華85038.1

湖州竹派について 美術研究23639.9

道釈 人物画 角川書店,世 界美術全集1640.3

劉節 筆藻魚図について 萸術研究24040・5

③ 幌元N+'竹 石図 国華85138.2

銭杜 築虞山草堂歩刀図 美術研究23038.9

呉宏筆懸竹図 美術研究23639・9

陸復筆怨梅図 美術研究24541・3

④智積院陳壁画の検討 美術部研究会37・12

銭杜箪虞山草堂歩月図と銭杜の画論 美術部研究会39・1

湖州竹派と北宋末党争 東大東洋文化研究所39・10

湖州竹派について 美術部研究会39・12

⑥方 聞,中 国絵画一 方法に関する一所見一(江 上緩と共訳)国 華87640・3

第 二 研 究 室

隈 元 謙次郎(第 二研究室長)

①藤島武二の人と作品(世 界名画全集続編)

黒 田 清 輝(日 本近代絵画全集2)

浅 井 忠(日 本近代絵画全集1)

近代日本美術の研究

②昭和32年 美術界概観

明治初期の洋画

小杉放庵の人と作品

五姓田義松に就て

青木繁の 「旧約物語」挿絵について

チャールズ ・ワーグマンとその周辺

岡倉天心と菱田春草

明治の絵画

平凡社36・11

講談社37・9

講談社38・12

大蔵 省印刷局39・6

日本美 術年鑑33年 版34・3

美術 研究20635・3

萌春8035・6

美術 研究21336・3

美術 研究21737・3

神奈川文化8-837・11

下伊 那教育6840・8

刀刊文化財2340・8

73



山本芳翠について

④浅井忠の水彩画

五姓田義松の作品

⑤浅井忠について

藤島武二の作品

岡倉天心の業績

岡 介 天 心

11天 心 人と思想

黒 田 清 輝

明治黎明期の庭術

黒 田 清 輝

⑥十賦松堂口記(if:木直彦著)1～3Y,s:(校 刊)

岡 畏三郎(ド 任研究官)

①小川楢r:・ 岸田ail'1(世 界名圃側 呪 編5,共 暑)

歌Ifs

国L'工・ウ芝泉・D拐:(共 著)

②近代の洋画人 ・岡川{郎 助

近代洋画の展開と版画芸術の復興

大il:期洋画史

奥村 ・石川派を中心 とする美人画の開拓

橋「1五葉伝

小出楢IRの 美術学校時代と初期作品

大1に期版画

小川楢Tの 初期作品について

③浮世絵C{休 コレクシ。ン)綱 集,解 説

⑥小糸糸源太郎年譜

?4

美術研究239

美術部研究会

美術部研究会

千葉県教育委員会

伊勢丹講堂

東京芸術大学

茨城県教育委員会

NHK第2放 送

ブリヂストン美術館

ブリヂストン美術館

NIIKテ レビ

中央公論美術出版

・F凡社

集英 社

溝談社

中央公論

'ド凡 社,世 界名画全集23

角川書店,世 界美術n集11

講談社,ii木 版画金集2

浮世絵芸術2

美術研究223

浮世絵芸術4

萸術研究228

毎 日新聞社

.処術出版M二,小 綜源太郎

41・3

34.12

35・2

36・9

36.11

37・10

39・2

39・10

40.10

40・11

40・11

40・9
～41・3

37・3

40・6

40・12

34

35・1

36・9

36・12

37・8

38・3

38・12

39・3

39-x41

40・10

・

a
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中 村 伝三郎

①竹内栖鳳(日 本近代絵画全集17)

② 戦後の秀作 ・彫刻

昭和32年 美術界概観 ・現代彫塑

昭和33年 美術界概観 ・現代彫塑

明治以後彫刻

「考える人」をめぐって(名 作物語)

近 代社会の美術

「松村家略系」 と呉春 ・景文伝

彫塑界とロダン

追悼 ・吉田三郎

日本現代彫刻の動向(上)(下)

木 内克の彫刻

日本芸術院史 ・彫刻

北村西望 人と作品

彫刻界の動き(戦 後日本美術)

荻原守衛 生涯と芸術(上)

日本近代彫刻史上における佐藤朝山

③彫塑(日 本文化・43)

「彫刻の新世代」展目録

松村景文筆曽中白梅豆鳥図

⑤近代の木彫

ロダンの 「考える人」……その影響

昭和38年 度美術界の阿顧と展望 ・彫刻

⑥ 日展彫FIJI雑感 ゜

樋ロシン(彫 刻新人発掘)

日展彫塑の新芽によせる

日展彫塑の新μし代1こ寄せる

全国彫刻コンクーノレ(宇部市第 ・同応募展)

IV調 査 研 究

講 啖社38・1

国立近 代美 術館 ニュース5134・2

日本美術年鑑(1958年 版)34・3

日本美術年鑑(1959年 版)35・3

美術 出版杜,日 本美術全 史下35・12

萌春8936・4

創元 社,日 本文化史(葵 術 と歴 史)36・5

美術研究21636・5

角川書店,世 界美術全集1136・9

三彩14937・4

東京新聞(夕 刊)37・8

みつゑ69337・10

日本芸術 院史38・3

国際写真 情報39・3

角 川書店,世 界美術 全集別巻39・7

美術研究23539・7

三彩18940。8

毎 日新聞36・10

国立近代美術館38・5

国華86138・12

・ 国立近代美 術館34・4

ブ リヂス トン美 術館36・2

ブ リヂス トン美 術館39・2

'詫彩12134 ・12

芸術 新潮35・3

三彩13335・12

7三彩14536・12

三彩16738の11
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日展の彫塑

小田裏(期 待する作家・4)

日展の彫塑

第1回 現代日本彫刻展(宇 部市常盤公園10.1～31)

現代 イタリア彫刻展をみて(座 談会)企 画,司 会

ミロのヴ ィーナスを語る(座 啖会)企 画,司 会

関 千 代

①上村松園(日 本近代繊画全舞～)

②1昭和32年 度現代口本画界の概観

昭和33年 度現代日本画界の概観

,C'v合会について

文 展 開 設

松園晩年作と能について

日木芸術院史(日 本醐)

戦後の口木画

鳳猫会 ・仮面会等覚書

③狩野/J/」S='a不動 明王

下村観山箪天心先生像画稿

前田冑邨筆宇治川図

鉄 斎 ほ か

三 彩16838・12

美 術 グ ラ フ39・5

三 彩18039・12

み つ ゑ73040・12

三 彩13636・3

三 彩17339・5

講談 社38・1

11本笑術年醜(1958年 版)34・3

日本築術年鍵(1959年 版)35・3

榮術研 究20935・3

角川書店,世 界英術 全集1136・9

萌春38・1

日本芸 術院 史38・3

角川書店3世 界葵術 全集別 巻39・3

笑術研究23239・10

国華83536・10

国華83536・10

萌春10137・5

開隆賞,英 術指導資料集40・12

坂 本 満(昭 和33年10月1[3就 職)

①近代絵画の先鋸者(近代世界築術全集1,坂 崎乙郎 ・佐々木英也と共箸)祉会思想社

グレコ・ベラスケス(世 界の美術)河 川書房新社

②狩 野 山 楽 平凡社,世 界名醐企集,桃 山の障屏画

16世 紀マニエリスム絵画の問題 学鐙

ゴヤの波紋 ・19世紀フランス文芸思潮に及ぽした影轡とスペインの後継者

みつゑ別冊
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IV調 査 研 究

マ ニ ャス コと ス ー テ ィ ン 美術手帖38・6

ベ ラス ケ ス 美術手帖39・10

洋 風 画 とマ ニ エ リスム 角川書店,世 界美術 全集840・10

17世 紀 の 威 信 芸 術新潮41・2

③ 現 代 美 術 図 版 解 説 講談社,日 本 美術大系35・9

17・8世 紀 の 絵 画 玉川百科大辞典,西 洋美術36・9

テ,ン トレ 。 ト¥1xpネ ー ゼ,カ ラ ヴ ァ ッジ梱 版 解 説

講談社,世 界奨術大系,イ タリア葵術36・6

16世 紀 ネーデルランド美術,概 説と図版解説,フ ェルメール,ハ ルス図版解説

講談社,世 界美術大系,オ ランダ・フランドル美術37・4

グ レコ論と図版解説,ゴ ヤの版画図版解説

講談社,世 界美術大系,ス ペイン美術37・11

17世 紀 スペイン絵画,概 説と図版解説 角川書店,世 界美術全集3338・8

17世 紀 の美術概説 小学館,世 界百科辞典別冊,西 洋近代美術40・3

初期洋風画図版解説 筑摩書房,日 本文化史740・9

④ ゴヤの最初の版画をめぐって 美術史学会東京支部大会34・5

ベ ラスケス作品解釈 美術部研究会39・5

初 期洋風画と16世 紀マニエリスム 美術部研究会40・2

日本初期洋風画の様式的背景 美術史学会総会40・5

⑥V.L.タ ピエ著バロック芸術(高 階秀爾と共訳)白 水社37・11

ブ レイク・ある幻縮 の談(編 訳)み つゑ38・1

シャルパ ントラ著バロック(訳 書)美 術出版社40・3

i 資

中 川 千

①古 九 谷

日本の工芸

②下「了白磁水注

料 室

咲(蛮 料室長)

斗λノ七ネ上33・7

1!r川 弘 文 館38・11

大 和 文 戦733・9
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古瀬戸の模様

法花茄紫地牡丹孔雀文壼

1わゆる祥瑞丸文装飾のある古九谷について

仁清作色絵けし文茶壺

仁清意匠の一考察

呉須赤絵の蓮と牡丹の模様

嘉靖金欄手瓶の意匠

宵白磁童子模様瓶について

いわゆる高台寺蒔絵の一硯箱と高台寺の蒔絵

明治後期陶磁工芸の一動向

③九 谷 焼

江戸時代の工芸上・下

柿右衛門 ・古伊万rjt.鍋島の模様

桃山～現代の陶芸

日本 ・束洋の陶磁 玉川百科大辞典,

染付の文様

伝統の工芸と民芸

工芸と意匠一弔安時・代一

近世の工芸

④古九谷の二三の作品について

古瀬戸の科学的凋査

明7r"rPの陶磁

宵白磁童子図瓶について

⑥明治以後の陶磁

日本陶芸の美

日本陶芸の歴史

目本の陶芸

日本工芸の意匠

明治大正の焼物

?8

美術研究20133・11

大和文華3134・10

美術研究20734・11

ミ3一 ゼ アム11135・11

美術研究21637・1

ミ3一 ゼ アム13837・9

奨術 研究22338・3

萸術 研究22939・3

奨術 研究23540・3

美術 研究24040・5

陶説6133・4

小Nl,図 説 日本文化 史33・6

陶説7434・4

美術出版 祉,日 木萸 術全史下35・12

日木 ・東洋美術36・5

ミュー ジアム12636・9

角∫11書1`ll,t畢七界範〃ド「i≧∫爬1136。9

角川 書店,世 界芙術 全集537・1

講絞社,{1堺 奨術大系1239・7

追術 部研究会35・3

処術 部研究会37・12

旋術部研究会38・9

契術部研究会39・2

国 立近 代美術館34・6

オー クラン ド美術館36・2

カ リフ ォルニ ヤ大学36・2

サ ンフラン シス コ放送局36・2

佐 賀図書館38・5

五 島美術 館39・6

亀

り



a

古九谷と古伊万里の意匠

中国陶の意匠

lV調 査 研 究

サン トリー美術 館40・2

五 局美術館40・4

上 野 ア キ

②装 飾 文 様 吉 川弘文 館,醍 醐寺1通 塔の壁 画34・3

トル フ ァ ン出土 彩 画紙1'.'につ いて 美術研究23038・9

古 代 の婦 人 像 一 」1三倉院 樹下JC人 図とその周 辺一 一 歴 史教育13-640・5

③ 喀 嘲 和 ・;〔出 土金 彩狩 猟文 木 片 美術研究22137・3

⑥ 故 小 林太 市 郎氏 著 作文 献 目録 研究3439・3

∂

t

.r

田 実 栄 子

②小千谷縮 ・越後上布一 その美と伝統技術との関連性一 ミュージァム10935・4

伝 上杉謙信所用金銀欄鍛子等縫合胴服について(上)(下)

一 伝上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類調査報告一一 美術研究216
,21936・5,11

染 織品の保存と陳列について一 日本服飾美術展の陳列に当って一

ミュージアム14238・1

伝 上杉謙信所用小袖十二領

一 伝上杉謙信・上杉景勝所用服飾類調査報告ニー 美術研究22838・5

伝 上杉謙信所用帷子四領

一 伝上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類巻調査報告三一

伝上杉謙信所用胴服八領(上)(中)(下)

一 伝上杉謙信・上杉景勝所用服飾類調査報告四一

③白麻地山水風景模様茶屋染椎子(京 都・田畑喜八氏蔵)

④徳川将軍家墓地発掘染織遺品について

'片倉家伝来黒綿子小袖に
ついて一 近世初期小袖一

片倉家伝来黒繍子小袖について

小千谷縮 ・越後上布一 現地調査報告一

伝上杉謙信所用金銀欄級子等縫合胴服について

伝上杉謙信所用金銀欄級子等縫合胴服について

美術研究23339・3

美術研究242・2・3… ぺ 廻菱、.1

三 彩18940・8

東京国立樽物 館友の会34・8

美術 部研究 会34・9

美術 史学会総会34・10

美術 部研究会35・3

纏 銘研究会36.9

芙術 史学会総会36・10
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一

「黄八丈」と 「かっぺた織」一 現地調査報告一 美術部研究会37・6

染 織品の保存と陳列について一 日本服飾美術展の陳列に当って一

美術史学会東京支部大会37・12

伝上杉謙信所用小袖十二領 美術部研究会38・12

伝上杉謙信所用帷子四領 美術部研究会39・la

⑤上野 ・東照宮伝来の伝徳川家康所用辻ケ花染胴服と紫縮緬陣羽織について

東京国立博物館40・3

⑥ 口木染織年表 講啖社,日 本美術大系835・5

口本染織年表 第一稿rl費 ガリ版刷35・5

染 色 玉川百科大辞典,造 形芸術35・11

光琳資料 呉服商雁金展関係及び能装束関係の柳胱,識 記

山根イ∫三欄 小西寒1日蔵光琳資料とその研究資料37・3

日本芸術院史の工芸分野担当Il木 芸術院史38・3

φ

ら

辻 惟 雄(ill伽137年6月1i1就1蕨)

②天球院障壁画の研兜(共 同執筆)

福井県法雲寺蔵のを葺佐又兵衛関係文.y,.1i'

暫積 院障壁画の研究

宕佐又兵衛の作画範川

③近世初期瓜俗画

四条円山派その他

桃山時代隙屏画

桃山 ・江戸時代の美術

山王祭礼 ・加茂競馬図屏風

i扇華83937・2

笈術 研 究22537・11

国 華86138・1

叉術 研 駅23038・9

角 川111店,世 界美 術 全 集938・1

角 川11}店,世 界 美術 全集1038・12

筑 摩 霜房,日 本 文 化 史540・1

小'"rIAt't,【1木i'1科 大 辞典,Il本 の美 術40・6

「蔭司華88741・2

簿

匂

江 上 綴(昭 和38年5刀111就 職)

●TheRiverStyleGardenandtheProblemsofNos7sjiinCarly

MediaevalJapan1ケ ω'α ・!lsie18038

1963年 の 歴 史 学 界 一一llll顧 とItch-i!i代6()Plif:と 川14執 筆)史'デ:雑 誌73-539・5

80



Ⅳ 調 査 研 究

、9陶 歴蝉 界_回 顧と囎_日 本古代美術 融 晃霜、共階)

その

「童子口伝書つき山水井野形図」の成立瞬生格上・下

④西本願寺本三十六人集の料紙装飾について

西本願寺木三十六人集料紙装飾の一整理

無動寺本 「山水井野)L図 」について

⑥方聞,中 国絵両一 方濯ミに関する一所見一(戸 川禎佑と11・N'i)

史学雑誌74-540・5

美術研究238,23941・1,3

美術 部研究会38・5

美 術史学会総会38。5

美術 部研究会39・6

国華87640・3

○ 2芸 能 部

」
A研 究 題 目

題口のつぎの括弧内の数字は年度を,共 は共同研究題日を示す。

演 劇 研 究 室

・

r

浦 山 政 雄(演 劇研究室長)

〔1〕 近世演劇の研究

(1}歌 舞伎脚本の研究(33～)

a)未 醗刻歌舞伎脚本の研究(33～)

b)河 竹 黙阿弥作者年表の研究(33～35)

(2)歌 舞伎舞踊の研究(33～)

a)歌 舞伎舞踊古曲の復元に関する研究(33～35,共)

b)日 本舞踊譜の研究(33～35,共)

(3}歌 舞伎演出史の研究(37～)

a)歌 舞 伎画証資料の研究(37～,共)

(4)歌 舞伎音楽の研究(35～,共)

(5)浄 瑠璃の音楽的理法の研究(35～,共)

a)レ コー ドによる近代義太夫節史の研究(35～)

81



i

b)義 太夫旋律の採譜方法の研究(35～)

c)義 太夫節の旋律型の研究(35～)

〔II〕 基礎資料の蒐集整理に基 く古文化財の実証的研究(36～37,共)

(1}芸 能関係資料の調査研究(36～37,共)

〔皿〕 ピッチレコーダーによる日本芸能の音楽的研究(39～,共)

玉 木 清 子(昭 和36年4月 就職 昭和39イ斜6月退職)

〔1〕 歌舞伎劇史の研究

(it初 期歌舞伎の民俗学的研究(36～37)

② 明治演劇雑誌の動向の研究(37～39)

〔m浄 瑠璃の音楽的理法の研究(36^39,共)

(1)邦 楽 レコー ドの分類 ・整理 ・保存に関する研究(35～39)

石 田 百合子(非 常勤,昭 和40年4月 就職,昭 和41{1'3刀退職)

〔1〕 近世演劇の研究

(11未 陳刻 ・未発表の歌舞伎脚木の所在澗査とそ0)分 析研究(40)

② 浄瑠璃の膏楽的理法の研究(40,1い

・

◎



IV調 査 研 究

音楽舞踊研究室

横 道 萬里雄(音 楽舞踊研究室長)

〔1〕 中!L・it±・1.;能の 音楽的 ・舞踊的研究

(11能 の音楽的 ・舞踊的研究(33～)

② 狂言の音楽的 ・舞踊的研究(33～)

㈲ 声明の研究(35～)

〔u〕 古典芸能の単元構成の研究

(1)能 および狂言の動作単元 ・リズム単元の研究(33～)

(2)近 世舞踊の動作単元の研究(33～38)

(3)日 本舞踊譜の研究(33～35,共)

〔皿〕 能および狂言における音楽様式の変遷の研究(33～)

〔IV〕 能楽資料の調査研究

(1}観 世宗家文書の調査研究(33)

② 観 世左吉家文書の調査研究(33)

〔V〕 近世演劇の音楽的研究

(i　 歌舞伎音楽の研究(39～,共)

② 浄瑠璃の音楽的理法の研究(35～,共)

a)義 太夫節を素材としての日本声曲のメリハ リの研究(35～)

〔VI〕 基礎資料の蒐集整理に基 く古文化財の実証的研究(35～37,共)

(1}芸 能関係資料の調査研究(35～37,共)

〔W〕 ピッチレコーダーによる日本芸能の音楽的研究(39～,共)
y

佐 藤 道 子

〔1〕 寺院芸能の研究

(1}各 宗派声明の比較研究(33～)

② 寺院に存在する呪師芸の研究(36～)

(3〕 密教行事の研究(38～)
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L皿〕 近世音楽の研究

(1}浄 瑠璃の音楽的理法の研究(35～,共)

a)邦 楽 レコー ド史の研究(35～)

② 歌舞伎音楽の研究(39～,共)

く皿〕 日本舞踊譜の研究(33～35,共)

(IV〕 ピッチレコーダーによる口本芸能の音楽的研究(39～,)1)

岸 邊 成 雄(非 常勤)

〔1〕 能の音楽的および舞踊的研究(34)

〔皿〕 目本z'r.1.!楽の比較音楽学的研究(35～40)

〔皿〕 箏曲楽曲の史的変遷の研究(38～)

郷土芸能研究室

三 隅 治 雄

〔工〕 郷土芸能の研究

(1}郷 上 芸能分類の研究(33～38)

f2)念 仏芸の研究(33～)

a)三 ・.1・遠国境地帯における念仏踊の研究(33～37)

b)念 仏狂言 ・練供養の研究(40～)

(3)風 流踊の研究(35～)

a)近 競地方に残存する風流踊とその踊歌の研究(35～36)

b)小 町踊の研究(38～)

t41田 楽 の研究(37～,共)

⑤ 南島の祭祀と芸能の研究(33～)

a)薩 南諸島の祭祀と芸能の研兜(33～)

b)琉 球 列鵬の祭祀と芸能の研究(33～)

【6}郷 土芸能分布の調査研究(33～)

〔皿〕 近世芸能の研究
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Ⅳ 調 査 研 究

(1〕 日本 舞 踊 譜 の研 究(33～35,共)

② 浄 瑠 璃 の音 楽 的 理 法 の研 究(35～,共)

a)義 太 夫 節 の芸 統 と伝 承 の理 法 の 研究(35～)

(3〕 歌 舞 伎 音楽 の研 究(39～,共)

〔皿 〕 ピ ッチ レコー グー に よ る 口木 芸能 の=+'r'fl:iii的研 究(39～,共)

s

池 田 彌 三 郎(非 常勤)

〔1〕 芸 能 の 民 俗 学 的研 究(33～)

(1}芸 能 伝 承 の論 理 の 研究(33～38)

(2)田 楽 の 研究(37～)

(3〕 琉 球 に お け る 「琉 球」 の 研究(40)

B調 査 研 究 活 動

年 ・月,場 所,内 容の順序に起し,末 尾に共岡調査lr等を付載。

演 劇 研 究 室

●

・

浦 山 政 雄(演 劇研究室長)

33・4前 橋 市 付 近 翁三番曼撮影

33
^-35.68東 京 日本舞踊譜作成のための撮影 ・録音 ・採譜

33・10東 京 国立博物館 日琉舞踊比較研究会扱影 ・録音

33・11日 本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音

34・4天 理 大 学 歌舞伎脚本撮影

34・9日 本 青 年 館 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

34・10日 本 青 年 館 全国民俗芸能大会搬影 ・録音

35・2京 都大学図書館 歌舞伎脚本調査

35・9神 戸市 安 原 家 安原コレクション邦楽 レコー ド調査 ・蒐集

35・7神 奈川県立音楽堂 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

35・10日 本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録z'r.t!

横道,戸 部

横道,三 隅,戸
部,佐 藤

横道,コ 隅,戸
部,佐 藤

横遊,質 隅,佐 藤

横道,究 隅,佐 藤

横道ドえ隅,佐 藤

横道,こ 隅,戸 部

横道 ド兇隅,佐 頗

横道,三 隅,佐 顧
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36ん1
4護 国 寺 新義真言宗豊山派声明録音

36・10日 本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音

36・11大 阪 池 田文庫 歌舞伎資料撮影

3?2
7東 京 文化会館 義太夫節録音

37・4宮 内 庁 楽 部 舞 楽 撮影 ・録 音

37・6伝 法 院 法華 八講 撮 影 ・録 音

37・10宮 内 庁 楽 部 舞 楽 撮影 ・録 音

37・10日 本 青 年 館 全 国 民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・録u

37・11神 戸市 農 村 舞 台 撮 影

38・4伊 勢 丹 文 楽 首 撮 影

38・4宮 内 庁 楽 部 郷 楽 撮 影.録 音

38・5単 稲 田 大 学 大 償 神 楽録 膏

38・7国 学 院 大 学 屠神 楽 撮影 ・録 音

38・10宮1/grア 楽 ゴ師`舞 楽 録,r.i

38・10興 立 講 常 企 国民 俗 芸 能 大会 撮 影 ・録 蹄

39・3東 京 文 化 会 館 卿 楽 撮 影 ・録.'r.II

39・3川 越 氷 川 神 社 万 作 踊 撮 影 ・録 蹄

39・3東 京 文 化 会 館 狂 言 旛 録 音

39・10東 京 文 化会館 蓋 リンピック芸術展示民俗芸能大会掘影 ・録
u

39・11た 阪 池 田文庫 歌卿伎脚本調査

39・12東 京 文 化 会 館 関 東 の 神楽 能 撮影 ・録,ti:1_i

39・12
×40.3鯨 歌鰍 下咄 燦 鯖

40・3日 本 青 年 賠 関東 ブ ロ ック民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・錬 音

40・10日 本 青 年 館 全 国 民 俗 芸 能 大 会撮 影 ・録 音

40・12k阪 池 田 文 庫 歌 舞 伎 資 料 撮 影

玉 木 清 子(昭 和36年4月 就職,昭 和39年6月 退職)

36・4護 国 寺 新義真言宗豊山派声明録音
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横道,佐 藤,玉 木

横道,≒ 綱,佐藤
,玉 木

横道,戸 部,佐 藤

横道,三 隅,佐
藤,玉 木

横道,三 隅,佐
藤,玉 木

横道,佐 藤

槽道,三 隅,佐

、藤・玉木

横道,三 隅,佐
藤,玉 木

横道,三 隅,佐藤
,玉 木

横道,三 隅

横道,三 隅,佐 藤

竃隅,玉 木

横道,三 隅,佐
藤,玉 木

横道,三 隅,佐
藤,玉 木

横道,三 隅,佐 藤

横道,佐 藤

横道,三 隅,佐 藤

横道,三 隅

棋道

三隅

横道,三 隅.佐 藤

i

1

の
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36・10日 本 青 年 館

36。11共 済 会 館

37・4宮 内 庁 楽 部

37・6伝 法 院

37・10光 明 寺

37・10日 本 青 年 館

38。4{1}勢1'}

38・4宮 内 庁 楽 部

38・10宮 内 庁 楽 部

38・10共 立 講 堂

38・11久 保 講 堂

39・3東 京 文 化 会 館

全国民俗芸能大会扱影 ・録音

全国青年大会郷土芸能撮影・録音

舞楽撮影 ・録音

法華八講撮影 ・録音

御十夜法要撮影 ・録音

企国民俗芸能大会撮影 ・録音

文楽首撮影

舞楽撮影・録音

舞楽録音

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

全国青年大会郷土芸能撮影 ・録音

舞楽撮影・録音

Ⅳ 調 査 研 究

浦 山,横 道,三隅
,佐 藤

三隅

浦山,横 道,三
隅,佐 藤

浦山,横 道,三隅
,佐 藤

横道,佐 藤

浦 山,横 道,三隅
,佐 藤

浦 山,横 道,三
隅,佐 藤

浦 山,横 道,三
隅,佐 藤

浦 山,三 隅

浦 山,横 道,三
隅,佐 藤

三隅

浦 山,横 道,三
隅,佐 藤

も

・

戸 部 銀 作(非 常軌 昭和40年3月 退職)

33
^・35.§ 鯨C."::'::譜 作成 の た め の 撮影 ・儲 ・採 譜

33・10東 京 国立博物館 日琉舞踊比較研究会撮影 ・録音

35.3名 古屋 西川流伝承古典舞踊の実態調査

35.9神 戸市 安 原 家 安原コレクション邦楽レコー ド調査 ・蒐集

37ん1
3兵 庫 兵庫県下残存舞台の調査

37ん2
7東 京 文 化会館 義太夫節録音

38ん1
3大 阪,東 京 日本の古典芸能の養成実態についての調査

39る1
3兵 庫,東 京 日本における俳優学校の歴史と現状調査

浦 山,横 道,三
隅,佐 藤

浦山,横 道,三
隅,佐 藤

佐 藤

浦山,横 道,三 隅

浦 山,横 道,佐 藤

音楽舞踊研究室

横 道 寓里雄(音 楽舞踊研究室長)

33・4前 橘 市 付 近 翁 ・三番曳撮影 nli;li9戸 部
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33
^-35.68東 京 日本舞踊譜作成のための撮影 ・録音 ・採譜

33・11日 本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音

33・11東 京 国立博物館 日琉舞踊比較研究会撮影 ・録音

34・9日 本 青 年 館 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

34・10日 本 青 年 飽 全国民俗芸能大会撮影 ・録音

35・7神 奈川県立音楽堂 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

35・9神 戸市 安 原 家 安原コレクション邦楽 レコー ド調査 ・蒐集

35・10El木 青 年 館 企国民俗芸能大会撮影 ・録ドf

36・1護 国 寺 新義期 宗豊山派声明録砕

36・4東 本 願 専別 院 坂東曲念仏1.1

36・1011本 青 年 館 全国民俗芸能人会撮影 ・録 音

37・2鯨 文化会 蝕 義太櫛 鯖

37。41㌶ 内'ア 楽 部 劉ド楽ヨ最影 ○食糞膏

37・6伝 法 院 法華八ll劇最影 ・録 音

37・10光 明 専 御十夜法要撮影 ・録iY.II

37・10窟 内 庁 楽 蒲;舞 楽搬影 ・録膏

37・10日 本 冑 年 館 企困民俗芸能人会撮影 ・録膏

38・4伊 勢 丹 文楽首撮影

38・4宮 内 庁 楽 部 卿楽撮影 ・録 音

38・5ji吃 稲 田 大 学 大償神楽録青

38・7国 学 院 大 学 岳神楽撮影 ・録膏

38・7千 葉 県 庁 千葉県芸能大会掘影 ・録膏

38・8徳 島 人形回 し部落調査

38。8鋳 イ山 会 能装束 ●道具4最影

38・10長 谷;p伝 法大会撮影 ・録音

38・10共 立 講 堂 全国民俗芸能大会撮影 ・録音

39・3宮 内 庁 楽 部 舞楽撮影 ・録音
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浦山,三 隅,戸
部,佐 藤

浦山,三 隅,佐 藤

浦山,三 隅,戸
部,佐 藤

浦山,三 隅,佐 藤

浦山,三 隅,佐 藤

浦山,三 隅,佐 藤

浦山,一く隅,戸 部

浦山ドこ隅,戸 部

浦lli,佐藤,五 肇く

三隅

浦山,三 隅,佐
藤,玉 木

浦山,戸 部,佐 藤

浦山,三 隅,佐

藤,.E木

浦山,紘 隅,佐
藤,i沐

佐藤,」 沐

浦山,佐 藤

浦山,三 隅,佐藤
,玉 木

浦 山,三 隅,佐
藤,玉 木

浦山,三 隅,佐
藤,玉 木

浦山,三 隅

浦山,三 隅,佐 顧

三隅,佐 藤

藤

藤

佐

佐

佐鳳三
木,玉

山

,

浦
藤

佐隣三
木
,
玉
山

,

浦

藤

t

r

・
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IV調 査 研 究

39・3川 越 氷 川神社 万作踊撮影 ・録音 浦山,三隅,佐藤

39・3東 京 文 化会館 狂言謡録音 浦山,佐藤

39・8鎮 仙 会 能装束 ・道具測定 佐藤

39… 鯨 文 化会館 翻 ンピ・ク芸"侍展示民儲 鰍 餓 影 ・録 、1賑 隅,佐藤

39・11埼 玉 鷲 宮神社 鷲宮神楽撮影

39・11千 葉 東 之庄町 笹川神楽撮影

39・12東 京 文 化会館 関東の神楽能撮影 ・録膏 漁h ,一鋼

39.12
^40.3糊 麟 伎下座灘 瀦 河、。、

40・3東 大 寺 修二会撮影 ・録音

廻{1.z東 京 日本舞踊譜作成のための撮影 浦ロ,,三隅,佐薦

40・10日 本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音 浦山,三隅,佐藤

41・2西 大寺・宝山寺他 南都の声明撮影 ・録音

y

○

佐 藤 道 子

鞠5.1鯨 日本舞踊譜作成のための撮影 ・p・ 採譜

33・11東 京 国立 博物館 日琉 舞踊 比 較 研究 会 撮影 ・録 音

33・11日 本 青 年 館 全 国 民俗 芸 能大 会 撮 影 ・録 音

34・9日 本 青 年 館 関 東 ブ ロ ッ ク民 俗芸 能 大 会 撮 影 ・録 音

34・10日 本 青 年 館 全 国民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・録 音

35・3名 古屋 西 川 流伝 承 古典 舞 踊 の実 態 調 査

35・7神 奈 川県立 音楽,,関 東 ブ ロ ック民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・録z'r.LI

35。10日 本 青 年 館 全 国 民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・録,:ii

36・1護 国 寺 臓 真 諒 舳 派 声 ・り」鯖

36・10日 本 青 年 館 全 国 民 俗 一14'1.'能大 会 撮 影 ・録 音

37・2鯨 文 化 会 館 数 蜘 島鰭

37・4宮 内 庁 楽iifs舞 錫ll撮影 ・録 音

37・6伝 法 院 法 マil!八講 撮 景三・録 肖:

浦山,横 道,三
隅,戸 部

浦山,横 道,三隅
,戸 部

浦山,横 道,三 隅

浦山,横 道,三 隅

浦山,横 道,三 隅

戸部

浦山,横 道,一句隅

浦lh,横 道,笠 隅

浦山,棋 道,!ミイニ

浦山,横 道,° 乱
隅,財 二

浦山,横 道,戸 露1;

浦lll,横 道,"三
隅,臼 く

浦山,横 道,{
隅,},イ く
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37・10光 明 寺 御十夜法要撮影 ・録音

37・10宮 内 庁 楽 部 舞楽撮影 ・録音

37・10日 本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音

37・11共 済 会 館 全国青年大会郷土芸能撮影 ・録音

38・4伊 勢 丹 文楽首搬影

38・4宮 内 庁 楽 部 舞楽撮影 ・録音

38・7千 葉 県 庁 千葉県芸能大会撮影 ・録aY.II

38・7国 学 院 大 学 岳神楽撮影 ・録音

38・8鋏 仙 会 能面 ・能装束撮影

38・10i<谷 寺 伝法大会撮影 ・録膏

38・10共 立 講 堂 全国民俗芸能大会撮影 ・録音

39・3東 京 文イヒ会 食肖 卿楽摘乏影 ●録丁7

39・3川 越 氷川神 社 万作踊1最影 ・録音

39・3東 京 文化会館 狂言講録跨

39・8鏑 仙 会 能面 ・能装束測定

39・10東 京 文化会RI'S醐
1-1

40・10il本 冑 年 館 全 圃 民 俗 芸 能 大会 撮 影 ・録 肖、

オ リンピック芸術展示民俗芸1彪人会撮影 ・録
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IV調 査 研 究

郷土芸能研究室

三 隅 治 雄

33・6長 野 下 伊 那 郡

33・6 東京
^-35.8

33・8 沖縄
～9

33・10東 京 国立博物館

33・11日 本 青 年 館

34・2岐 阜 下 呂 町

34・3武 生市

34・7大 町市

34・7青 森 田 名 部 町

34・9日 本 青 年 館

34・10日 本 青 年 館

35・2岡 山市

35・3大 阪涼 都浜 庫

35・7神 奈川県立音楽堂

35・8大 阪 能 勢 町

35・9神 戸市 安 原 家

35・10日 本 青 年 館

35.10 東 京
^-36.4

35・10奈 良,京 都

36・1福 岡 瀬 高 町

36・2長 崎市

36・2八 幡市 木 屋 瀬

36・4東 本 願 寺 別 院

36・8佐 久市 跡 部

阿南町早稲田・新野の虫送りの芸能撮影

口本舞踊譜作成のための撮影 ・録音 ・採譜

沖細 ・八重山各地の祭祀と芸能扱影

日琉舞踊比較研究会撮影・録音

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

森八幡社田の神祭撮影

野大坪万才 ・水海能舞神事撮影

若一王子神社祇園難子撮影・録音

恐山地蔵祭 ・田名部のイタコ撮影

関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

中国・四国ブロック民俗芸能大会撮影

風流踊撮影・録音

関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

盆踊撮影

安原コレクション邦楽レコー ド調査・蒐集

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

東京各地民諸撮影 ・録音

風流踊撮影

幸若舞撮影 ・録音

九州ブロック民俗芸能大会撮影

宿場踊撮影

坂東曲念仏録音

念仏踊撮影。録音

浦山,横 道,戸
部,佐 藤

浦山,横 道,戸
部,佐 藤

浦山,横 道,佐 藤

浦山,横 道,佐 藤

浦山,横 道,佐 藤

浦山,横 道,佐 藤

浦 山,横 道,戸 部

浦山,横 道,佐 藤

横道
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36・8滋 賀
・ 騨

36・9福 島 市

36・10岩 手 大 迫 町

36・10日 本 青 年 館

36・11共 済 会 館

36・12大 阪 市

37・2奈 良 石 上 神 宮

37・2神 戸 市 長 田神 社

37・2東 京

37・2山 形

37・2秋 田

37・4宮 内 庁 楽 部

37・4

37・5

37・6

37・7

3?・9

37・9

37・9

37.10

37.11

38・1

38・4

38・4

38・5

38・5

38・7

38・7

92

風流踊撮影 ・録音

東北ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

大償 ・岳の山伏神楽撮影 ・録音

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

全国背年大会郷土芸能撮影 ・録音

近畿 ・東海 ・北陸ブロック民俗芸能大会撮影
・録音

鎮魂祭調査

追儀祭撮影

徳丸 ・赤塚田遊撮影 ・録欝

田植踊笥民俗芸能撮影 ・録音

番楽 ・獅子踊食?;民俗芸能書般影 ・録Yr,11

舞楽撮影 ・録音

高崎市 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・iii

千葉市 千葉県民俗芸能大会撮影 ・録r?

伝 法 院 法11㍉'八講撮影 ・録音

千葉 光 田∫ 鬼来迎撮影 ・録,,:ii

薩南踏醐y{祀 と1:能 撮身1三・録高・

沖縄木鴎 察祀とノ浦ヒ撮影 ・録肖・

秋旧市 響1ヒ 北゚ 渤 ブ11・・iク民俗芸倣 会撮影 録゚

日 本 青 年 館n国 民俗}冒亜ま大Jこ撮影 録゚ 音

共 済 会 館 全国1,∫年大会郷上芸能撮影 ・盆表音

肯森 八 戸 市 山伏神楽 ・えんぷり撮膨 ・録 　・.ii

伊 勢 丹 文楽首撮影

宮 内 庁 楽 部 舞楽撮影 ・録 音

毎 日 ホ ー ル ロ木郷土芸能大会撮寿杉

早 稲 Ⅲ 大 学 大償神楽録i',:i

国 学 院 大 学 岳神楽撮影 ・録音

和歌山 那智神社 扇察 ゜田楽撮影 録゚ 音

浦山,横 道,佐藤
,玉 木

玉木

浦 山,横 道,佐糠
,玉 木

浦 山,横 道,佐

藤,」 こ,1く

浦山,横 道,佐
藤,玉 木

佐藤

浦III,横 道,佐
鳳翻 玉木

浦111,横 道,佐

噸,玉 木

nlii」1,横道

id1山,横道,佐 藤

も

Y

●



・
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38・7

38・7

38・8

38・8

38・8
,.,,g

38・10

ss・10

38・10

38・11

38.11

38・11

38.12

39・2

39・2

39・2

39・3

39・3

39・2

^-3

39・5

39・8

39・10

39.10

39.11

39.12

39・12

40・2

40・2

40・2

40・3

和歌山 古 座 町

千 葉 県 庁

千葉 光 町

愛媛,高 知

徳局 池 田 町

宮 内 庁 楽 部

静岡市

共 凱

久 保

高知市

神戸市

千葉市

青森市

八戸市

酒田市

講 堂

購 堂

東 京 文 化会館

川越 氷川 神社

静岡 水 窪 町

毎 日 ホ ー ル

長野 松 本 市

横浜 高 島 屋

東 京 文化会館

沖縄

埼玉 鷲宮神社

東 京 文化会館

福島

キ'ぽ

r一

月 本 肖 年 館

IV調 査 研 究

船祭扱影

千葉眼民俗芸能大会撮影 ・録音 横道,佐藤

鬼来迎撮影 ・録音

花取踊 ・太刀踊撮影

盆踊扱影

舞楽録音 浦山,玉木

関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

浦山.横道.佐全国民俗芸能大会撮影 ・録音
藤,!こ木

全国青年大会郷土芸能撮影 ・録音 玉木

中国 ・四国ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

近畿 ・東海 ・北陸ブロック民俗芸能大会撮影
・録音

千葉県民俗芸能大会撮影 ・録音

青森県下神楽撮影 ・録音

えんぶり撮影 ・録音

黒森歌舞伎撮影 ・録音

浦山,横道,佐舞楽撮影 ・録音 藤
,玉木

万作踊撮影 ・録音 浦山,横道,佐藤

西浦田楽撮影

ロ本郷土芸能大会撮影

盆行事撮影

神奈川県民俗芸能大会撮影

オ リンピック芸術展示民俗芸能大会撮影 ・録 浦山,横道,佐

音 藤

沖縄各島民俗芸能撮影 ・録音

土師流神楽撮影

関東の神楽能撮影 ・録音 浦山,横遭

m植 踊 ・念仏踊等民俗芸能撮駈 ・録 音

田植踊 ・鹿踊等民俗芸能撮影 ・録肖㌦

練供養 ・鹿島踊撮影

関束民俗芸能大会撮影 ・録音 浦山,横道
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40・4二 荒 山 神 祉

40・7千 葉 光 町

+1°・7
..,g繭 舳

40・9薩 南 諸島

40・10日 本 青 年 館

40・11岸 体 青 館

41・2静 岡 水 窓 町

41・3甲 府市

41・3小 牧市ほか

弥生祭撮影

鬼来迎撮影

八月踊等民俗芸能撮影

八月踊 ・賭鈍芝居等民俗芸能撮影 ・録音

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

全国宵年大会民俗芸能撮影 ・録音

西浦田楽撮影

関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

豊年祭・田遊祭撮影

池 田 禰三郎(非 常勤)

38～40島 根 ・岡山 出雲 ・古備地方における文学と芸能の調査

40・11沖 縄本島・宮古島 沖細の民俗と芸能の調査

C主 要 研 究 業 績

浦 山,横 道,佐 藤

① は著轡,⑦ は諭文,⑨ は解 説,④ は研究 発表,⑤ は講演 ・放送,⑥ はその他等の租別 を示

し,閥 名,発 表場所(発 行所,掲 載詑,請 演場所・放送局等),発 衆年 ・月の順序に記す。

a

演 劇 研 究 室

L

浦 山 政 雄(演劇研究蜜長)

①歌舞伎脚木集上(日本古典文学大系53)

歌舞伎脚本集下(日本古典文学大系54)

③金毘羅利生紀の伝系

河竹黙阿弥作者年衷

近世演劇研究の問題点

近松作品の種類

鶴屋南北と 「四谷怪談」

③能どり舞踊を検討する

94

岩波書店35・2

岩波書店36・12

国語 と国文学33・10

近世国文学35・ ユ0

国語 と国文学39・6

解釈 と鑑賞40・3

解釈 と鑑賞40・5

演劇界

ワ

S



「

φ

I
I
I
I
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r

l

邦楽の歴史

⑤ 日本の古典 「冥途の飛脚」

日本の古典 「丹波与作待夜の小室節」

義太夫節研究資料としての安原 コレクション

ことばの芸能 「歌舞伎」

ことばの芸能 「浄瑠璃」

このばの芸能 「端唄小唄」

浄瑠璃の鑑賞(晒 り物の系講講座)

国語研究 「菅原伝授手習鑑」

神楽能と歌舞伎(研 究所開所記念行事)

近世歌謡と三味線音楽(日 本歌謡学会大会)

IV調 査 研 究

演劇界39・2

NHKラ ジオ33・10

NHKラ ジオ35・11

東京国立博物館講堂35・12

NHKラ ジオ36・11

NHKラ ジオ37・1

NHKラ ジオ37・3

実 践女子大学37・7

NHKラ ジオ37・10

東 京文化会館39・12

明治大学40・6

石 田 百合子(非 常軌 昭和40年4月 就職,昭 和41年3月 退職)

②源氏物語の音楽 東洋音楽研究40・8

M

戸 部 銀 作(昭 和40年3月 退職)

②美を解 く芸術(歌 舞伎と踊り)

③ 歌舞伎の役柄 ほか多数

⑥ 「大商蛭小島」演出

「長町女腹切」演出

「心中刃は氷の朔 日」演出

「博多小女郎浪枕」演出

東洋経済

演劇界

歌舞伎座

歌舞伎座

歌舞伎座

日生劇場

33・6

33^-40

37・6

38・6

39・6

40・1

6 音楽舞踊研究室

横 道 寓里雄(音 楽舞踊研究室長)

①能 と 狂 言

諸 山 集 上

能 ・狂言名作集

大同書院

岩波書店

筑摩書房

34・4

35.12

3?・9

95
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謡 曲 集 下 岩波書店

②能と狂言一 能楽師一 日本の芸術

嬢 捨 検 討 七世鎮之丞還暦能パンフレット

劇能 と風流能 謡曲・狂言 ・花伝書

能と狂言の社会習俗 講座日本風俗史

早歌の新旧 中世文学の世界

②木賊について 橋岡久太郎追善能パンフレット

桧 垣 断 章 観世荊雪追醤能パンフレッi・

③忠度 ・隅田川 ・舟弁慶 解釈と鑑賞

能i]本 文学必携

千鳥 ・八千代獅 子 宮城会会報

難 波 獅 子 宮城会会報

夕 顔 宮城会会報

NOHandKYOGENI3113LOGltAI'llYofJAPANESESTUIIIES

末 の 契 り 宮城会会報

秋の言の葉 宮城会会報

能楽難子秘曲集(レ コード解説)日 本ビクター

四季の眺め 宮城会会報

三 番 曳 狂言

狂言界の現状とその芸系 芸術集狂言の会パンフレット

鬼 さまざま 狂言

iiヒ阿弥にまなぶp.H.p

能 の 扮 装 観世

世阿弥と現代(九 位次第を中心に)鋳 仙

1等 の 春 窩城会会報

茶 音 頭 宮城全会報

さ む しろ 宮城会会報

能 刀刊文化財

能は生きている オリンピック能楽祭パンフレット

96

38・2

33・6

33.10

33.12

34・7

35・3

39・9

90.10

33.10

34・6

34・8

34.10

35・1

35・3

35・3

35・G

36.11

36・6

as・s

36.11

36.11

37・1
^-12

38・6

^-10

38・1

38・4

38・?

38.11

39・9

39.10

噛

蝦

9

」
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松 竹 梅

御 山 獅子

け しの花

④翁 の研究

中世のL

μと阿弥の能

,<<rJJと中世声曲

⑤能舞台について

能のドラマ トゥルギー

謡曲の小段

室町時代の芸術

能 の 面

能の扮装の諸類型

能面と狂言面

能 の舞 踊

能 の音 楽

狂言の特色一 棒縛一

狂 言 の謡一 二人大名一

狂 言 の舞一 彙山m

狂言の歴史一 首引一

邦楽の歌詞

能 の唯 子

中世の芸能

能の舞事について

能 の 美

能郷能について

謡 曲

言葉の風唯

能 の 型

IV調 査 研 究

宮城 会会報40。2

宮城会会報40・8

宮城会会報41・1

34.11芸能
～35・3

東 洋音楽学会大 会35・7

38・6観世
^・10

來洋 音楽学会大会38・7

東 京能楽鑑賞会33・5

伝統 芸術の会33・5

第一銀 行謡曲研究会33・5

NHKテ レビ33・6

東京能 楽鑑賞会33・8

学 生鑑賞能33・10

学生鑑賞能33・10

東京能楽鑑賞会33・11

東京能 楽鑑賞会34・2

NETテ レ ビ34・3

NETテ レビ34・3

NETテ レビ34。3

NETテ レビ34・3

邦楽技能蒲 成会34・4

東京能楽鑑賞会34・5

草月教餐 クラブ34・5

学生鑑賞能34・6

華道 学術講座34・7

日本テ レビ34・9

NHKラ ジオ35・1

N111{ラ ジオ35・1

算 踊家研 修指 導講 習会35・8

97



L

能楽の唯子について

能 の 小 段

能 と現 代

能 の 音 楽

能と狂言について

能装束の着付

目本演劇 と仮面

桃lU時 代の能楽

能の嘱子について

世阿弥記念能楽講座

能の舞の).1礎

芸 術 艦 賞 一能一

鎌倉室町時代の文化財 ・芸能

能 ・狐言の世界

能 と 狂 詫

能 の 貯a:

西木願 与能斯台℃;について

能の跨楽的紐織

能 の 特 質

能 の 伎 法

能と猟、3の語り

能と狂言について

⑥映画r日 本の舞踊」(制 作協力)

芸 術 祭 能(企 画)

芸術祭狂言の会(企 画)

芸術祭狂言の会(企 画)

能聖世阿弥展(企 画・解説)

芸術祭能の会(企 画)
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東京女子大学文化祭35・11

第一銀行謡 曲研 究会35・12

NETテ レビ,NHKラ ジオ36・2

NHKラ ジオ36・6

繍 家研儲 醐 習会36・8

学生鑑 賞能36・10

演劇講座37。2

教師の ための文 化史講座37・3

学生鑑 賞能37・5

38・5鏡 仙会
～7

舞踊寡 研修指 導講 習会38・8

38・8NHKテレビ
^-12

文化財指導 者講習会38・10

芸術文 化講 習会39・6

校長指導主 事研修 講座39・6

紀伊国 屋ホール39・9

能 而能装束展言己念能39・10

あけぼ の会39・10

司法研修所40・5

0芸 術 学院4° ・67

40.11鎮 仙会
^・41.2

外 務研修所41・1

34・6岩波 映画
^-12

日比 谷公会堂34・11

水道橋能楽堂36・11

水道橋能楽堂37・11

伊勢丹ホール38・5

水道橋能 楽堂38.9^・10

●



F

レコ ー ド 「能 」(監 修 ・解説)

映 画 「日本 の能 」(制 作監修)

IV鯛 査 研 究

臼本 ビクター38・12

徽 画4° ・9^-41.2'

佐 藤 道 子

②邦楽 レコー ドの変遷一 競太夫節を中心として一

束京国立文化財研究所発行 音盤 目録141・3

●

レ

v

岸 邊 成 雄(非 常勤)

① 東 洋 の 音 楽(ラ ッハ マン原著)訳 註 音楽之友 社

唐 代 音楽 の 歴史 的 研 究 楽 制 篇 上 巻 東京大 学出版会

唐 代 音 楽 の 歴史 的 研 究 楽 制 篇 下巻 東京大 学出版会

日本 楽 器 の変遷(美 術講座No.3)五 島美術館

② 邦 楽(日 本の芸術)東 洋経 済新報社

絃 楽 器 の 種 類 フ ィルハーモニー

Music,K.B.S.BibliographyofStandardJapaneseBook

国際文化振興会

此 較 音 楽 学 の業 績 と方法 東京大学教養学部比較文化紀要

能 の 音 楽 と東洋 の音 楽 現代謡曲全集11

AChinesePaintingoftheTangCourtWomensOrchestra

TheCommonwealthofMusic

④ 筑 紫 箏 の 音 楽 東 洋音楽学会大会

正 倉 院 の 楽 器 民族音楽学会大 会(コ ロンブス ・インディア)

西 域 音 楽 の7i伝 ロン ドン大 学

口本 音楽 研 究法 国際比較音楽研究所(ペ ル リン)

⑤ 邦 楽 放送ll望説NHKラ ジオ

現 代 邦 楽 解 説NHKラ ジオ

邦 楽 のr引NHKラ ジオ

眼 で 見 る 日本 音 楽 史NHKテ レビ

::,.
ii:,1史NETテ レビ

35-8

35・2

36・3

36.11

33・10レ

34・?

m

35

36・3

39・6

40・2

36・6

37・12

38・6

40・?

33^40

33^-40

34

34

34
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三 味線音楽 と日本人

世界の音楽

日本の芸能

平家物語万華鏡(監 修 ・解説)

東 洋 音 楽

アジヤ民族音楽祭

能 と日本人(監 修・解脱)

民 族Ti:楽

邦楽の 弼i

東洋の宗教音楽

義太夫音楽

三曲について

日本の楽器

箏 曲

箏 曲

邦楽のとびら(嘘 修 ・解説)

能 の 音 楽

p本.Y_1_1楽の道 しるぺ(監 修 ・解説)

レ コー ド 「口木の伝統膏楽」(英 文解脱)

郷土 芸能研究室

三 隅 治 雄

①年中行事辞典(共 著)

郷 土 芸 能

民族の芸能

②風 流(日 本民俗学大系9)

男芸の民俗(日 本の芸術)

沖縄芸能の現状と日本の芸能

ユoo

NHKラ ジオ35

NETテ レビ35

NHKテ レビ35

KRテ レビ35

NHK邦 楽 技能 蒲 成 会35・3

NHKラ ジオ35・12

NHKラ ジオ36・1

CBCラ ジオ36

NHKラ ジオ36

鰻 好 嫁 教音翻 修会36,39^-4。

ワシン トン大学37・7

カ リフ ォル ニア大学37・11

アメ リカ膏楽学会 大会(コ ロンブス)37・12

ハーバ ー ト大学38・1

スタンフォー ド大学38・5

NIIKテ レビ38

国瞭}㌣楽 協議会 大会(ハ ンブル グ)39・6

NIIKラ ジオ40

fl本 ビクター40・4

東 京堂 出版33・5

大同書院33・12

河出書房39。9

平凡 社33・8

東洋経 済33・11

観 世34・2

4

●
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s

南 島 消 息

鎮送儀礼と芸能と

舞台の変遷(民 俗文学講座3)

祭 と季 節

田楽 の 翁

南島に生きる能

歌舞伎舞踊の源流

郷土芸能の成立と伝承

遠山上町の霜刀神楽

南島のかけあい

舞 と 踊

雨宮神事概論(雨 宮御神事)

鬼来迎考説 上

民謡研究の歴史

③ 神 楽 と能(日 本古典鑑賞講座)

能一 近代芸能への道一

信州文化財風土記

花 と 芸 能

民俗芸能のしるべ

舞台 と作り物

民 俗 芸 能一 その伝承者たちの職業化一一

山の伝承者

師走の民俗信仰

郷土芸能の季節

鮫 の 神 楽

俳句大歳時記(芸 能項目)

日木舞踊の歴史

津和野の鷺舞

民俗芸能と日本人(古 典への招待)

IV調 査 研 究

34・1芸能
^-6

国学院雑誌35・5

弘文堂35・6

まつ り36・9

日本文学論究37・6

観世37・10

37.10演劇界
^・39.10

解釈 と鑑賞37・10

民俗芸能38・3

芸能史研究38・7

解釈 と鑑賞38・10

長野県教育委員会40・3

房総文化40・5

芸能41・3

角川書店34・8

芸能35・2

35・3信 濃毎 日新 聞
～4

国華会報35・7

芸術矯35.436.10

古典 の窓35・9

芸能37・7

民俗芸能37・9

中 部日本新聞38・12

39.1芸能
^・3

帖面39・4

角川書店39～40

演幽」界40●7

朝 日ジャーナル40・7

東'1り坂40・10
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祭 の 古 面

④はだか祭考

沖縄の祭祀と芸能

沖縄芸能の現状と将来

郷土芸能における童児の芸能

翁の発生について

冬の芸能 ・春の芸能

南島の芸能

万葉集における・JL一能要索

神楽の意義と系統

芸能の中の万葉集

沖 縄 の 旅

卑来迎をめぐつて

民謡と民俗学

民謡研究の歴史

⑤沖縄の芸能と目木の芸能

郷上芸能について

口本芸能の流れ(遡 道[学尉鱒座)

古代の芸能(古 典講座)

豊 年 祭

日木 の 祭(華 道学術講座)

雪 祭

ふるさとの民謡

三番隻の詣

芸能の占代的要素(占 典講座)

日木芸能の流れ(華 道学術講座)

近畿 ・東海 ・北陸ブロック民俗芸能大会

関東ブロック民俗芸能大会

束北ブロック民俗芸能大会

102

朝 日ジ ャー ナル41・1

房総文化研究会33・4

房総文化研究会33・10

民俗芸能の会33・11

房総文化研究会34・4

折口博士記念会34・6

房総文化研究会34・11

東洋音楽学会34・1

万葉西会35・3

房総文化研究会36・2

房総文化研究会37・7

:'文化研 究会37・10

腸総 文化研 究会39・12

慶応義塾大学言括 文化研 究所41・1

慶応義塾大学言諮文化研 究所41・2

沖穐文 化協会33・9

武'k可ゴ1弱越 文ニイヒ協 蟻会34●3

国学院 大学34・7

国学院大学34・7

NETテ レビ34・9

国学院 大学34・11

Nf:Tテ レビ35・2

鯨 継35・3^36.4

東京 放送36・5

国学 院大学36・7

国学 院大学36・11

NHKテ レビ36・12

NHKテ レビ37・4

NHKテ レビ37・9・

`

り

0
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ゆ

奄美の芸能

下北の山伏神楽

沖縄の芸能

上方の人と芸

四国 ・中国ブロック民俗芸能大会

口木民俗芸能の系譜

歌垣の民俗(古 典講座)

.民俗舞踊とその生かし方(舞 踊家のための研修指導講習会)

歌舞伎舞踊の源流(舞 踊家のための研修指導講習会)

盆 踊

芸能のふるさと

民俗芸能について(秋 田県文化財講習会)

神 楽 能(研 究所開所記念行事)

民 俗 芸 能

日本の笑い(華 道学術講座)

民俗芸能の生か し方(舞 踊家のための研修指導講習会)

民 間信仰 とその芸能

郷土芸能再発見

東京の古謡

⑥映画 「日本の祭」1～4部(制 作協力)

日本民俗博覧会(監 修)

日本郷土芸能研究会 「日本民俗舞踊集」(考 証・協力)

文 化財記録映画r山 伏神楽」(構 成)

文 化財記録映画 「田遊」(構 成)

文 化財記録集 「坂部の冬祭」(監 修)

文 化財記録映画r鬼 来迎」(構 成)

レコー ド 「日本民俗芸能の系譜」(編 集・解脱)

文 化財記録映画 「稲霊がな し」(監 修)

秋 田県 峰浜村 ・男鹿市

東京文 化会館

FM東 海

国学院大学

福島市 ・新潟市

FM東 海

NHKテ レビ

ニ ッポン放送

東映教育映 画

宝 塚フ ァミリー ラン ド

宝塚大劇場

NHK文 化財 ライブラ リー

N}iK文 化 財ライブラ リー

長野県教育委員会

NHK文 化財 ライブラ リー

日本 コロンビア

NHK文 化 財ライブ ラリー

W調 査 研 究

東 京 放 送37・10

ニ ッポ ン放 送38・7

沖 縄 県 人 会38・7

大 阪 華 道 会 館38・7

NIIKテ レビ38・11

房総 文 化研 究 会39・1

国 学 院 大 学39・7

広 島 市 ・福 岡 市39・7

第 一 証 券 ホ ー ル39・8

NHKラ ジ オ39・8

信 越 放 送 テ レビ39・9

39.11

39.12

40・1
^-12

40・4

40・7

41.1^-

41・2

41・2
～3

33・6
^34.4

34・3

5

34.3^-

36.11

37・3

37・3

38・9

38.11

40.10
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文化財記録映画 「諸鈍芝居」(監 修)

レコー ド 「沖縄芸能総携」(編 集 ・解説)

文化財記録映画 「西浦の田楽」(監 修)

NHK文 化財 ライブラ リー40・10

日本 コロン ビア40・11

NHK文 化財 ライ ブラ リー41・3

池 田 彌三郎(非 常勤)

① 日本芸能伝z論

ことばの文化

⑤日本の芸能

⑥民俗文学漕座 全6巻(編)

民謡歴史散歩/`4,,(編)

口本の民俗 企11准(編)

3保 存 科 学 部

、

A研 究 題 日

題IIの つぎの括弧内の敢字はCl曜 舵,共 は共lti}研究髄llIL/'¥Yj。

でヒ'¥¥f:li)f究 鳩{

岩 崎 友 吉(化 学研究壌」の

〔1〕 文化財の保存のための薬剤の研兜(33～)

(1)絵 画保存修珊用の合成樹脂 供)

② 遺跡および発堀品保存用の藁剤(共)

③ 防虫防徽剤,防 錆剤

(4)揆 水 剤

⑤ 接着剤,強 化剤

(6)擬 石,人 工木材

〔7〕文化財廼造物の精密修理に伴う科学的処置(35～36,共)

104

中央公論社37

河 出書 虜39

NHKテ レビ35～40

弘文堂35

河出書房38

河 出書房39～40

■
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〔∬〕 文化財の保存技術に於ける化学的研究(33～)

(1)う る し,粕 薬等の表面の物質的変壊

② 漂白の方法

(3}発 堀現場に於ける応急処置

(4)超 音波と合成樹脂による発堀品の7i1掃

⑤ 凍結乾燥の発堀品保存への応用

(6)収 蔵川`内の化学的影響

171老 化 試 験

〔皿〕 文化財,材 質の研究(33～)

古代ガラスの研究

和紙の研究

絵画資材の研究

〔IV〕 伝統的保存技術の研究(37～,共)

1V調 査 研 究

Y

4

江 本 義 理

〔1〕 文化財の材質に関する研究

(1)非 破壊分析法による材質研究

a)放 射化分析法による研究(33～)

b)蛍 光X線 分析法による研究(33～)

c)X線 回折分析法による研究(35～)

② 少量 ・微量試料による分析法の検討(33～)

a)発 光分光分析,放 射化分析など

(3}古 代金属器の材質及び技法の研究(33～)

a)宵 銅服の研究

b)古 代釘及鉄製品の研究

(4)陶 磁器,顔 料などの材質研究(33～)

⑤ 変質,劣 化に関する研究(33～)

a)金 属製品の麿食生成物

b)石 造品,陶 器の変11

105



⑥ 時代別,地 域別標準試料の材質及年代測定に関する基礎資料の蒐集(33～)

(7〕 文化財建造物の精密修理に伴 う科学的処置(35～36共)

(皿〕 空気汚染の文化財に及ぼす影響

(1}汚 染度の測定(33～,共)

a)亜 硫酸ガスの測定

b)硫 化水素の測定

(2)大 気腐食に関する研究(35～)

a)曝 露金属試片による汚染因子と腐食度及び腐食生成物め砺 鬼

b)防 除 法

(3}影 響 訓胡査(33～)

(4)大 気汚染に関する基礎的研究一 駐として標準測定法の研究ならびに汚染の成因,

挙動の化学的究明(39～40)

樋 口 清 治(昭 和37年11刀111就 職)

〔1〕 文化財の保存に用いる合成樹脂に関する研究

(1}剥 落どah.,,:に用いる変性アクリルエマルジョンの合成法の研究

② 合成樹脂接符剤の変セllおよび性能に関する研究

(3)人 工木材および擬石の研兜

〔1[〕 文化財の保存修理に合成樹脂を応川する研究(共)

(11合 成樹脂を川いた山土品の保存法の研究

② 合成樹脂を用いた遺跡保存法の研究

(3}脆 弱化 した石材,鉄 材,木 材等の合成樹脂による強化法

(4)平 城宮跡出土の木簡保存処置および出土木材変色防止の研究

(5)湿 潤状態にある遺跡出土品の強化保存処置の研究

「

凶

∂

門 倉 武 夫

(1〕 空気汚染の文化財におよぽす影響

(1)汚 染度の測定(33～ 共)

a)亜 硫酸ガスの測定
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b)金 属の反射率測定

c)硫 化水素の測定

d)陳 列室内の汚染度の測定

物 理 研 究 室

石 健 三(物 理研究室艮)

聖気汚染に関する研究

外気の汚染の分布

a)正 倉院及び東博内外の汚染の比較研究(33～)

② 研究室内に発生する汚染

a)観 覧者による炭酸ガスの影響(33～)

b)新 しいコンクリー ト壁よりの被害(39～)

〔皿〕 材質劣化に関する研究

(1)変 樋色の研究

a)染 織品の裾色(33～34)

b)岩 絵 具の槌色(33～39)

c)槌 色防止フィルターの研究(33～)

(2)材 質 変 化

a)絹 の 変 質(39)

b)紙 の強度低下(39)

c)紫 外線による漆の劣化(40)

③ 装 法

a)軸 装 ・額装の比較(38～39)

〔皿〕 光学的方法による古美術品の調査研究

(1}ガ ンマー線による金属製品の透視研究(33～)

a)金 銅 仏

②X線 による透視研究

a)木 彫(37～39)

IV調 査 研 究
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一
b)建 造物部材(36～39)

c)文 化 財建造物の精密修理に伴 う科学的処置(35～36,共)

(3)塑 像 の透視研究(37～39)

(4}顕 微鏡による研究

a)古 瀬戸表面の研究(36)

b)漆 層の研究(38)

(5),,U洞 内覗視鏡

a)仏 像体内銘撮影(37)

(61分 光法による材質分析(33～)

〔Ⅳ〕 水分又は湿度調節

(1)地 下水の制御(33)

② 空気相対湿度の調節

a)密 閉梱包内の湿度Jtd節(33～35)

〔V〕 文化財の写真記録

(1}正 射投影写真法(36)

(2)jE射 投影等高線写真法(37～38)

(3)フ ォ トマップ(39～)

〔VI〕 電磁気に関する研究

(1}残 留 磁 気

a)古 瀬戸の年代決定(36)

② ド∫銅の鋸の一因(38)

〔Vd〕 文 化財の輸送と梱包(40～)

(1}梱 包方法の研究

② 木材噂材種による吸放湿特性

見 城 敏 子

〔1〕 空気汚染に関する研究

(1)室 内に発生する汚染(共)
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て1)残 留 磁 気

a)古 瀬戸の年代決定(36)

(2)青 銅 の錺の一因(38～39)

呉 屋 充 庸(非 常勤,昭 和40年3月 退職)

(1〕 密閉梱包内の湿度調節(共)

(皿 〕 日本顔料に対する強照明の影響(共)

て皿〕 吸湿材を使用 した湿度計の試作

{N〕 オーソカメラによる撮影法(共)

(V〕 残留磁気による陶器の年代決定(共)

(VI〕 正射投影等高線写真法

生 物 研 究 室

江 本 義 敬(非 常勤)

(1〕 国宝,重 要文化財延造物の徴瞥と防除(33～)

(1)空 中微止物,殊 に糸状菌の採取(空 気汚染)

a)菌 の純粋培養,種 の決定

b)菌 の賭物質(紙 等)に 対する影響

・② 腐朽木材か ら菌の分離培養,種 の決定

③ 空中糸状菌の防除

(41腐 朽 菌の防除

(5)文 化財建造物の精密修理に伴う科学的処置(33～36,)1)

て皿〕 国宝,電 要美術品の微轡と防除(33～)

菌 の分離,純 粋培養,種 の決定

菌の繊維素,絵 組等に対する影轡

防徽及び保存の方法

Ⅲ 〕 国宝,重 要文化財延造物の材質の研究(33～)

顕微鏡的検査

(Ⅳ〕 糸状菌と湿度の関係(3g～)
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修 理 技術 研究 室

IV調 査 研 究

立 田 三 朗(修 理技術研究室艮,昭 和37年10月1日 就職)

〔1〕 鋳鉄工芸品の製作及修理技術の研究(37)

〔皿〕 紙胎漆盟の製作及修理技術の研究(37共)

〔皿〕 文化財の保存に関する修理技術の研究(37)

〔IV〕 文 化財の伝統的修理技法の調査研究(37)

〔V〕 合成樹脂による文化財の修理技術の研究(37～ 共)

〔VI〕 蛍光X線 分析による材質調査をもととする文化財の製作及修理技法の研究

〔孤〕 冠水固着或は変形せる書画軸の展開法についての研究(37～ 共)

〔粗〕 慶長以前の鋳物師の研究(38～)

〔]X〕 中尊寺金色堂部材の調査研究(39～)

毛 利 登(前 修理技術研究室長,昭 和37年10月1日 就職,昭 和38年3月31日 退職)

〔1〕 文化財の保存に関する修理技術の研究

(1}布 糊による表装の研究

中 里 寿 克(昭 和39年1月1日 就職)

〔1〕鑑 驚 轡 雛 法の調査及謝F成(39～)

〔皿〕 中尊寺金色堂部材の調査及研究(39～)

漆工,螺 鋼,金 工

〔皿〕 中世漆芸品の調査研究(39～)

茂 木 曙

〔1〕 合成樹脂による絵画の剥落どめ(35～)
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B調 査 研 究 活 動

年.胴 肌 内容の順停に肌,末 尾に共同調轟 鮒 儲 弧内の氏名酬 翻 所

の肥入のないものほ研究所内で行われたもの。

化 学 研 究 室

岩 崎 友 吉(化 学研究寮長)

33・4賜 県覆醜 棚 脚 肥 の僻

33・5茨 城県竜ケ崎町 丸木舟(出 土品)の 保存

33・7琴 野県阿繭 妙法 ミイラ保糊 査 茂木

33・9
^-12浜 松 市 鱗 遺跡僻 茂木

33・ 東京国立博物蝕 欧州巡回日本J:術 展防徽処1茂 木

33・9岡 崎市 大 樹"i'陳 壁画剥落どめN

34・ 東京都 増 上 専 徳川寒薦地発堀

34・2高 姉 高 知 城 防蜘 蹴 査

34・2三 島市 楽 野 蝕 格天井絵画保存J'J査

34・2
^-11浜 松市 蜆 塚 遺跡僻 茂木

34・6日 光市 輪 三1三瀞 収蔵庫殺虫(天 海蔵)

34・6東 京都書道博物畝 殺虫 茂木

34∴
11福 姉 鵬 院 刑:塔1・鄭 彩色購 どy・N

34扇 奈飾 円成 捌 餉 ・鄭 〃

35・3奈 良市 円 成 専a

35・2京 翻 灘 繭7諏 塔内獅～彩色嚇 どめ 〃

35・2
^-10浜 松市 蜆 塚 遺跡及遺物保イ∫ 〃

35・4滋 賀県 西 明 寺7£ 重塔内部彩色剥落どめ

35・41t.U1物 精密修刊!に関する研究(文 部省,試 験 H

35・6宇 治市 万 福 寺 木 額,柱 聯 剥 落 どめ"

35・6福 山市 明 王 院:c;.T:塔 保 存処iii〃
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35ん7
9茨 城県 岩 井 町 丸木舟(出 土品)保 存

35・7横 浜市 金沢文庫 殺虫 皿重剥臨杖

35・7福 山市 明 王 院 殺虫 五,重メ壱彦甑

35・8熊 本市 舟 屋 形 内部剥落どめM

35・9鎌 飾 葡 院 銅鯛 弥號 勢 隻チ。クス施工髄

35・9・ ・ 薬師寺所蔵絵画吉掃天保存処置に関する調査

35・10京 都市 東 照 宮 内部彩色剥落どめ.茂 木

35・10山 梨県 美和神祉 木彫殺虫

35・11滋 賀県 西 明 寺 三重塔内部彩色剥落どめ 茂木

35・12 .京都市 京 博 他 化学的修理諸結果の調査

35
36:123・ ・ 古瀬戸調査(永 仁銘瓶子関係)111Cz)中

36・3国 立西洋美術館 松方コレクション開梱の際の被害調査

36・5焼 津市 旭 伝 院 収蔵庫殺虫

36冶 成田市 霊 光館 絵画剥落どめ 茂木

36・7岩 手 県 中 尊 寺 金 色 堂 修 理 調 査

36・7宇 治市 万 福 寺 剥 落 ど め(前 出)茂 木

36・10浜 松 市 蜆 塚 遺 跡 保存"

36.11
^37.1大 船 渡市 出土 資料 保 存

36.12
^・37.3奈 良 市 霊 山 寺 三 重 塔 内部 剥 落 どめ 茂木

36.11
^-37.3大 阪市 難 波宮趾 遺 跡 保存

37んx
3京 都府 海 住山寺3%i....0内 部 彩 色 剥 落 どめ 茂木

37ん き 熊本市 舟 屋 形 内部彩色剥落どめ 〃

37・1京 都市 南 禅 寺 三門内部剥落どめのための調査

37・7京 都市 剥落どめ結果調査

3?・2福 姉 頻 瀧 〃 〃

37ん遷 広混県 向 上 寺 三重塔内部彩色剥落どめ 茂木

37・6平 塚市 光 明 寺 仏像殺虫のための調査

3?・7奈 良県 法 隆 瀞 金剛力士像殺虫
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37・7
^-10成 田市 霊 光 館 絵 画剥 落 どめ

37
^・38.8i宇 治市 万 福 寺 木 額 聯 剥 落 どめ

37・9宇 都宮市 大谷寺 磨 崖 仏 修 理 委 員 会

37・10神 奈川県箱根神社 鉄 釜 調 査

37・11伊 勢市 伊勢神宮 絵 画 保 存 の ため の調 査

37.11
^・38.3津 山市 化 石 保 存

37・12尾 張 ・ノ 宮 市 た た ら跡 の保 存

38・1
^-39.1静 岡夏能山東照宮 馳 購 どめ

38・2奈 良市 興 福r北 円堂内部彩色剥落どめ

38ん2
3熊 本市 舟 屋 形 内部彩色剥落どめ

38.3臼 杵市 宝臨 石材儲

38・3横 須賀市防律汰学 図書庫殺虫

38・5棘 国端 棚 越 プト難5㎝`詳 展 イクナトン蛸 僻

38・6東 京都 増 上it経 蔵殺虫

38・8福 井市 発堀品保存

中国永楽宮壁画展随員と保存処liYIに関する意38・9
見交換

38・11棘 棄洋靴 喋 彩色老化試験の実施

38～41横 浜市 モ殿 台 遺跡保存

39・3久 能山 東 照 宮 彩色剥落どめ

39-・・撫 研究幅 繍 撫 浸躍 鶴潔 剛

〃 〃 撃欝 の㈱(木 材強化に蘭する研究グルロ

〃 〃 継 彫刻,工 芸品等全般に亙る保存躯 の

〃 〃 文化財,発 堀現場,展 覧会,傅 物鮎等の調査

〃 〃 文化財に関する技術的文献収集

〃 〃 古代ガラスに関する文献収集

江 本 義 理

33・4東 工 試 等 京都醍醐寺五重塔相輪の材質調査
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33・8

35・3
～

35・3

35.9^-

36.10

35・4
^37.3

35.12
^-36.3

36・3

36・7

36.11
^-37.1

36.12

37・2

37・7

37・8

37・9

39・3

39・3

39・-4

39・4

39・4

39・8

39.12

39・4
--41.3

40・4

40・9

40・4
～

上 野 公 園
都下(府 中,八 王
子)等

岡山県 西大寺市

〃

束 博・東 大 等

岩国市

鎌倉及び研究室

東 博 ・研 究 室

箱 根 美 術 館

浅 草 寺

横浜市 三 渓 園

上野公園,都 下等

京都市 清 水 寺京博等

宇治市 平 等 院

栃木県 宇都宮市

v[調 査 研

勢 醗 署 鞭)礁 酸ガス測定(フクシ 門倉

空気汚染度の調査 亜硫酸ガス測定(過 酸化
鉛法)開 始(月 平均)"

岡山県西大寺観音院大気汚染調査

空気汚染度調査 過酸化鉛法 門倉

建造物精密修理に関する研究

古瀬戸調査(永仁銘瓶子に関する)

岩国錦帯橋調査

鎌倉大仏 材質及び腐食生成物梨調査

フランス美術展,陳 列室の空気汚染調査 門倉

箱根美術館 空気汚染度及び影響有無調査

栃木県,木 幡神社建築彩色調査

広島県,向 上寺建築彩色調査

浅草寺 空気汚染影響調査

東京都,浅 草神社建築彩色調査

三渓園 空気汚染度調査(過 酸化鉛,金 属腐 門倉
食)開 始

金属板による大気腐食調査開始

中尊寺金色堂修理に伴う調査 金工品 漆工品 金箔金粉など

唐招提寺牛皮華蔓彩色調査

法隆寺仁王像彩色調査

東博 法隆寺献納御物宝物庫 空気調査 門倉

京都地区,空気汚染影響調査及汚染度測定開
始"

大気汚染に関する基礎的研究 門倉

姫路市 広峯神社建築彩色調査

中尊寺金色堂修理に伴う調査
ガラス 釘 漆工材料等

大谷寺磨崖仏の 「いわしお」及び大谷石の変質燗査

究

岩崎,登 石,中 ・
川(奨 工)
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40・5京 都 疹゚ 地 色

40・5彦 根 市 ・研 究 室

40・5〃 ・ 〃

40。4

40・7 奈良市 平城官跡
～

40・7箱 根 美 術 餌

4°・8
^・41.3醐 県 鵬 馳

40°9奈 良市 東 大 寺

40・11登 呂 遺 跡

40・11岡 山県西大寺市他

41・3茨 城 県 勝 田 市

空気汚染による影響調査 門倉

千代神社建築彩色調査

千代神社粉塵被害調査

中国紀年銘鏡調査(西 田)

出土木製品調査および保存処置 樋口

空気汚染の影響調査

棋闘 謎照轍 燗 獺 状況および瀕 融 樋・

梵鐘澗査

出土木器試科採取

空気汚染による影響8凋査 凹愈

6ま1こオ):轄1助モ詫網了㌔三

樋 口 清 治(昭 穐7年11月1i蹴 職)

38・9尾 張 一 宮 市 たたら炉遺構保存処置

39・2静 岡昊
能山東照宮 燃 彩働1蹴 め

39°3欝
文化財研究所 肚 横 ・・1脚拠 置の研究

39・3奈 良 興 福'r北 円堂壁休の保存処置

39・4御 殿 場 市 珊灯篭保存処置

39・4日 光 市 眺 二荒山欄 ・出」・鉄器の保拠 置

39・5浜 松 市 蜆塚遺跡貝埋の保存処置

39・9横 浜i}i横 浜三渓園陳彊曲尿II落止

39・9奈 良 躍 師 寺 楽師毎東塔内部彩色剥落止め

39・12吉 野 水 分神祉 延築彩色剥落1Lめ

39.12
^-40.2奈 良 般 若 禰 賭 寺+鰍 塔(石 塔)の 擁

40ん2
3日 光 本 地 堂 焼損材補修材料の研究

40・5宮 城県 一 追 市 出土漆器の保存処置

4・・6千 葉晟田雌 光館 欄 彩色剥落どめ

4°・7
^・10奈 良県 平鵬 跡 出土木製刷 呆拠 賄 導
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IV

出土木樋現地保存調査

重文世良田東照宮鉄灯篭保存修理調査

貝層保存処置調査

'C文覚園寺宝筐印塔修理調査

貝層保存処置

銅鐸出土跡保存処置

田能遺跡出土品保存処置

古墳堕画保存処置

輪王寺蔵延年舞人形彩色剥落どめ

三殿台遺蹟保存処置

薬師寺東塔内部剥落どめ

為替バンク三井組柱頭保存処置

調 査 研 究

岩崎

江本

岩崎,茂 木

岩崎,立 田

岩崎,茂 木

岩崎

岩崎

.r;,

京都醍醐寺五重塔相輪試料スペク トル分析

亜硫酸ガス測定(フ クシン・ホルマリン法)

公 園内11ケ 所亜硫酸ガス測定(過 酸化鉛法)

亜 硫酸ガス測定(過 酸化鉛法)

亜 硫酸ガス測定(過 酸化鉛法)

鎌 倉大仏修理の際採取 した試料の比重測定,

フ ランス展会場内の炭酸ガス測定

亜硫酸ガス測定(フ クシン・ホルマ リン法)

亜硫酸ガス測定(フ クシン・ホルマ リン法)

亜硫酸ガス測定(フ クシン・ホルマ リン法)

亜硫酸ガス測定(過 酸化鉛法)

亜硫酸ガス測定(フ クシン・ホルマ リン法)

亜硫酸ガス測定(過 酸化鉛法)

金属板(銀 ・銅)暴 露試験

彦崎

岩崎,叛 未

立田・鞭,授 木、

江本

H

..

〃

H

N

N

ユ17



393上 野 公 園

39°3棘 都 寅璽鞠

39
^-41.巷

39°12新 宿 地 区

39・12京 都 地 区

40・3保 存 科 学 部 隣

40・5京 都 地 区

40・7熊 海 英 術 館

40・7箱 根 契 術 館

40・7平 等 院

40・11岡 山県 西 大 寺

40・12〃

33・4
^・39.3

33・6

33.11

34・4
^-36.3

34.10

35・8

35・9

35.12
^・36.3

36・3

36・3

36・8
^r11

37・2
^x40.3

37.12

118

金属板(銀 ・銅)暴 露試験

金属板(銀 ・銅)暴 露試験

大気汚染に関する基礎的研究

亜硫酸ガス測定(過 酸化鉛法)

汚染影響調査

空気汚染度の測定(亜 硫酸ガス・硫化水素)

空気汚染調査

亜硫酸ガス,硫 化水素測定

亜硫酸ガス,硫 化水素測定

聖気汚染度の測定(亜 硫酸ガス・硫化水素)

空気汚染調査

空気汚染度の測定(亜 硫酸ガス・硫化水素)

物 理 研 究 室

石 健 三(物 理研塞室長)

法 陥 寺 焼損壁画処t'i!f;<の変色笥測定

福 岡 県 古墳壁画保存澗査

東京国立博物fi'iゴ ッホ展会場汚染調査

鎌 倉 大仏の修卸ilに伴 う;凋査研ヲヒ

東京国疏博物fi't正 介院展照明光源処1'u

鎌 倉 大仏壁体温度測定

薬師:芋古祥天保存処置

永仁銘1統子関係

西 洋 美 術 館 松方コレクション荷酬き立合調査研兜

鎌倉 覚 園 寺 延材虫宵のX線 透視研究

中 尊 寺X線 透視による延造物の精密検査

1瞬 黙 慧 う調鰍

江本

H

N

〃

〃

伊

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石川

見城

久野,猪 川,梅本
,石 川

見城,石 川

呉屋,石 川

江本

石川

石川

橋本,石)IG

,



o

38・3

ss・10

38.10
^-39.5

39・4
^-40.3

39・8

39.10

39.11

39.12

39・12
^-40.1

40・4

40・4京 王 百 貨 店

40・4八 王 子 市

40・6東 京 国 立 博 物 館

40・7〃

40・7 奈 良 東 大 寺
^-12

40・9

40.11
^-41.2

40.12

41・3

41・3

41・3

静岡県 願成就院 木彫仏像X線 透視

横浜 三 渓 園 空気汚染

茨城県 善空 寺 仏像体内銘撮影

金色堂修理に伴う調査研究

東京国立博物館 法隆寺宝物館調査

三 刀 堂 執金剛像X線 透視

〃 木彫像 塑像X線 透視

横 浜 神奈川県立博物館建築調査

高 島 屋 屏風襖絵展会場調査

中尊寺漆材料スペクトル分析

兜鎧展会場調査

オリンピック記念名簿の永久保存

東洋館照明

米加展梱包

梵鐘調査

三井組キャピタルX線 調査

鯨 ギヤ鍋 醜 鵬 油繍 査

興 福 寺 北円堂 四天王X線 調査

東京国立博物館17世 紀名画展会場内空気調査

宮島・奈良 ・京都 収蔵庫調査

法 隆 寺 焼損壁画調査

見 城 敏 子

33・11東 京 国 立 博 物 館

34・10〃

39・4
^-40.3

39・8東 京 国 立博 物 館

:0・4

40・4八 王 子 市

ゴッホ展会場汚染調査

正倉院展照明光源処置

金色堂修理に伴う調査研究

法隆寺宝物館調査

紫外線による下地うるしの劣化

オリンピック記念名簿の永久保存

Ⅳ 調 査 研 究

久野,猪 川

門倉

久野,猪 川,石
川

石川,見 城

見城

見城

見城

石川

石川

石川

登石

登石,石 川

N

登石

登石

M

119



40・7東

41・3〃

博 米加展梱包

17世紀名画展会場内空気調査

〃

〃

石 川 陸 郎

33
^-39.1瓠 法 隆 寺

34・4
^・36.3鮪 高 徳 院

34・10東 京 国 立 博 物 館

35・8鎌 倉 高 徳 院

35・12
^-36.3

36●3鎌 倉 覚 園 寺

36・8 ・ド泉 中 尊 寺
～11

37・2 癖 良 法 隆 寺
^-40.3

38・4)脚 名 浄 楽 専

38.1°
^・39.5茨 齢 善 獅

39・4

39・7

40・8神 奈 川 光 伝 寺

40・9

40・12:;'il'+t興 福Ar

41・3〃 沙ξ 隆 専

焼損壁画処理後の変色等測定

大仏修珊に伴う調査研究

正倉院展照明光源処置

大仏壁体の温度測定

永仁銘瓶子に関するX線 透視

述材虫宵のX線 透視研究

X線 透視に依る廼造物の精密検在

イニ王像"茎アllに{半う即畠査砂fラヒ

木彫像胎内物X線 透視1凋査

仏像休内銘撮影

金色堂修理に伴う調査研究

唐招拠芽牛皮革蔓X線 透視闘査

仏像休内銘撮影

為瞥バンク三井組キャピタルX線 、凋査

北円堂四天王X線 誰悶査

金堂焼損壁illli調査

登石

壷石,久 野,猪

川,橋 本

登石,見 城

登石,呉 屋

登石

N

M

登石,橋 本

久野,猪 川

登石

登石,見 城

石登

〃

〃

〃

`

剣

肉

呉 腫 充 庸(非 常勤 昭秘0年3刀 退職)

36・9鎌 倉 大仏銅壁温度上昇の測定 登 石,石 川
●

生 物 研 究 室

江 本 義 数(非 常勤)

33・4～ 日光東照宮,二 荒 国宝 ・重文迷造物の徽害と防除,空 気汚染の
39・10山 神社,大 猷院 研究

33・11東 京国立博物館 ゴッホ展陳列室の空気汚染澗査

120

_ _



■

M

IV調 査 研 究

33・12欧 州巡回口本美術展出品物梱包布の微害調査

35・10コ プ ト織の徽害調査

35・9奈 良薬師寺吉祥天像の徽省調査と防除

35
^B9.s奈 良 法 隆 寺 金堂焼損壁体の徽害調査と防除

36・3西 洋 奨 術 館 松方コレクション洋画及び梱包の徽害調査

36・6奈 良 躍 師 寺 金堂の菌筈調査

36・9
^-37.5名 古 麗 城 腰 美術品の徽害融 と鵬

36・12東 京国立樽物 館 ルーブル美術展陳列室の空気汚染調査

37・7万 福寺西湖図(重 美)の 徽害調査

37・8伊 勢原在日向薬師 薬師三尊(木 彫)の 微害調査と防除

37・8中 尊 寺 金色堂の徽害調査

39ん1
4高 野 山 国宝重美の徽害調査と保存法

38・8
^-11鯨 羅 義 雛 潮 室の空気汚染

40・?
^-11日 光 二 社一寺 国宝,重 文建造物の徽害,防 除 空気汚染

〃 害菌の調査

40∴7
s京 都 国立博物館 陳列室戸棚その他の徽害調査と防除

40・7 同上の害菌調査

40・9 三井組の柱頭の樹種決定

40'7中 尊寺金色堂の部材調査

40.11 洋両に発生した菌の研究

40°3分 離菌の保存 と菌の性質調査

修 理 技 術 研 究 室

立 田 三 朗(修 理f術 研究室長 昭和37年10月1日 就職)

37'10神 奈 川 県 柵 ↓liilll
二鉄大釜調査

37～ 東 京 都 北多摩南部祉寺金工ll吊調査

37～ 〃 荏康地区梵鎌置制査

121
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L

37.12
～

37^-

37^-

37^-

38^-

38-x40

38・4

～

38・7
^r10

38・4
～

38.11
～

38・4
～

38・8

38.10

38.10

38・8

38・4

38・8

38・8

as・a

39・5
～6

39・6
～

39・4

39・4

40～

40^-

40^-

40^-

122

東

神

東

各

各

神

東

神

艮

岐

兵

岩

神

宮

神

京

奈 川

京

京

奈

〃

〃

〃

野

阜

庫

手

奈

-ー

柵

月

寮

城

奈

城

京

〃

茨

束

神

群

東

千

神

券ξ 川

規

京

葉

奈 川

都

県

都

地

地

県

都

県

県

県

県

県

県

島

県

県

都

県

県

都

県

県

台東区浅草宝物調査

鎌倉近辺金工品調査

紙胎漆器の製作法及修理技法の調査

慶長末年以前の鋳物師の研究

鋳物師の研究

英勝寺舎利塔修理調査

中央区大観音寺鉄観音大仏頭調査

北多摩及北部社寺金工品柵査

荏原地区梵鐘稠査

台束区寛永寺金工品調査

鎌倉市英勝寺宝物調査

松本市社寺等霊物柵査

梵鐘笥調査

梵鐘金工品等凋査

中尊守,金 色堂内螺鋤装飾部等澗査

鎌倉附近金工品澗査

仙台,郡lh附 近金工品凋在

鎌介市金工品等凋査

中尊寺金色.,:n,Tr休部材凋1㌔

土浦市仙梵鐘,金 工品澗査

西多1金 工品稠査

都内社寺金工品調査

県下社寺金工品甑凋査

世良田束照宮,鉄 燈篭J'J:1+c

奥多摩金工品調査

金工品調査

鎌介及県下金工品の調査

q
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●

一
37

毛 利

中 里 寿

39・3

39・3

39・4

39・4

40・8奈

40・8京

40・3

40

IV調 査 研 究

登(前 修理技術研究室長,昭 和37年10月1日就職,昭 和38年3月31日退職)

文 化財の保存に関する修理技術の研究

(1}布 糊 による表装の研究

克(昭 和39年1月1日 就職)

中尊寺金色堂部材の拓本作製

〃 調査記録

唐招提専舎利塔修理紀録

〃 皮製華塁の模写

良 薬師寺東塔の彩色保存

都 知恩院経蔵の 〃

中尊寺金色堂部材の調査記録

中世漆芸品の金銀粉の調査

平安時代漆芸技法の研究

茂 木 曙

34・7
^-35.3顛 円 成 寺

35・5
^-36.3広 島 明 王 院

35・11 同 上
X36.3

35・5
^-36.3AB西 明 寺

35・11
^・36.3京 都 東 照 宮

34・11
^-37.3阯 海 住 山 寺

36
^-37.1寮 良 霊 山 寺

36
^-38.§ 京都 万 福 寺

36
^B8.1淋 熊 木 市 内

s7.1i
^・39.3奈 良 興 福 守

38.11
^-39.4嫡 崇 福 寺

本堂内陣彩色剥落どめ

五重塔内部彩色剥落どめ及び木材の科学的処
置

同上四天柱塗装処置及び天井板彩色保存処置

三重塔内部彩色剥塔どめ

社殿内部彩色剥落どめ

五重塔内陣板絵及び彩色剥落どめ

三重塔内部彩色剥落どめ等科学処置

木額柱聯榜牌等剥落どy)

舟屋形内部彩色剥落どy)

北円堂内部彩色保存処圏

第一峰門彩色剥落どめ

立田

M

H

植 ロ,叔木

〃 〃

岩崎

〃

〃

〃

●

〃

〃

〃

〃

岩崎

'r匡}崎,樋口

滑 崎

123



39・4 栃 木 日 光
^-40.3

39・5
^-40.3,.i'一 崇 福 寺

39・5 奈 良 般 若 寺
～8

38・?
^40.3同 上 吉 野 紛 擁

39・8 同 上 薬 師 寺
^41.3

40・8 滋 賀 千 代 神 社
^-41.3

本地堂焼損材補修材料の研究

三門彩色剥落どめ

十三重石塔初重軸石剥落どめ硬化処置

本殿建築彩色剥落どめ

東塔内部彩色剥落どめ

本殿向拝手狭の保存処置

C主 要 研 究 業 績

種o
岩崎,桶 口

岩崎

岩崎,樋 口

岩崎,樋 口

騎 立。,鰭
口,中 黒 樋

燈崎,立 田,桶b
口,'f'!1!

①は 管書・② は諭文・③ は解説,④ に研h発 表,⑤ ば購 演,放 送,⑥ はその他等の租別を示

し,麺 名・鑓〕受場}野(発 行所,掲 載凝,,講 演場 所,放 送周等)発 畏年 ・月 の順序 に記づ一 冒

関 野 克('刑t兼 保存科学削1艮)

②文化財の保存科学 生産研究10-8

鎌倉大仏頸部の強化プラスチック(FRP)に よる耐震補強 生産研究13-12

X線 透視による金色堂の研究 建築学会論文報告集81

文化財保存科学研究概要 保存科学No.1

33・S

36・2

38・1

39・3

化 学 研 究 室

岩 崎 友 吉(化 学研究室長)

①私は国宝修理屋

日木人の知恵(共 著)

蜆塚遺跡の科学的保存処置

②空気汚染と文化財

文化財の保布と化学嶺

③紙の保存一 薔物の防虫法

文化財保存に関する諮問題I

ar

124

朝 日新 聞社37。7

人物往来 祉37・6

蜆塚遺跡発 堀調 査報告書 総括 篇37・12

世 界38・1

化学 と工iyc38・8

読売新 聞33・4

博物館研究34・7

〃34・12

r

●

L



曾

'

Ⅳ 調 査 研 究

③文化財の科学的鑑定と保存の問題 日本歴史37・9

絵画などの保存をめぐって 萌春37°6

図:書の虫害対策について びぶろす(国 会図書館)37・10

空気汚染と文化財 世界38・1

文 化財の科学的保存 自然38・1

博物館協会講習会座談会 東京国立博物館38・

空気汚染と文化財 朝日新聞38・5

修 理技術者(美 術工芸品)養 成講習会 東京国立樽物館38・10

文イヒ財の科学的保存について(1旧 本の文化財の材質と環境

Hくていつ

〃

に能性S具絵油④

〃

π秘に止防質変S膠

(皿)

MUSEUM(東 京国博)

②火災に対す る科学的対策

(3}絵画 の保存処置

(4}遺跡 の保存

㈲空気汚染 と文化 財

(6}金属品 の保存

(7)木材 のやy一

⑧ 文化 財の修 理と接着剤(上)

(9}〃(下)

口①文化 財の虫害

紫外線照射 の油絵具 に及 ぼす影響

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

日本美術家連盟ニ ュース

同 上(続1)

同 上(続2)

油 絵具 の乾燥 の遅速 の比較(1)

..(2)

大谷磨崖仏保存に関する研究調査報告

古代ガラスの研究

〃

〃

〃

〃

〃

"護

3?・8

37・9

37.12

38・1

as・z

38・3

38・4

39・1

39。2闇

39-3・

33・3

33・6

33・?

33・?

33・T

33・9

S3・7

文化財曝 事務局84・3

日本{ヒ学会(京 郁) 34・4
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④合成樹脂による先住民遺跡の保存(共著)高 分子37・

重要文化財円成寺本堂内陣彩色剥落どめ 受託研究報告No.135・3

国宝明王院五重塔内部彩色剥落止本作業及び木材の科学的処置

〃

国宝明王院五重塔四天柱塗装処置及び天井板彩色保存処置

国宝西明寺三重塔内部彩色剥落どめ

重要文化財東照宮内部彩色剥落どめ

国宝海住山寺五重塔内陣板絵及び彩色剥落どめ

霊要文化財鑑山寺三皿塔内部彩色剥落どめ等科学処置

重要文化財万福寺木額,柱 聯,傍 牌等剥落どめ

重要文化財舟屋形内部彩色剥落どめ

国宝典福寺北円堂内部彩色保存処置

国宝崇福寺第一峰門彩色剥落どめ

⑥ イタリアに於ける文化財殺虫殺菌に関する文献紹介

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

236・3

336・3

436・3

536・3

637・3

737・3

838・3

938・3

1039・3

1139・3

古文化資料自然科学研究会33・2

絵画資材の科学的研究 日本美術家連盟33・2

ポーランドに於ける文化財研兜例の紹介 古文化資料1、然科学研究会33・7

科,,,,f:の窓 白ありNHK34・6

文 化財をめぐる人々NET38°6

文 化財保存用薬剤 博物館協会講習会38・7

文 化財をまもるNHK'TV38'11

イヒ学処理について 催理技術者養成講習会35・10

〃 〃36・11

〃 第3回 修理技術指導者(延 造物)獲 成講習会38・2

〃 第4回 〃39・8

文化財の保存(集 中講義)明 治大学39・5

口木に於ける文化財保存 ブリュッセル王立文化財研究所39・11

榑物館協会講習会 文化財保存用葉剤 東京国立博物館38・7

日仏交換放送日本の国宝(5回 連続)
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IV調 査 研 究

・ラン・購 ・ジオテ・ビ大学39・3

⑤絵画資材の化学 芸術大学36～40

日本の文化財保存とその特殊技術 ベルギー王立文化財研究所39・11

日本の文化財保存と技術者の養成

19651COM総 会 二3ヨ ーク,メ トロポリタン博物館40・8

ヨーロッパに於ける文化財保存 博物館大会総会40・11

ベルギー王立文化財研究所(ヨ ーロッパに於ける文化財保存)

古文化資料自然科学研究会40・11

朝 の茶の間NHK-TV40・11

ベルギー王立文化財研究所概観 東京国立文化財研究所美術部41・1

文化財と分析化学 分析化学会総会41・3

江 本 義 理

②X線 分析 に よ る古文 化 財 の 材質 研 究 理学電機 ジ ャーナルVol.4,No.137・1

CharacteristicsofAntiquesandArtObjectsbyX-rayFluorescent

Spectrometry.

AmericanChemicalSociety,SymposiumonAncient

andArchaeologicalChemistry1962・9

古文 化財 の材 質 調 査 に お け る蛍 光X線 分 析 法 の 応 用 美術研 究No.22037・10

大 気 汚 染 の文 化 財 に及 ぼす 影 響 古文化財の科学No.1738・3

大 気 汚 染 が古 文 化 財 に及 ぼす 影 響 分析化 学Vo1.12,No.1138・11

X線 分 析 法 に よ る文 化 財 の 材 質 研 究 保存科学No.139・ ・3

大 気 汚 染 の文 化 財 に 対 す る影 響 大気 汚染Vol.1,No.340三 二3

大 気 汚 染 の影 響(三 渓 園 大 気 中 の 亜 硫 酸 ガ ス の測 定 結 果)

神奈川 県大気 汚染調査研究報告第8報40・12

大 気 汚 染 の測 定 結果 京都 市衛生局公害 調査報告書41・3

X線 分 析 法 に よ る文 化 財 の 材 質 研 究 第3報 保存科学N・.241・3

分析精度向上に関 して

大 谷 寺 磨 崖 仏 に発 生 す る 「い わ しお 」 に つ い て 保存科学No,241・3
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③錆びていない法隆寺の釘 金属

文化財の科学的鑑定と保存 日本歴史

文化財の材質研究 淡交増刊10

空気汚染と文化財 博物館研究・Vol.36,6

科学 的鑑定の方法 淡交増刊12

④放射化分析による古文化財の研究 日本化学会第11年会

砂鉄採鉱及び製鉄法(か んな流し,たたら吹きについて)

古文化資料自然科学研究会

蛍光X線 分析による文化財の研究

蛍光X線 分析による文化財の研究

空気汚染と文化財に及ぼす影響

蛍光X線 分析による古文化財の研究

古陶磁の科学的調査

空気汚染による文化財の被忠状況

横浜三渓園に於ける空気汚染凋査

⑤古文化財の材質調査について

古文化財の非破壊分析

文化財の非破壊分析

非破壊的方法による古文化財の材質研兜

文化財の老化現象

防水工法および防錆

修理のための科学的研究方法

大気汚染と文化財への影響

日本化学会第14年会

占文化資料自然科学研究会

古文化資料白然科学研究会

日本分析化学会第11年会

美術部研究会

古文化資料白然科学研究会

占文化資料白然科学研究会

日本人類学会

非破壊検査協会

研究所開所紀念日

学術振興会希元素鯛査第121委員会,第49回

文化財鰹理技術者講習会

文化財趣造物修理技術老講習会

化学的方法

第10回鰹瑚妓術後縞者(莫 工)養 成講習会

神奈川県博物蛇協会春季研究会

36・4

38・9

37・7

38・6

38・6

33・4

33・6

36・4

36.11

37・1

37・7

37.12

40・3

40.10

36.11

37・3

37.10

37.11

39・9

40・9

40.10

41・3

、

蟻

◎

樋 口 清 治(昭 和37年11月1日就職)

④国宝興福寺北円堂内部彩色保存処置

重璽文化財本地堂焼損材補修材料の研究
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受託研究報告保春科学部第10号39・3

受託研究報告保存科学部第12号40・3
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Ⅳ 調 査 研 究

④重要文化財般君寺十三重石塔初重軸石剥落止め硬化処置

受託研究報告 保存科学部第14号40・3

重要文化財吉野水分神社本殿建築彩色剥落どめ

受託研究報告 保存科学部・第15号40・3

国宝薬師寺東塔内部建築彩色剥落どめ 〃 〃 第16号41・3

i{要 文化財千代神社向拝乎挾の保存修理処置 〃 〃 第17号 〃

⑤特殊二[搬 構 及び木雌 修Pli・於ける餓 樹脂について 雛 馨 叢物課 ・9・12

合成樹脂による硬化と接着 趣造物課修理技術若講習会40・9

門 倉 武 夫

②上野公園内の大気汚染

大気汚染が古文化財におよぼす影響

古文化財と空気汚染の諸問題

大気汚染の文化財に対する影響

三渓園大気中の亜硫酸ガスの測定

大気汚染測定結果

④空気汚染と文化財に及ぼす影響

上野周辺の大気汚染

大気中の硫化水素の測定

横浜三渓園内の空気汚染調査

⑤文化財と大気汚染

三渓園大気中の汚染調査

物 理 研 究 室

登 石 健 三(物 理研究室長)

古文化財の科学

分析化学

産業環境工学

大気汚染

神奈川県大気汚染調査研究報告

京都市衛生局公害調査報告書

古文化資料自然科学研究会

大気汚染研究全国協議会 日本分析化学会

大気汚染研究全国協議会 日本分析化学会

古文化資料自然科学研究会例会

博物館資料保存技術研修会第1回

神奈川県博物館協会例会

38・3

ss・r1

39.10

40・3

40.12

41・3

37・1

39・1

39.9

40.10

38・?

41・3

こ
②Caract6ristiquesdesBouddhasorientauxやnbronze:

Photagraphieauxrayonsgamma.Museum(UNESCO)1958

HumiditycontrolinaclosedpackageStudiesinConservation1958

染 色 品 の 腿 色 と そ の 防 止 の 試 み,蚊 化 財 の 科 学34・12
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②高徳院国宝銅造阿弓轟 。来坐像修班 事報告書の一部 艦 出版36.7

鎌 倉 大 仏 の 金 属 学 的再 検 討 金 属37・1

鎌 倉 大 仏 の 透 視RadioisotoFes37・11

0rtho-contourphotographyPhotogrammetricEnginering1963・1

X線 透 視 に よ る金 色堂 の研 究 延築学会誌38・1

鎌 倉 大仏 の γ線 透 視 原子力工業38・ 始

R。1。,ivehumidi,yi。 裂,1。 、edp。 、k。ge.

Reccnt/ldvanccinConservation1963

碧 絵nの!i古 文 化財の科学38・3

軸 装 と額 装 ミュージァム39・2

文 化 財 保 存 の た め の 温 湿 度 の基 準 保存科学39・3

顔 料 の 変 退 色防 止の基 礎 的 研究 色 材協会誌39・4

1mprovementsofortho-contourphotography

JournaloftheJapanSoc.ofphotoKrarnmetry39・6

美術 品 と蛍 光灯1!HnJl刀 同文化財39・7

,二種 類 顔 料 の混 合 にお け る反 射 準 と混 合率 の 関 係 色材協会 誌39・9

法 陵 寺 仁 王 像ifkPl!1:・1職 告 香 の 一 部 承 刊

紀文化 財 保 存 披 術 と建 材 建 材40・4

イム像 休 内 銘 の撮 影 古文化財の科学40・5

RadiographyoftheGreatBuddhaatKamakura ,

'

文化財のljl't記録(1)

③蛍光灯照明採川についての注意

文化財の記録にこの写真法を

陶器 ・茶器の科学鑑定

rに・せもの」待った

密閉梱包の湿度調節

光による染色品の槌色とその防止の為の注意

④鎌☆大仏の透視

,130

:itudicsinConservation40・5

保存科学41・3

博物館研究34・12

ミ3ジ アム37・7

淡交37・7

科学朝 日41・3

古文化資料rl然 科学研究会33・9

〃34・5

古 文化資料rl然 科 学研 究会34・9
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鎌倉大仏の透視調査

正射投影写真法

正射投影等高線写真法

〃

文化財の写真記録に於ける物の大きさの関係

及び物の寸法の読める特殊写真法

鎌倉大仏 γ線透視に関して

Relativehumidityinaclosedpackage

⑤文化財の光学的調査

火災時のアイソ トープ取扱

鎌倉大仏透視に関 して

古陶磁の科学的調査

建造物修理におけるX線 の応用

正射投影等高線写真法

古美術品の科学的保存に関して

文化財の科学的鑑識

額装と軸装

文化財保護に関する近年の話題

修理のための科学的研究方法一 物理的方法

各国の文化財修理

Ⅳ 圏 査 研 究

アイソ トープ会議京都大会36・10

古文化資料 白然科学 研究会36・11

応用物理学 会大会37・10

写真測量学会39・5

古文化資料自然科学研 究会39・6

蔵 前工業会35・11

11Cロ ーマ大会代読1961・9

文化 財葵工課講 習会36・11

下谷消防署37。4

研究所開所記念37・10

研究所美術部研究会37・12

現場主任講習会38・2

写真学会38・3

美工課 講習会38・10

博物館協会学芸員講習会39・6

美工課講 習会39・9

明治大学40・5

美工講 習会40・10

〃40・10

IIC(TheInternationalInstituteforConservationofHistoric

andArtisticWorks)ア ブス トラク ト報告

大阪原子力博協力出品(透 視写真)

金色堂巻柱の被宵に関 して報告

正視投影撮影装置特許

見 城 敏 子

②染色品の槌色とその防止の試み

岩絵具の裾色

ロンドン

大阪

中尊寺修理委員会

古文化財の科学

〃

33^40

33・9

40。i

40・2

34.12

38.3
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顔料の変退色防止の基礎的研究

二租顔料の混合における反射率と混合率の関係

色材 協会誌39・4

〃39・9

石 川 瞳 郎

②染色品の裾色とその防止の試み 古文化財の科学34・12

X線 透視に依る金色堂の研究 日本建築学会誌38・1

唐 招促寺牛皮華蔓調査について 事X1,3報告書39・7

継 なかご一刀剣の偽作とX線 透視 ミa一 ジアム(東 京国立博物館)40・5

仏像体内銘の撮影 古文化財の科学18号40・5

④文化財の写真記録に於ける物の大きさの関係及び物の寸法の胱める特殊写真法

古文化資料自然科学研究会39・6

呉 口 充 庸(非 常 勤 昭 和40年3月 退 職)

④ 日本 顔 料 に 対 す る 強 照 明 の 影 響 に 関 す る 一 実 験 占 文 化 財 の 科 学34・12

0rtho・ContourPhotographyI'hotogrammetricengineering38・1

1mprovementsofOrtho・ContourPhotography

Journ.oftheJapanSoc,of}'hotoKrammetry39・6

生 物 研 究 室

江 本 義 数(非 常勤)

② 洋画に発生するかびII本 菌学会々報

奈良薬師寺金堂の菌宵 日本菌学会々報

奈良藁師寺金党の微害再発

奈良正倉院樽内及びその付近の空中微生物,殊 に糸状菌について

保存科学1号

日光東照宮二社.__.:!J:3EL造物の徴害とその防除 保存科学2号

⑤ 日光東照宮の徽害とその防除について 古文化資料r撚 科学研究会

文化財の保存一 徽などの問題 修理技術渚獲成講習会

カビと文化財 博物館友の会
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38・1

古文化財釦 学38.12

39・3
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33.11

36.9

40・6

噂

H

e

■



「 IV調 査 研 究

o

修 理 技 術 研 究 室

立 田 三 朗(昭 穐7年10月1日 就職)

③ 名鐘遍歴

くろがねの観音

金工品の修理について(そ の一)

④箱根神社の鉄の大釜

人形町の鉄観膏

⑤鎌の話

古 美 術39・8

鎌 倉 市 民39・12

保 存 科 学41・3

ミュー ゼ ア ム38・3

〃39・8

鎌 倉 文 化 会40・2

4

茂 木 曙

③遺跡と現代科学 「貝塚をかたあた話」

文化財の科学的保存修理の一例

④円城寺本堂内陣彩色内壁剥落どめ

明王院五重塔内部彩色剥落止め及び木材の科学的処置

明王院五重塔四天柱塗装処置及び天井板彩色保存

西明寺三重塔内部彩色剥落どめ

東照宮(金 地院)内 部彩色剥落どめ

海住山寺五重塔内陣板絵及び彩色剥落どめ

霊山寺三重塔内部彩色剥落どめ等科学処置

万福寺木額,柱 聯,榜 牌等剥落どめ

舟屋形内部彩色剥落どめ

博物館ニ ュー ス

ミsゼ アム

受 託研究報告

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

35・3

35・8

35・3

36・3

36・3

36・3

36・3

37・3

37・3

38・3

38・3

o

究

a:
]

臨
レ

研

一

託

究研

受

丘

4

受

年 度 受 託 研 究 事 項 研究鰯 隊 頼 者

昭和34年 度 1重 要文化財円城寺木堂解体前内陣}保 存科学部

彩色画剥落止めi

奈良県教育委

員会
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昭和35年 度

昭和36年 度

昭和37年 度

昭和38年 度
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2国 宝明王院五重塔解体前内部彩色

剥落止め

3海 住山寺五重塔内陣板絵及極彩色

応急剥落止工事

4重 要文化財円成寺本堂内陣彩色画

剥落止め作業

1国 宝明王院五重塔内部彩色剥落ど

め本作業及び木材の科学処理

2国 宝建造物西明寺三!E塔の内部彩

色剥落どめ

3国 宝明王YIG五重塔四天柱塗装処理

及び天井板彩色保存処理

4Tip文 化財束照宮内部剥落どめ

1万 福寺重要文化財の木額柱聯傍牌

等剥落どめ

2Ts要 文化財舟展形解体前内部彩色

剥落どめ

3鑑 山寺三皿塔内部彩色剥落どめ等

科学処置

4囚 宝述造物海住山守五重塔内陣板

絵及び極彩色剥落どめ

1万 福寺霊嬰文化財の木額柱聯榜牌

等剥落どめ

2国 宝興#GS;J北円堂内部彩色剥落ど

め

3舟 醗形解休後内部彩色剥落どめ

1興 福寺北f'1内 部彩色保存処置

2吉 野水分神社建築彩色剥落止め

3国 宝崇福寺第一峰門彩色剥落止め

保存科学部

部学科存保

〃

〃

〃

部学科存保

〃

〃

〃

部学科存保

〃

〃

部学科存保

〃

〃

国宝明王院五

重塔修理委員

会

京都府海住山

寺

奈良県教育委

員会

福山市国宝明

王院五重塔修

理委員会

滋賀県教育委

員会

福山市国宝明

王院五重塔修

理委員会

京都府教育委

員会

京都府教育委

員会

熊本県熊本市

長

奈良市霊山寺

京都府教育委

員会

京都府万福寺

奈良県教育委

員会

熊本県熊本市

良 鵠=

奈良県教育委

員会
〃

長崎市国宝崇

福寺第一峰門

保存修理委員

会

一

i
ー
ー
I
1
1

!

-

1

i

○



「

●

b

昭和39年 度

昭和40年 度

1!S要 文化財吉野水分神社本殿建築

彩色剥落どめ

2i　 要文化財崇福寺三門彩色剥落ど

め

重要文化財般若寺十三重石塔初重3

軸石剥落止め硬化処置

国宝薬師寺東塔建築彩色剥落どめ4

重要文化財本地堂焼損材補修材料5

の研究

国宝薬師寺東塔建築彩色剥落止め1

重要文化財干代神社本殿向拝手狭2

の保存修理にかかる化学処理

重要文化財知恩院経蔵内部彩色剥3

落止め

IV調 査 研 究

保存科学部 ―奈良県鞘 委

〃

〃

〃

〃

保存科学部
〃

〃

員会

国宝並重要文

化財崇福寺一

峯門三門保存

修理委員会

奈良県教育委

員会
〃

栃木県教育劉
員会

奈良県薬師寺

滋賀県教育委

員会

京都府教育委

員会

国立文化財研究所研究受託規程(昭 和34年4月30日 文化財保護委員会告示第14号)

(趣旨)

第1条 国立文化財研究所(以 下 「研究所」という。)が 委託により行 う文化財に関

する科学的調査研究(以 下 「研究」という。)に ついては,こ の規程の定めるとこ

ろによる。

(委託の中込)

第2条 研究所に研究を委託 しようとする者は,第1号 様式による研究委託申込書を

国立文化財研究所長(以 下 「研究所長」という。)に 提出しなければならない。

(受託)

第3条 研究所長は,前 条の規定による委託の中込を承諾する場合には,第2号 様式

による研究受託承諾書を当該研究を委託する者(以 下 「委託者」という。)に 交付

する。

(費用の負担)

第4条 委託者は,そ の委託にかかる研究を実施するために必要な次の各号に揚げる

費用の合計額に相当する金額を負担しなければならならない。

一 国家公務員等の旅黄に関する法律(昭 和25年 法律第114号)及 び文部省所管旅
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費規則(昭 和25年 文部省訓令)の 規定による旅費

二 器具機械費,消 耗品費,通 信運搬費,賃 金その他研究に要する経費

(費用の納入等)

第5条 委託者は,前 条の規定により負担すべき費用を文化財保護委員会歳入徴収官

の発行する納入告知書により前納 しなければならない。

2研 究所は,研 究が終了した結果,前 項の規定により納入 した金額に過不足が生 じ

た場合には,委 託者にその額に相当する金額を返還 し,又 は納入させなければなら

ない。

3委 託者が第1項 の娩定による費用を納入告知書に定める期限内に納入 しないとき

は,委 託を取消したものとみなす。

(研究の中止)

第6条 研究所は,研 究所の業務に支障があるため,又 は災害その他やむを得ない理

由があるため研究の継統が困難となったときは,当 該研究を中止す るこ とが で き

る。この場合において,研 兜所」乏は,遅 滞な くその旨を委託者に通知しなければな

らない。

2前 項の規定にかかわ らず,研 究所は,二委1花者の巾出によりその委託にかかる研究

を中止することできる。

3研 究所は,第1項 の規定により,研 究を中1Lし た結果,前 条第1項 の規定により

納入 した金額に過剰を生じた場合には,そ の額に相当する金額を返還 しなければな

らない。

(研究の結果の報告)

第7条 研究所長は,研 究が終了 し,若 しくは中止されたときは,遅 滞な くその結果

を委託者に報告 しなければならない。ただ し,研 究の過程において委託者の求めに

応 じて中間報告をすることができる。

(研究の結果の公表)

第8条 研究の結果の公表は,研 兜所がこれを行う。

(損害賠償の免責)

第9条 研究所は,天 災その他研究所の貴1ζ帰すζとができない理由によって,研 究

に関 し委託者の受ける損害については,そ の賠償の貴を負わない。
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Ⅳ 調 査 研 究

(委託者の協力)

第10条 委託者は,研 究所長の承認を得て,そ の委託にかかる研究に関 し協力するこ

とができる。

附 則

この規程は,公 布の口から施行 し,昭 和34年5刀1n以 後に行われる委託の申込か

ら適用する。

(第一号様1)

研 究 委 託 申 込1!1:

昭和 年 月 口

国立文化財研究所長 殿

現住所

氏 名 印

国立文化財研究所研究受託規程に基 き,下 記内容をもって,文 化財に関する科

学的調査研究を委託 したいので申込みます。

記

1題 目

2目 的及 び内 容

3予 算 の 範 囲

器具,資 材等提1

4饗 麓 無鞭i
提供の時期等)

5完 成希望期限

6公 表猶予期 限

7そ の他希望事項
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(第二号様式)

研 究 受 託 承 諾 書

昭和 年 月 日

殿

国立文化財研究所長

昭和 年 月 日付研究の委託の巾込は,国 立文化財研究所研究受託規

程に基き,下 記条件をもって,こ れを承躇します。

記

1題 目

2担 当 者 氏 名

3完 了 予定 期 口

4所 要費用担当額

5所 要費川納期

6

7

轍 の時鵬)1

そ の 他[

器
材
喝
蜜
課

数

鷲

名

 
君
レ
ナ

ー
日

是

1
噌
ー
"

イ

レー
ン

`

r

5出 版 ・

A美 術研究

昭和7年1刀 創刊,昭 和41年3、月第242号 を発行。当研究所美術部の調査研究の成

果を公表するための機関誌。主として所属研究員の執筆にかかる胎文,研 究資料,図

版解説,美 術関係文献の校刊等を掲載 し,と きに所外研究者の寄稿を受けることもあ
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の

る。 一'rf号本 文48頁,原 色 図 版1,単 色 図 版5,

昭 和33年 度(第198号 ～第203号)

昭 和34年 度(第204号 ～ 第209号)

昭 和35年 度(第210号 ～ 第215号)

口召不丁136イF度(第216号 ～,218)

昭 和37年 度(第219号 ～ 第224号)

昭 和38年 度(第225号 ～X230)

H召不n39杢F度(第231号 ～第236弓 ・)

昭 和40年 度(第237号 ～第242号)

IV

各年度6冊 刊行。

調 査 研 究

B口 本美術年鑑

昭和11年10月 創刊,毎 年1冊(た だ し昭和19～21年 版 および昭和22～26年 版 は各1

冊)出 版 し,昭 和41年3月 までに24冊 を刊行 した。内容は,毎 年1月 から12月 までの

わが国美術界の活動,情 勢を記録するすので,美 術界年史,展 覧会,物 故者略歴,雑

誌単行図書美術文献 目録,美 術関係諸施設,美 術関係団体,人 名簿等を収録し,所 内

研究員の調査 ・執筆による。

C保 存科学

昭和39年3月 創刊の機関誌で,今 後年1冊 の出版を計画 している。昭和41年3月 ま

でに2冊 を刊行 した。それ以前の研究発表は,古 文化資料自然科学研究会の機関誌で

ある古文化財の科学(昭 和26年1月 創刊,昭 和40年3月 までに18冊 刊行)に 掲載して

きた。内容は,文 化財の保存と修理に関する科学的研究であって,所 属研究員の執筆

にかかる論文,報 告等である。

Dそ の他の出版物

美術部

支那古版画図録

.古備大臣入唐絵詞

(美術研究資料第1輯)

(同 第2輯)

昭和7

同9
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徽宗纂張萱掘練図絵

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

f彪,巴1;法r冨而糸会詞

宮素然筆明妃出窪図巻

11木美術盗料

「司

同

同

同

近代日本美術資料

同

同

墨跡資料集

同

同

源氏物語絵巷

黒田清輝素描集

栄山寺八角堂

栄山寺八角堂の研究

法隆寺金堂建築及び壁画の文様研究

黒田清輝作品集

東洋美術文献目録

同 続編

東洋古美術文献目録
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(美術研究資料第3輯)

u

u

u

v

u

u

　

　

明治以降昭和10年 まで

昭和11年 ～同20年

昭和21年 ～同25年

同

同

同

同

同

同

同

同

第4輯)

第5輯)

第6輯)

第7輯)

第8輯)

第9輯)

第10輯)

第11輯)

第1輯

第2輯

第3輯

第4輯

第5輯

第1輯

第2輯

第3輯

第1輯

第2揖

第3韓

昭10

同11

同12

同13

同14

同14

同15

r.」16

―司16

同13

同14

同15

同16

同17

同23

同24

同26

同24

同24

同26

同24

同24

同25

同26

同28

同29

同16

同23

同29

コ

r

6

亀
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Ⅳ 調 査 研 究

美術研究索引 第1号 ～第100号 昭和16

美術研究総目録 第1号 ～第230号 同40

ほかに科学研究費補助金(研 究成果刊行費)の 交付を受け,ま たは本研究所の監

修で刊行された図薔は次のとおりである。

光学的方法による古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編

梁楷

醍醐与五重塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代口木美術の研究

黒田清輝

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

同

吉川弘文館

便利堂

古川弘文館

同

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

30

32

鍬

39

39

41

和昭

同

同

同

同

同

芸能部

標準日本舞踊譜

音盤目録1

昭和35

同40

噸

保存科学部

重要文化財円成寺本堂内陣彩色剥落どめ

(東京国立文化財研究所受託研究報告 保存科学部

国宝明王院五重塔内部彩色剥落止本作業及び木材の科学的処置

(同

国宝明王院五重塔四天柱塗装処置及び天井板彩色保存処置

(同

国宝西明寺三重塔内部彩色剥落どめ

重要文化財東照宮内部彩色剥落どめ

国宝海住山寺五重塔内陣板絵及び彩色剥落どめ

重要文化財霊山寺三1塔 内部彩色剥落どあ等科学処ii'i

重要文化財萬福寺木額,柱 聯,榜 牌等剥落どめ

s要 文化財舟r形 内部彩色剥落どめ

同

同

同

同

同

同

　

　

　

u

　

v

第1号)昭 和35

第2号)同36

第3号)

第4号)

第5号)

第6号)

第7号)

第8号)

第9号)

6

6

6

7

7

8

8

f　

M

C+M

M

M

M

M

41

同

同

同

同

同

同

同

1



国宝興福寺北円堂内部彩色保存処置(同

国宝崇福寺第一峰門彩色剥落どめ(同

重要文化財本地堂焼損材補修材料の研究(同

重要文化財崇福寺三門彩色剥落どめ(同

重要文化財般若寺十三重石塔初重軸石剥落止め硬化処置(同

重要文化財吉野水分神社本殿建築彩色剥落どめ(同

個宝薬師寺東塔内部彩色剥落どめ(同

第10号)

第11号)

第12号)

第13号)

第14号)

第15号)

y16号)

重要文化財千代神社本殿の向拝手狭の保存修理にかかる保存処置

(同X51?号)

6講 演 ・展観

昭和33年10月17日 東京国立博物館講堂

第3回 実演 に よ る芸能研究会(琉 球卿踊一御前風ほか,

か)

昭 和34年12月12日 本研究所陳列室

高野時次氏収集浅井忠水彩画牛寺別展観

昭 和35年12月17口 東京国立博物燃 宜

義太夫節研究資料 としてのr原 コレクション

文楽人形の型実演

昭和36年11月18口 本研究りi照川子爵記念室

鎌倉大仏の歴史

鎌倉大仏の最近の修理調査

i昭和37年10月20日 本研究りi黒IlI子爵記愈室

文化財の保存と科学的研究

文化財の非破壊分析

合成樹脂による文化財の保存について

X線 透視による金色堂の研究

昭和38年11月15～16日 本研究所陳列蜜

142

同39

同39

同40

同40

同40

同40

同41

同41

日木卿踊一島の千歳ほ

浦山 政雄

桐竹紋十郎

田沢 坦

関野 克

関野 克

江本 義理

岩崎 友吉

登石 健三

ψ

・

一
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IV調 査 研 究

稀観絵巻物展観

昭和38年11月16日 本研究所陳列室

稀観絵巻物展の展示品について

昭和39年12月12日 東京文化会館小ホール

神楽能系譜

神楽能と歌郷伎

関束の神楽能(猿 田彦細女元段ほか)実 演

昭和40年10刀30口 東京ブリヂストン美術館

黒田清輝の想い出(対 談)

黒 田清輝について

黒田先生の芸術その他

田中 一格

三隅 治雄

浦山 政雄

和田 三造 ・坂崎 坦込

隈本謙次」郎

矢代 幸雄

辱

の
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'1蔵
書

美術部 東洋古美術,近 代口木美術,西 洋芙術関係を主として,和 漢洋苫を合わせ

て約16,100部,ほ かに美術関係雑誌,売 立目録類および拓本がある。昭和33年 度以降

の新蔵書は次のとおりである。

区 分

和 漢 書

洋 書

撃楚331鞭4
冊
365

21

1
370136{

M2

昭 和35
年度

冊
2

20

羅36i

44撃

21

昭和37昭 和38
年度 年度

41馴477

1・い6

昭和39
年度

冊
473

49

昭和40年度

冊
594

57

計

冊

3,502

237

ー

1

ー
,
i
d
「

芸能部 わが国の伝統芸能関係を'ドとして,図 井 ・文1ヰ等約2,200部 が ある。演芸

画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 上方 ・民俗芸術 ・日本

民俗等の芸能関係諸雑諒も多数収集している。

保存科学部 古来の伝統的生産および工芸技術書,技 術史,ま たは数少ないそれら

の科学的究明を試みたもの。修理假告轡,調 充假告再,お よび化学 ・物理 ・生物学部

門の保存科学に関連ある和洋書を合わせて約600冊 を収集 している。

ψ

2資 料

傷

藁術部 主として写∫工による美術研究資料であるが,そ の収集の目的は,内 外の資

料をあまね く収集,整 理,保 管して,そ の完堕な収集箇所として美術の研究に資する

ことである。この趣旨に基づいて設立当初から9r撮 影による資料の作成をは じめ,

印刷物を整理 してこれに加える等 その収集につとめている。 資料の内容は,日 本美

術,束 洋美術,西 洋美術,お よび明治,大il:t術 に大別 しさらにこれを絵画,彫 刻,

工芸,建 築等に分類整理 して い る。 その数は特別大型のものから小型の ものまで約
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120,000点 がある。写真資料のほかに印譜,図 版カー ド等がある。

芸能部 レコー ド・録音テープ・写真(8ミ リ・16ミ リシネを含む)等 の資料をそ

なえ る。 レコー ドには昭和35年 度文部省機関研究費によって購入した安原コレクショ

ンレコー ド5,450枚 が 含まれている。安原 コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代に

わたって刊行された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態 と

変遷を知る上での貴重な資料となるものである。録音テープおよび写真は,研 究所開

所以来,雅 楽,能,狂 言,歌 郷伎,文 楽,民 俗芸能その他わが国の伝統芸能を対象に

して記録 してきたものである。演技法の分解写T・ 文rrtの記録写爽なども含 ん で い

る。種別による所蔵数は次のとおりである。

レ コ ー ド

録 音 テ ー プ

7 型15 型

5,・23枚1
本
555

本
190

写 真

点

52,000

シネ ・フ イル ム

8・i)・6・ リ

本 本

285

3機 器 ・ 設 備

美術部

光学的研究設備

光学的鑑識法を東洋古美術品の研究に応用することは当研究所において既に戦前か

ら企図されていたが,昭 和27年 度にはそれまでの予備的研究成果と海外におげる研究

設備を参考とし,科 学研究費(機 関研究)の 交付を受けて本格的な設備を整えるにい

たった。その後も技術的な進歩に即応 して新規の装置を加え,美 術史学の実証的研究

に多大の貢献を している。現在の主要設備を類別すると次のとおりである。

IX線 透過撮影装置

(1)固 定式白仏X線 装置(100KV)1式 ロ

(2)固 定式単色X線 装置(80KV)1式

(対蛍光板,支 持台,防X線 用衡立等)

(3}可 搬式白色X線 装置1式

(4)可 搬式ソフテ ックス装置(J型)1式
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皿

W

⑤ 携帯用ソフテックス装置(E型)1台

紫外線照射装置

に}固 定式照射装置2台

(2}可 搬式照射装置(ブ イ リップス紫外線 ランプ125W及 び専用 トランス)2台

㈲ 携葡 月紫外線検査器1台

ナ トリウムランプ照射装置2台

赤外線暗視装置及び間接撮影装置

(1)双 眼実体顕微鏡及び写真撮影装置1式

② 新型双眼突体顕微鏡及びカラー顕微鏡写真同時撮影装置(可 動支持台及び携

帯用スタンド)1式

マイクロ写真関係設備

マイクロ方式による古文化財関係基礎資料の蒐集闘査を目的とし
,昭 和36,37年 度

科学研究費(機 関研究)に より次の股備を整え,研 兜に活用 している。

1マ イクロ写真撮影装置1式

(付 自動現像機,プ リンクー,引 伸機,乾 燥機等)

∬ マイクロ閲胱機(ル ーモ祉製)3台

皿 リーダープ リンター

芸能部

各租古典芸能の記録および分析研究のための設備 ・機器を所有する。たとえば,ピ ッ

チレコーダーは,音 声のごときピッチが連桃的に変化する音響を自動的に指示記録す

るDuiで,声 明 ・平曲 ・露鵬曲 ・狂言 ・浄瑠璃など音声による部分が重要な芸能,あ る

いは歌舞伎のセ リフや郷土芸能のとなえ言など楽譜化が困難なものを こ の装置に よ

り,音 の高低 ・強弱を微細な部分まで記録 し正確な伝承,ま た流儀差 ・個人差の検討

を行ったりする。

1設 備

に1録 音室1室

(2}レ コー ド資料室1室

皿 機 器

(11ピ ッチレコーダー1台 日本電子測器K・K製
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㌣

ψ

② テープレコーダー

㈲16ミ リ撮影機

(4)〃 映写機

⑤8ミ リ撮影機

(6)〃 映写機

(7)35ミ リ写真機

保存科学部

主な研究設備

1装 置 名

1恒 温 恒 湿 槽

サンシャイン ウェザー メーター

真空凍結乾燥装置

1ア ムスラー強度試験機
1紙 耐揉強度試験機

暁 電分光光度計

[発 光分光分析装置

蛍光X線 分析装置

lX線 回 折 装 置お よび デ バ イ ・シェ ラー カ メ

}ラ,ラ ウ エ カ メ ラ
11X線 発生装置(透 視写真用)

1"

1
〃

1真 空蒸着装置

1金 属 顕 微 鏡

生 物 顕 微 鏡
〃

表 面 ア ラサ 顕 微 鏡

}C°-60・7線 線 源
〃

1

ガ イ ガ ー ・ミュ ラー 計 数 装 置

4台

1台

1台

2台

1台

4台

V研 究 施 設

アリフレックス社製

エルモ社製

ベル ・ハウエル社 ・エルモ社製

エルモ社製

型式又は性能 製造会社名

一30^-60°C

WE-SUN-HC

500kg

EPU-2型

D-4型

ウ ェ ル テ スー200

医 療 用 愛 国 号

ソ フテ ック スS-E

CU-65

PMF

LCMbi

RItr

3キ ュ リー

0.2キ ュ リー

32型

東洋理科工業
〃

加藤万製作所

東 京 衡 機

上 島 製 作 所

日 立

(当研究所組立)

理 学 電 機

〃

島 津
〃

小 泉 製 作 所

徳 田 製 作 所

オ リ ンパ ス

千 代 田 光 学
〃

ラ イ ツ

科 研

文化財の特殊性として,材 質の劣化現象究明のための試験機類,非 破壊的方法によ

る材質調査のための分析機羅類,お よび微少試料の分析,調 査などに用いる顕微鏡類

などがある。
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4黒 田 記 念 室

め器 灘 鞭 蹴 灘 鷺袈賢観 警 功績を記念するた
収蔵されているものは,油 絵125点,素 描170点,ス ケッチブック等若干である。 こ

れらは創立当時主として黒田家から寄贈されたものであるが,そ の後,樺 山愛輔,黒

田照子,田 中良等からの寄贈 もふ くまれており,随 時陳列替を行なっている。毎週木

曜・午後1時 から4時 まで一劇ll受 料公開 している.翫 の主な ものは,「 燃

情」,「花野」,r湖 畔」,「赤髪の少女」,「もるる日影」,r温 室花壇」等である。

黒田子爵記念親覧規程

第1条 本研究所の黒川子爵紀念室(以 下単に 「記念室」という。)は,こ の規程に

よって一般に公開する。

第2条 観覧は無料とする。

第3条 観覧者は,伽 付けの帳簿に現住所,氏 名を記1戒し,掛 員の指示を受けるもの

とす る。

第4条 陳列品の模写又は写真撮影を希望する者は,予 め書而により屈出で許可を受

けなければならない。

第5条 観覧昔は,紀 念室内において左の゜ll:項を行 ってはならない。

一 陳列品にrを 触れること
。

ニ インク,墨 汁等を使川すること。

三 飲食及び喫煙をなすこと。

第6条 観艶省がこの規程に違反 し,又 記念室公開の趣旨に反する行為があると認め

るときは,退 場を命ずることがある。

第7条 観覧の口時は毎週木曜口午後1時 から同4時 までとし,観 覧を停止する日は

左の通りとする。

祝 日

開所記念日(10刀18口)

年 末年始(12刀25口 か ら翌年1月6日 まで)
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夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)

第8条 本研究所において必要があるときは,前 条の日時を随時変更する こ とが あ

る。但 しこの場合は予め掲示する。

5閲 覧 室

●

本研究所の図書および研究資料は主として研究者,学 者,美 術関係専攻の学生等に

公開 している。年間の閲覧者数は,延1,200名 程度である。

曾

.

6
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